















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　俺おれの生活はいつも平凡そのものだった。

　考えてみれば生まれた瞬間から平凡だったと思う。

　学校、家、学校。

　エンドレスに繰り返しているこの平凡極まりない無限ループ。

　そういうわけで、将来に対する希望というものも、俺には相当曖あい昧まいな形のものに過ぎなかった。

　だから、俺は大学を卒業するまでやりたいことを見つけられずにいた。

　いつか見つかるだろうという安易な思考が俺を蚕さん食しよくしていた。

　ポジティブという大義の下もと、俺の思考も侵食されていく。

　その結果、俺はゲームに溺おぼれたただのニートになっていた。

　ゲーム。

　ゲーム。

　ゲーム。

　飯。

　睡眠。

　ゲーム。

　ゲーム。

　この道の先には何が待ち構えているのだろうか。

　そんな思考さえもゴミ箱に放り出してしまった俺の青春、20代。

　その俺に訪れたのは、ある非日常だった。

　俺を変えてしまうきっかけとなった冤えん罪ざい事件。

　このまま生きていってはいけないと、自覚させてくれた。

　その事件は俺に、やればできるという自信が生まれるきっかけとなったのだ。

　始まりは、いわゆる生半可な正義感によるものだった。

　もし俺が、その良心すらない人だったら、今頃どうなっていただろう。

　おそらく何も起こらなかっただろう。

　何も起こっていなかったら、俺の人生はまた無限ループに浸食されていただろう。

　しかし、この事件がもたらしたさらなる新たな波乱への招待は、そのまま受け入れて肯定するには、難しい点が多かった。

　何な故ぜならば、俺はあの事件以来、大きい激流に飲み込まれたからだ。

　あの冤罪事件は、その後の激流に比べれば可愛かわいいものだった。

　俺の人生自体を丸ごと変えてしまった大激変。

　平凡な日常を完全に奪い去ってしまったあの大きな出来事、俺には地獄のような時間だったが、聞く人にとってみれば、ただの面白いお話だと片づけられるかもしれない。

　俺が経験した激変に出る登場人物は皆みな、平凡とはかけ離れていた。

　平凡を超えた、危険と驚異の共存。

　その激変の始まりは、何の予告もなく突然襲ってきた。

　ただベッドから目を覚ましただけなのに。

　正まさにその瞬間が始まったのだ。





[image: ]







　んんっ……？

　眠りから覚めると、

　視野に変なウインドウがちらつく。Windowsフォルダのような画面だ。

　目の前の違和感はまだ夢の中を彷徨さまよっているかのような錯覚を呼び起こした。

　しかし夢ではない。頰ほおをつねった時に感じる痛みは厳然たる現実だった。

　いつもと変わらない部屋。

　全てがいつも通りだ。

　狭い浴室付きの部屋にこれといった変化はない。

　変わったことと言えば、視界に映りこむ異物だ。目の錯覚かと思い、目をこすって浴室で顔も洗ってみても、どうしても視界にちらつくウインドウは消えようとしない。

　俺おれがおかしいのか？

　いつも部屋に引きこもっていたせいで脳の神経がどうにかなってしまい、幻覚でも見えているのか？　視神経を何かが圧迫しているとか？

　こういう時は検索だ。

　俺はベッドから起き上がりパソコンの電源ボタンを押した。

　しかし、パソコンは起動しようとしない。故障かと思い本体を開けて中を見てみたが、特に問題はなさそうだった。昨日きのうまで何ともなかったパソコンだ。

　何だかいらいらしてきたが、ひとまず我慢することにして携帯電話を手に取った。しかし、携帯電話もまたインターネットに接続できない。

　こいつはどうだ、床で充電中だったノートパソコンを膝ひざの上にのせ、電源ボタンを押す。

　結果は絶望的。

　これもまた起動しようともしない。

　昨日まで何の問題もなかったパソコンとノートパソコンが同時に？

　何が何だかわからない混乱の中で、左手に持っていた携帯電話の画面を再度タッチしてみた。

　俺にだけこんな現象が起きているのかと気になり、友達の番号を押して待ってみた。

　しかし、これもまた不通。

　俺はくそっと吐き捨てながら、手当たり次第に知人に電話をかけまくった。

　結果は同じだった。さらに両親までも電話に出ない。なぜか呼び出し音すら聞こえなかった。

　どうやら、今のこの状況は全てインターネットに接続できないことと何か関連があるようだ。この世の終わりでも来たのかも知れない。そんな思いで外に飛び出してみたが、外は平凡だった。いつも通り平凡に歩いている人びと。

　家に戻り、ベッドに腰掛けた俺は現実と向き合うことにした。依然として、目の前にちらつくウインドウ。

　結局、この全ての現象はこれと関連があるのだろう。

　間違いであることを願ったがもう避けられない現実。

　俺は目の前の小さなウインドウをじっと見つめた。どんなに睨にらみつけても無反応。

　そこで、視野に映り込むウインドウに指を持っていった。

　すると、驚くことに目の前に２つのメッセージが現れた。パソコンのウインドウが開くかのように現れたメッセージ。半透明なウインドウの上には文字が鮮明に刻まれていた。




［状態］

［アイテム］

［セーブ］

［ロード］




「……？」

　何だろうこの非現実感は。

　瞬時に現実感が消えた。だが、もう一度頰をつねって叩たたいてみても夢ではなかった。痛みが脳へとそのまま伝わってくる。

　非現実だけど現実？

［状態］と［アイテム］。

　そして［セーブ］と［ロード］。

　どう見てもゲームの中で出てくるあれだ。

　何が何だかわからなかったが、押してみたらわかるだろう。

　俺は指を［状態］へ持っていった。

　するとすぐに半透明なウインドウが別のウインドウに変わる。




　長は谷せ川がわ　亮りよう

　年齢：25歳

　職業：ニート

　レベル：１

　体力：55

　魅力：12

　所持金：５、０１０、１３０円

　経験値：０




　現れたウインドウに羅列されたのは俺の個人情報だった。年は25歳。正確な情報だ。しかし、レベルやら体力やらは意味不明だった。しかし、所持金は正確だった。ニートだが、アルバイトで稼いだ元金50万円は株で少し儲もうけたため５００万円になっていた。

　勿もち論ろん、俺が株に卓越した才能があってお金を増やせたわけではない。ゲーム友達が教えてくれた情報のおかげで少し稼げたとでもいおうか。ただそれだけだ。

　そんな全財産が透明に公開された［状態］ウインドウ。

　やはりゲームだ。

　そうなると［セーブ］と［ロード］も？

［セーブ］をタッチするとメッセージが出てきた。




［セーブしますか？］




　セーブをタッチするとメッセージの下のプログレスバーが埋まりつつ、５月２日10時30分というメッセージがでてきた。見たところ、セーブできる空間は１つだけだった。他のゲームのように、いくつかのセーブポイントを作っておくのは不可能に見える。

　慎重に使用しろということだろう。間違ったセーブはゲームを迷宮入りさせる。

　とりあえず［ロード］を押してみると［セーブ］の時と同じく５月２日10時30分と書かれたウインドウがでてきた。




［ロードしますか？］




　メッセージが現れる。

　時間は10時33分。時間を確認した俺はすぐにメッセージをタッチした。とにかく実験をしてみる必要があった。すると急に視界が白く変わり現実に戻った。急いで時計を確認すると正確に10時30分22秒。

　俺は過去に戻っていた。ちょうど３分前へと。

　これは本当だ。本当にゲームの中だ。冷や汗をかく。興奮と驚きが入り混じって何とも言い表せない気分。面白いじゃないか。現実がゲームになるとは。

　ゲームとなると、結局クリアすれば本来の世界に戻れるということなのだろう。少なくともゲームの中に入り込んでしまったのは、何か理由があるはずだ。そう考えると、目の前のゲームウインドウをもう少し深く分析してみたくなった。




　長谷川　亮

　年齢：25歳

　職業：ニート

　レベル：１

　体力：55

　魅力：12

　所持金：４、９１０、１３０円

　経験値：０




　そこで俺は再び［状態］を読み込んだ。すると所持金が10万円減っているのが目に留まった。セーブとロードにもお金がかかるということだろうか。そうでなければ減るはずがない。まあ、過去に戻る能力だ。対価がないのもおかしい。

　俺はそう納得して他の項目へと目をやった。このレベルとは一体何を意味しているのだろうか。

　レベルを上げると体力と魅力が上がる仕組みなのだろうか。

　もしそうだとしたら、俺はたった今ゲームの中に入り込んだわけだから、当然レベルは１だ。

　どうしたらレベルアップができるかは見当もつかないけど。

　マニュアルが存在しないゲームほど難しいものはない。

　体力と魅力はどこで使うのだろう。

　数値も曖昧だ。55だなんて。

　レベルは１なのに体力は55。そうなると１００が最大ではないということだろう。

　経験値とはレベルアップのための数値で、大部分のＲＰＧゲームで登場する。経験値が上がればレベルが上がり、レベルが上がれば体力や魅力も上がるのだろう。見れば見るほどゲームそのものだ。だがここまで。これ以上見つけ出せるものは無さそうだ。

　俺は未練を捨て、今度は［アイテム］に入った。すると、同様に不透明な２つのウインドウが現れた。




［アイテムショップ］

［所持アイテム］




［所持アイテム］をタッチするとメッセージが現れる。




［現在所持しているアイテムはありません］




　当然だ。何を期待したのだろう。俺は再び戻って［アイテムショップ］をタッチした。するといくつかの［アイテム］が現れる。レベルがある以上、レベルアップをすれば［アイテム］の種類も増えるのでは。それはゲームの不文律のようなものだ。




［Lv.1　スカウター　10万円］

［万能キー　60万円］

［睡眠スプレー　25万円］

［カメラ　10万円］

［外車　５千万円］

［国産車　８百万円］




　俺はとりあえず、各項目をタッチしてみた。まずは一番上にあるスカウターから。




［Lv.1　スカウター　10万円を購入しますか？］




　すると、購入意思を尋ねるメッセージが現れた。アイテムについての何ら情報もなしに。マニュアルがないのと同様にアイテムに関しても何の説明もしてくれないようである。本当に不親切なゲームだ。

　その上、［アイテム］の金額はなぜこんなに高いのだろうか。ものすごい金額の単位にめまいがするほどだ。特に［外車］と［国産車］は家の価格相当だ。どんな凄すごい能力がある［アイテム］なのか。勿論、今持っているお金ではそもそも購入自体が不可能。

　それにしても何か購入してみなければと思った。俺が入り込んでしまったこのゲームについて知るためにも。

　そこで、目に入ってきたのは［Lv.1　スカウター］だった。

　一番安いから試してみるには最適だとでもいおうか。勿論、もっとも安いアイテムが10万円という事実には思わず文句が出る。

　購入を済ませ［所持アイテム］をタッチすると、項目に［Lv.1　スカウター］が表示される。

　そして［Lv.1　スカウター］をタッチすると、なんと、詳しい説明がずらずらと現れた。




［Lv.1　スカウター］

［スカウターを使用した状態で対象の女性を見つめると攻略に必要な情報が出てきます］

［レベルが高いスカウターであるほど詳しい情報が出てきます］




　買う前は何の説明もなかったのに購入を決めた途端、説明が出てきた。［Lv.1　スカウター］に出てきた説明はゲームに関する重要な手がかりを投げてくれていた。




［女性を見つめると攻略に関する必要な情報が出てきます］




　──まさにこの部分。

　かなり意味深な感じだった。この言葉はつまり、このゲームは女性を攻略するのが目的ということ？　えっとエロゲーのようなジャンルなのだろうか。

　本当にそうだと思うと急に愕がく然ぜんと自信をなくしてしまう。女性とそれほど付き合った経験がないからだ。現実で女性を攻略しろというのはあまりにも難しいことである。女性のいない歴史は魅力値12が証明してくれている。

　購入に10万円を使ったため、確認のため［状態］ウインドウを再び開けた。




　長谷川　亮

　年齢：25歳

　職業：ニート

　レベル：１

　体力：55

　魅力：12

　所持金：４、８１０、１３０円

　経験値：０




　すると、正確に10万円が減っていた。計算は正確なゲームだ。

　ふとここで俺は疑問を覚えた。ゲームの中に入り込んでしまったとは言っても非現実的なのは［ゲームのシステム］だけだ。それ以外には、インターネットに接続できないのと、知人と連絡がとれないという点。それを除くと現実と異なる点はなかった。だからお腹なかも減ってきたしトイレも行きたくなった。

　そうだったら、何か食べなければならない。

　外で食べ物を買っても所持金は減るのだろうか？

　命を繋つなぐのに最も重要な食事に関する問題であったため、確認が必要だった。俺はお財布を持って家の外に出た。最も近いコンビニに入り、あれこれとカゴに入れカードで決済し、外に出てから［状態ウインドウ］を読み込んだ。




　長谷川　亮

　年齢：25歳

　職業：ニート

　レベル：１

　体力：55

　魅力：12

　所持金：４、８０８、９３０円

　経験値：０




　１２００円のお金が正確に引かれていた。所持金が減るのは［アイテム］の購入だけでなく、あらゆるお金の消費までもが含まれているという意味だ。救いだったのは、比較的金額の高い［アイテム］とは異なりコンビニで買うことのできる物が現実の値段のままだという点だろうか。おかげでしばらくは食べて生きるのに問題はなさそうだった。

　急に高いアイテムを訳もなく購入さえしなければ、飢え死にすることはない。ただ、一体どんな方法で所持金を増やせるかがカギだった。インターネットは繋がらないためネット関連は全て不可能。アルバイトや就職も該当しない。

　仕事をするようになればゲームを進める時間などなくなる。そしてこれは単なる想像に過ぎないが、おそらくゲームから抜け出そうとする行動は許されないのではないだろうか。お金の問題は今すぐどうこうできるものではない。俺はとりあえず悩むのをやめ、外に出たついでにスカウターで試してみることにした。




［Lv.1　スカウターを使用しますか？］




［所持アイテム］に入って使用ボタンをタッチすると再びウインドウが出てきた。俺はこの面倒くささに苛いら立だった。きっとパソコンの前だったら、インターフェースがこのレベルなのかと掲示板に文句をつけていただろう。首を傾かしげながら、スカウターを使ってコンビニアルバイトの女を見つめた。




　眞ま崎さき　杏あ里り菜な

　年齢：21歳

　彼氏：あり

　職業：大学生

　攻略難易度：Ｃ

　居住地：現レベルでは不可

　電話番号：現レベルでは不可

　攻略情報：現レベルでは不可




　出てきた情報はたいしたことがなかった。彼氏の有無と名前、年齢と職業を除いては何も知ることができなかった。つまり、攻略不可。そんなことより、攻略要件は一体何だ。付き合えば攻略となるということだろうか。未いまだに知り得ない情報が多すぎる。

　むしろ、疑問だけが増幅されてしまい、家へとトボトボと向かった。すると、隣のマンションの女とばったり会った。俺がこの時間にゴミ出しに外へ出ると、よく会う女だった。いつも昼間家にいるのを見ると、俺のようにニートか或あるいは夜の仕事でもしているかというところだろうか。

　こんなにも詳細に知っている理由は、彼女のウェーブがかった短い髪とやや分厚い唇がかなりセクシーだったため、無意識にいつも目がいってしまっていたから。ゴミを出してマンションへと帰っていく後ろ姿を見るたびに胸がときめいた。

　ならば、あの女は攻略できるだろうか？　ふとそう思い、すぐに［アイテム］を召喚した。




［Lv.1　スカウターを使用しますか？］




　急いで［Lv.1　スカウター］を選択し、エレベーターに乗ろうとする彼女を見つめた。




　桜さくら井い　亜あ深み

　年齢：30歳

　彼氏：既婚

　職業：人妻（主婦）

　攻略難易度：Ｅ

　居住地：現レベルでは不可

　電話番号：現レベルでは不可

　攻略情報：30歳主婦である彼女。夫とうまくいっていない。夫に内緒でクラブに通うのが趣味。子どもはいない。不倫相手多数

　出てきた情報には驚きの連続だった。まず年齢からびっくりである。年がいっているとしても20代後半と予想していたが30代だなんて。それに人妻だったのか。結婚しているとは思いもしなかった。手に指輪もしてなかったから。人は見かけによらないということわざが思い浮かぶ。

　桜井の美び貌ぼうやスタイルはコンビニアルバイトの女よりもかなり上だ。しかし彼女はコンビニアルバイトの女とは違い、スカウターに攻略情報が出てきた。つまり、スカウターに攻略情報が出てきたということは、美貌やスタイルは全く関係がないという意味になる。美貌で攻略できるかどうかを判断するのは無駄であろう。

　まあそれはいい。［スカウター］で確認して、とにかく攻略情報が出てくる女に接近すればいいのであって特に難しいことではない。それに、難易度がＥならレベル１でも挑戦が可能に思える。ただ、問題は攻略方法だ。情報が出てきたのはいいが、あの情報だけで、一体どうすればいいのかがわからない。

　ナンパ？　あの女を？　かなりの男好きに見えても俺にはハードルが高そうだ。

　それでも何か挑戦をしてみることで攻略の方法に関する糸口が見えてくるはずだ。じっとしているだけでは何も解決できない。

　しかし、言葉は簡単だ。何をどのように攻略すべきなのか全くわからなかったので、一いつ旦たん家へ引き返した。むやみに口説いては失敗する。

　明らかなのは攻略のためにはアイテムを利用しなければならないということ。個人的な能力では接近することすら難しそうだ。そこで浮かんできたのは［アイテム］の存在意味だった。

［アイテム］は当然攻略に使うために出てきたはず。勿論、その中には策略アイテムもあるだろうけど。しかし、それを恐れて［アイテム］の購入すらためらっていては本当になにもできない。

　結局頼れるのは［アイテム］だけ。［Lv.1　スカウター］にこのゲームが女を攻略するのを目的とすると出てきたように。それならば、他の［アイテム］にも何かの手がかりがあるはずだ。

　俺は［アイテムショップ］に指を運んだ。

　目録にある［アイテム］をとりあえず全部購入するつもりで。勿論、［外車］と［国産車］は除くが。買いたくても買えない。そうなると購入目録は［万能キー］と［睡眠スプレー］、そして［カメラ］だ。

　根こそぎ買うつもりで指を動かした。馬鹿にできない金額だったため［ゲームウインドウ］を操作する指がかすかに震えた。それでも強行した。

　すぐに操作は完了した。おそらく一瞬で95万円ものお金が消えてしまっただろう。

　購入してみると、［万能キー］、［睡眠スプレー］、［カメラ］は［Lv.1　スカウター］のように実物が出てくるわけではなかった。現実感が限りなく落ちる。［アイテム］の存在自体が非現実的ではあるが。

　とにかく、購入は終了していた。いざ確認タイムだ。俺は［所持アイテム］へと入った。すると新たに追加された［万能キー］と［睡眠スプレー］、そして［カメラ］が項目に出てきた。期待と心配が半分ずつ入り混じった気分で再度ウインドウを操作すると、目の前に各［アイテム］に関する詳しいメッセージが現れる。




［万能キー］

［どんなドアでも開けることができる］

［希望するドアの前に立ってウインドウをタッチすれば使用可能］

［使用回数：６回］

　──再購入をしても回数は変わらない。

　──レベルが上がった後、再購入によって回数の回復が可能。




［睡眠スプレー］

［その名の通り睡眠スプレー。強力な性能を誇る］

［アイテムウインドウでタッチしておいた後、対象を見つめればＯＫ］

［持続時間：１時間］

［使用可能距離：１Ｍ］




［カメラ］

［透視カメラ。どんなものでも撮ることができるカメラ］

［使用をタッチして撮りたいところに視界を置き、瞬まばたきすればＯＫ］

［使用回数：３回］




［睡眠スプレー］と［万能キー］は名の通り。［カメラ］も名前通りではあるが、全く想像もしていなかった透視という能力がついていた。おかげで何か得した気分だとでも言おうか。ただ、［万能キー］と［カメラ］には回数制限があることがひっかかった。

　とにかく、こんなアイテムが存在することはまさか。

　急に好奇心が心の中で揺動した。

［万能キー］で侵入して［睡眠スプレー］で眠らせる。

　面白そうではないか。そのために出てきた［アイテム］なのではという考えが頭の中を占領した。つまり、女を攻略するということはセックス？

　──ドキドキ

　女性関係のないこれまでの人生を振り返ってみるとさらに胸が騒いだ。

　どう考えてもこの［アイテム］の存在理由は、今頭の中に浮かぶ淫いん乱らんな考えを可能にしてくれるのでは。

　もしそうならば、どえらいゲームだ。

　確認してみたくなった。俺のこの考えが合っているかどうか確認が必要だった。

　攻略の条件が何かを探らなければならなかっただけに、これは間違った考えではない。そんな言い訳をしながら押し寄せてくる背徳感に唾つばをごくりと飲み込んだ。

　それから俺は彼女の家へと走った。犯罪であるということを知っていながらも［アイテム］が作り上げるファンタジーに道徳だろうが倫理だろうが構わず、まるで取りつかれたように身体からだは動いていた。［スカウター］に家の住所は出てこなかった。だが、関係ない。最初からどこに住んでいるのかを知っていたから。

　急いで階段を駆け上る。廊下を走って彼女の部屋の前にたどり着いた。ドアの前に立って俺は［アイテム］を読み込んだ。




［万能キーを使用しますか？］




　すると、目の前に出てくるメッセージ。手がやけに震えてきた。緊張が半端じゃなかった。やってはならないことだという事実がさらに俺を煽あおった。まるで背後に悪魔でも立っているかのようであった。

　メッセージをタッチすると、すぐにウインドウは消えた。目立った変化はないようだった。ドアノブを摑つかんでドアを開けてみる。すると、なんの抵抗もなくドアが開き、俺は家の中に入れた。そして、忍び足で歩く。靴を脱ぐのも忘れ、家の中に乱入した。テレビを見ていた桜井は人の気配を感じたのか俺の方を見た。すぐさま彼女と俺の視線はぶつかった。

　──キャーァア！

　今にも耳の鼓こ膜まくが破れそうな大きい悲鳴が響き渡った。俺を避けて逃げようとする彼女。持っていたリモコンを俺に投げつけると台所に向かって走った。俺はそんな彼女に慌てて飛びかかってしまった。そして、［アイテム］を読み込む。

「強盗だあぁぁあ！」

　大声で叫ぶ彼女の前に現れたのは［アイテム］ではなかった。急に身体に異変を感じた。自分で自分の身体を動かすことができない。視界も白く変わってしまった。時間が止まってしまったのだ。当然、桜井の動きも止まった。この状況は一体何だ。かなり焦る。なんだろうと思い目をぎょろつかせる俺の前に急に２つの選択ウインドウが現れた。




［選択１　強盗ではないと落ち着いて説明する］

［選択２　睡眠スプレーを使用する］




　選択肢は２つだけだった。不思議にも選択ウインドウが現れると、腕だけは動かすことができた。２つの中から選べということのようだ。それなら悩む必要はない。どうせ選択肢１は不可能な話だ。侵入者の話を落ち着いて聞いてくれる人がどこにいるだろうか。

　だから２番に指を持って行った。すると、止まっていた世界がすぐさま動き始めた。そして、本来、読み込もうとしていた［アイテム］が目の前に現れる。




［睡眠スプレーを使用しますか？］




　ウインドウをタッチして彼女を見つめた。すると、桜井は目を閉じるとそのまま倒れてしまった。近くに駆けつけて顔に耳を近づけると、規則的な呼吸音が聞こえてきた。眠りについてしまったとみるのが妥当だろう。

　すやすやと眠ってしまった彼女。

　それを見ると、急に性欲が暴れ出した。

　家の中には俺と彼女だけ。彼女は１時間くらい起きられない状況だ。再び胸が揺動し始め俺を苦しめた。

　ホットパンツとＴシャツ。ラフな格好で眠っている彼女の太ももに自然と目が行った。唾をごくりと飲み込んだ。無防備な女性が目の前にいる。ぷりぷりした太ももと突き出た胸を触ってみろという悪魔の囁ささやきが聞こえた。

　ここへ来たのも、男女の行為が攻略条件なのかを調べるためだった。ならばこれ以上ためらう必要もないではないか。ゲームがそうならやるしかないだろう。

　そうやって自分自身を合理化すると、急にまた世界が止まってしまった。白いウインドウが現れて２つの選択肢が出てくる。




［選択１　このまま襲いかかる］

［選択２　俺は紳士だ。ここでやめて家の中をチェックする］




　その瞬間、２番は目に入っても来なかった。すでに指は反射的に選択１に向かっている。そしてタッチした。すると白い光の世界が消え、身体が自由になる。

　俺は選択肢通り彼女の上に乗り身体を重ねた。しかし、その時異変が起こる。

　急に玄関のドアが開き、警察が押し寄せてきたのだ。俺は魂が抜けた顔でぱちぱちと瞬きをした。




「動くな！　お前を強ごう姦かん、強盗現行犯で逮捕する！　弁護人が○○××……」




　一番前の警察官が声を張り上げ、たちまち状況は整理された。俺は現行犯で逮捕された。手には手錠をかけられ、そのまま犯罪者になりパトカーの後部座席に放り出された。

　セックスが攻略条件なのかどうかはわからない。しかし、無理矢理に襲いかかるということは許されないことだけは、切実に悟ることができた。俺は生まれて初めて乗ったパトカーの後部座席でため息をついた。

　とにかくこのままでは駄目だ。俺は指を動かし［ロード］をタッチした。




［ロードしますか？］




　世界が再び白く変わると最初に［セーブ］した家の中に戻ってきた。10時30分22秒に。もしさっき実験で［セーブ］をしていなかったら［ロード］地点がなく、どうすることもできないまま警察署に連行されなければならない状況だった。恐ろしい現実に俺は身震いした。

　急に現れた警察は俺がゲームのルールからはみ出ようとすると現れる、強制力のようなものではないだろうか。

　俺はチェックしてみるつもりで、とりあえず［状態］に入った。




　長谷川　亮

　年齢：25歳

　職業：ニート

　レベル：１

　体力：55

　魅力：12

　所持金：３、８０８、９３０円

　経験値：０




　所持金が著しく減っていた。アイテムに使用した95万円と［ロード］をするために使用した５万円が消えていた。しかし［セーブ］をしたこの時点は、まだアイテムを買っていなかった。しかし、95万円が消えている。

　俺はすぐさま［所持アイテム］をタッチした。




［現在所持しているアイテムはありません］




　アイテムを買う前に［セーブ］をしたから当然［アイテム］は全部初期化。

　しかし、一度使用した所持金だけは再び回復しない、そんなシステムのようだ。

　プレイヤーにはあまりにも不利な条件だ。

　──はぁ……。

　ため息をつきながら［ゲームウインドウ］を目の前から消そうとした時、追加されたウインドウがあることに気づいた。

［残り時間］というウインドウだった。いつできたのだろう。明らかに最初はなかったウインドウだったのに、急に出現した。何だろうと思い、とりあえず指を持って行った。するとメッセージがポンッと現れた。




［残り時間：８７５５時間］

［経過時間：５時間］

［残り時間内に完全クリアできなかった場合、あなたの本来の身体は死亡します］




　そしてその内容は俺を驚愕させた。恐怖感が全身を支配し始めた。命がかかっているから必死にやらなければ殺すという鉄てつ槌ついを下すような知らせだった。完全クリアをするには一体どうすればいいのだろう。ゲームの攻略条件さえ説明してくれないくせに完全クリアしろとは。

　人の命を担保に取るとはあまりにも横暴すぎる。

　それに［ロード］に戻ったとしても、残り時間はそのまま流れるようだ。眠りから覚め、この状況を理解し、パトカーで［ロード］して再び戻って来てから、ちょうど５時間が過ぎていた。もしセーブをしていなかったらそのまま警察に連れて行かれ、刑務所で８７５５時間を過ごし、そのまま死んでいたかもしれない。

　気を引き締めて俺が処された現実を直視した。時間を超過したら死ぬというのは本当だろうか。アイテムの絶大的な能力を見るとどうやら本当のようだ。俺をこんなゲームの世界に追いやったやつらは全知全能な能力を兼ね備えているのだろう。俺は神々の遊びに陥ってしまったのかもしれない。従って、クリアできなければ死ぬという文句を無視するのは不可能だった。結局はずっと身体を張って攻略方法を１つずつ探し出し、クリアするしかないということだ。

　とても恐ろしいゲームの中に吸い込まれてしまったようだ。正直怖かった。しかしこうしている間も時間は流れていく。現実に順応するしかなかった。与えられた現実に。

　俺はウインドウをタッチして再び［アイテムショップ］を読み込んだ。




［Lv.1　スカウター　10万円］

［万能キー　60万円］

［睡眠スプレー　25万円］

［カメラ　10万円］

［外車　５千万円］

［国産車　８百万円］




　今回はむやみに全ての［アイテム］を購入するような考えはしなかった。俺はアイテムを購入するかどうかを真剣に悩んだ。悩んだ末［睡眠スプレー］と［カメラ］は、一旦保留することにした。今すぐ使う予定はない。後で必要になった時に買えばいい。だからパス。

　次は［万能キー］だ。勿論、使い道はあった。しかし万が一、［万能キー］を使用して家の中に潜入しただけでまた警察が押し寄せてきたら無駄に60万円を浪費することになる。

　ただ、［万能キー］にある回数制限もどうもひっかかる。６回という微妙な回数。策略アイテムには回数制限があるはずがない。便利なアイテムだけに、乱用できないように制限をかけておいたのだろうか。

　女性を襲おうとしたため、警察という強制力が発生したようで、ドアを開けて入るだけでは強制力は発生しないようだった。そうだとしたら［万能キー］の回数制限は本当に無意味だ。家に侵入しても女を襲うことはできない、正に使えないアイテムだった。

　しかし、どんなドアでも開けることができるという点はやはりかなり魅力的だった。どこかに潜入したり逃げたりすることがある時なら有効に使えるようにみえる。そこまで考えるとやはり［万能キー］を無視するにはメリットの方が膨大だった。そんな理由で再購入を決めた。




［万能キー　60万円を購入しますか？］




　金額に少し躊躇ためらい、深いため息をつきながらウインドウをタッチした。俺は60万円を消費すると［所持アイテム］に入り、［万能キー］を読み込んでみた。




［万能キー］

［どんなドアでも開けることができる］

［希望するドアの前に立ってウインドウをタッチすれば使用可能］

［使用回数：５回］




　──再購入をしても回数は変わらない。

　──レベルが上がった後、再購入によって回数の回復が可能。

　使用回数を確認するためだった。予想通り、使用回数は６回から５回に減っていた。どうやらこのゲームは［ロード］をしても重要なアイテムの数値は回復しないと理解した方がいいだろう。

　アイテムを購入したため、俺は直ただちに［セーブ］を更新した。

［セーブ］をしないまま、さっきのようにせっかく購入したアイテムを手放すわけにはいかないから。

［アイテム］はさておき、今の問題は桜井を攻略する方法だ。持っている情報があまりにも少ない。夫に内緒で不倫を楽しんでいるのは事実のようだが、それをどう利用しようか。

　情報が少なすぎる。攻略だろうがなんだろうが、とりあえずは近づきさえすれば可能なようだが。いきなりナンパをして接近するのには無理がある。結局は情報だろう。今持っている情報だけでは攻略どころか残り時間だけが過ぎていくだけだ。とりあえずもう一度、彼女の家に行ってみることを決心した。

　家の中で何か役に立つ情報を得たかった。趣味はクラブ通いと出ていたが、それ以外に平凡な趣味などそういうのが気になった。

　そして、［万能キー］を使用して人の家に無断侵入するだけで警察は出動するのかどうかを調べる必要もあった。そうでないことは確信しているが、確実に確認しておけば今後［万能キー］をリスクもなく使用できる。

　それで今度は慎重に彼女がいない隙を見て潜入することにした。俺は窓のカーテンをまくり上げ外を注視した。部屋のカーテンを開けると向かい側のマンションの彼女の玄関が見える。彼女がゴミ出しに出てくる時間を知っていたのもこのためだった。

　玄関で彼女が外出するのが見えたら、その時こそまさにチャンスだ。

　時間は11時30分を少し過ぎていた。ずっと外だけを見ていたからか疲れる。かなりうんざりしてきた。パソコンが使えないのが切実だった。くそッ、パソコンでもあったらまだよかったのに。どうやら午前中は家から出ないように思われる。そういえば、彼女はホットパンツとＴシャツだけでテレビの前に寝転がっていた。これは当分出かけないという意味だ。

　そこで、とりあえず空腹を満たすためにコンビニに行くことにした。コンビニで購入した食べ物もまた［ロード］によって消えてしまった。だから俺はまたコンビニへ行きお弁当を買ってきた。それから再び窓の外を注視しながらお弁当を平らげた。時間はゆっくり流れていく。コンビニに行っている間にまさか出かけてはいないだろうか。

　女性の外出にはかなり時間がかかると聞いたことがある。特に長時間の外出であればあるほど。俺が望むのはその長時間の外出だ。だからまだ家にいてくれなければならなかった。ひたすら外を見つめていることしかできない現実にだんだん苛いら立だってきた頃、ついに動きが確認できた。桜井が玄関から出てきて歩いていくのが見えた。タイトなジーンズとブラウスを着て。化粧までしたようだ。

　誰が見ても外出する格好だった。

　スカウターに出てきた攻略情報には不倫相手が多数とあった。

　どう見ても夫に内緒で恋人に会いに行く模様だ。俺は今だと思って素早く隣のマンションの方へと移動した。

　しばらく俺がコンビニに行っていた間に、夫が帰ってきていたり、他の人がいたり、する大惨事に備え、とりあえず玄関のチャイムを鳴らしてみる。何の反応もない。石橋を叩いて渡る、今はそれが大事だった。しかし、どうも大丈夫そうだ。




［万能キーを使用しますか？］




［万能キー］を読み込んでタッチするとドアが開いた。何の問題もなく家の中に入れた。靴を脱いで中に入りリビングを見渡した。やはり警察が出動することはなかった。［万能キー］の存在意義そのものを否定するような強制力は発生しなかった。

　警察が押し入ったのは、やはり彼女を襲おうとしたために起こったということが確実だった。俺は安心して家の中を見渡した。ソファーとその前にテレビが見える。いくつか家具があることを除くと特におかしいところはない。

　テーブルへ移動すると何通かの郵便物が目に入った。見ると、借金の督とく促そく状じようがあった。貸付滞納についての通知書もあった。夫に内緒でクラブに通いながらつぎ込んだお金だろうか。

　部屋は全部で２つ。１つは寝室でもう１つは書斎のように見えた。寝室に入ってみるとベッドとドレッサー、クローゼットがあるのが見えた。俺は何気なくクローゼットを開けた。中には彼女の服がたくさんかかっている。

　ただ、夫の服は見当たらない。別々に保管しているのだろうか。もしくは別居中だとか。仲が良くないというスカウター情報によると俺の仮説の可能性はあった。寝室から出てきて書斎へと移動する。夫の部屋なのか男性用の物がたくさん目に映った。しかし、どれも全て平凡な物だ。役に立つ情報は全くない。

　ただ生活感があまりないことに違和感を覚えた。夫の物と見える本にはたくさんほこりが積もっていた。寝室にはほこりが全くないのと比較すると、この部屋は意図的に掃除していなかったようで汚かった。

　やはり別居中なのだろうか。

　浴室にも入ってみた。歯ブラシが１つしかない。そしてシャンプーから浴室用品全てが女性用だった。こうみると、より一層別居説に傾く。

　台所にはとても大きな冷蔵庫があった。俺は再びリビングに戻ってきた。テレビの前の大きな結婚写真には夫と桜井が幸せそうに笑っていた。こんな２人がなぜ別居まですることになったのだろうか。おそらく浮気のせいだろう。

　──ピリリリリ

　その時ドアロックが解除される音が聞こえた。俺はびっくりして寝室に逃げ込み、すぐさまドアを閉めた。思ったよりも早く帰ってきた。どうしよう。非常に困った状況だ。このまま彼女が寝室に入ってきたら、ばれてしまう。悩んでいるとクローゼットが目に飛び込んできた。素早くクローゼットのドアを開けて中に入って隠れた。そしてどうか彼女が外に出て行ってくれることを心の中で切実に祈った。

　寝室のドアが開く音がした。おそらく桜井だろう。見つかるのも時間の問題だった。心臓が飛び出しそうだった。

「私の家、結構探した？」

「うん、見つけにくかった」

「迷ってないで早く電話してくれればよかったのに」

「男のプライドってもんがあるだろ」

「結局はかけてきたくせに」

「それより旦だん那なが帰ってこないのは確実だろうな？」

「うん、帰ってこないよ。そんなこと心配しないでキスしよう。私、さっきからやりたくてたまらなかったわ。うふっ」

「好きだな！」

　その言葉を最後に、ぶちゅっ、ぶちゅっという音が聞こえてきた。キスでもしているのだろう。戸惑った。よりによって俺の目の前でキスだなんて。それは今にもベッドであれをやるという意味だろうか。

　不倫相手が多数だなんて呆あきれたものだ。すると、ふと透視カメラの存在が頭の中をよぎった。別居中であるとしても不倫の場面を撮った写真は桜井には相当不利になるのではないだろうか。離婚訴訟でもする時に慰謝料を全く得られないだろうから、脅迫する材料としてはもってこいだ。

　これを利用すれば何か試みることもできそうだった。カメラが［アイテムショップ］にあるのもこのためではないだろうか。

　俺は心を決め［アイテムショップ］を読み込んだ。




［Lv.1　スカウター　10万円］

［万能キー　60万円］

［睡眠スプレー　25万円］

［カメラ　10万円］

［外車　５千万円］

［国産車　８百万円］

［カメラ　10万円を購入しますか？］




　出てきたウインドウをタッチした。前に説明を見た時には、撮影に決めたものは何でも撮ることができるとあった。壁も透視できる［アイテム］だ。だからクローゼットの外で寝転んでいるところもうまく撮れるだろう。使用方法はアイテムをタッチした後に撮りたい方向を見て瞬きする。そして撮りたいものが人であるということを頭の中に入力すればよい。

　ところがその時だった。

「ちょっとお水飲まない？」

　キスをやめて水を探す。何をしてくれているこの女は。おかげでキスするところを撮れなくなった。すぐに２人が寝室から出ていく足音が聞こえた。いっそのこと、このまま外出してくれればいいのに。

　しばらく外の状況を注視していると、

「いやぁん、やめて。エッチ！」

　女が艶なまめかしい声を出しながらうめき声をあげる。キッチンの方で何かが起こったようだ。今だと思って声がした方に顔を向け、クローゼットの位置からすると後ろの方向に瞬きさせた。もしかしたらと思い、首の向きをもう少し左側にして２部屋とも撮った。使用回数は３回だ。とりあえず撮った写真を確認して２つとも的外れだった場合を考慮して１回の回数は残しておこうと思っていた。

　するとすぐにメッセージが目の前に現れる。




［写真を確認しますか？］

［１番目の写真ファイル］

［２番目の写真ファイル］




　２つのファイルが出てきた。２枚撮ったから当然だ。最初の写真を確認した。するとテーブルの上で赤裸々に身体を重ねている２人の男女の写真が現れた。よく撮れている。そう満足しているとまた話し声が聞こえてきた。

「あのさぁ、お金もう少し貸してくれない？」

　しばらくキスをしていたようだったが、お金を要求する声が鮮明に聞こえる。

「え？　この前も貸してあげたのに。また？」

「あなた、お金たくさんあるくせに……」

「一体何にそんなにお金が必要なの？　旦那がお金稼いでこないの？」

「今、浮気がばれて別居しているの。慰謝料もとれないし、お金が必要なの……」

「本当おまえって女は……とにかくこの前に貸したお金を返してくれるまでは……」

「ねーえ！　私がよくしてあげるから。一緒にシャワーでもする？　色々サービスするから先にシャワー室に入っていて。私、着替え持ってくるね」

「ふーん、どんなサービスしてくれるのか期待しちゃおうかな」

　それを最後に話が聞こえなくなった。しかし、その会話の中で俺は虚無感を覚えた。すでに夫が桜井の浮気を知っているとしたら、この写真は何の意味もないからだ。攻略のためのいいカードだと思っていたのに愚おろかな考えだったと悟ると、すっと気が抜けてしまう。

　寝室に人が入ってくる音が聞こえた。服を取りにくるということはこのクローゼットを意味するようだった。その瞬間、緊張感のあまり唾をごくりと飲み込んでしまう。クローゼットが開いたらまた［ロード］しなければならない。予あらかじめ指は［ロード］ウインドウに持って行ったら、桜井が寝室に入ってきてドアを閉める音が聞こえた。

　ドアは何故？　勿論、ドアを閉めようが閉めまいが危機だ。着替えは当然クローゼットの中にあるだろうから。もう絶望的な瞬間。

　しかしクローゼットが開かれることはなかった。それよりも何かガサガサという音が聞こえた。ガサガサ。何か封筒のような物を破く音のようでもあるが、さほど大きく聞こえたわけではないため、何の音なのかの確信はなかった。

　そして足音が聞こえると、クローゼットの前で止まる。ついに終わりかと思った。

　しかし、その後、彼女はそのまま部屋のドアを開けて寝室から出て行った。

　そして聞こえるのは水の音。

　──シャァァアー

　シャワーしながらそれをやると言っていたから、その時間のようだった。着替えは結局必要なかったのだろうか。とにかく、チャンスだ。逃げるチャンス。慎重にクローゼットのドアを開けてみる。

　そして寝室から抜け出す。やはり誰もいなかった。リビングへ行ってみる。だが、誰もいない。声だけが聞こえてくる。神様がくれたチャンスだと思い、俺はその家から脱け出した。

　それからは一旦帰宅した。ベッドに座る。カメラも結局失敗だった。脅しが通じない相手だ。俺は深呼吸を何度かした後、潜入によってわかった情報を整理した。

　貸付滞納通知書があったのと不倫相手にお金を要求していたのを見るとお金に飢えているには間違いなかった。ならば最後の方法はお金か？　借金の督促状。そして恋人にお金をくれとしがみついていたことを総合すると、彼女は今非常にお金に困っている状況のようだ。俺がお金を持っているということをほのめかしつつ彼女に関心があるふりをすれば、あっちから先に接近してくるかもしれない。

　お金で駄目なら方法はなかった。いくら頭を捻ひねっても最後の方法だった。俺は直ちに銀行に駆けつけ50万円を引き出した。これくらいのお金でもきっと狂ったかのように飛びついてくるだろう。借金の督促状に悩む彼女なら。

　それから家に帰って再び玄関を観察し始めた。今頃、だいぶ不倫相手と激しい時間を送っているだろう。そしてお楽しみの時間が終わったら男を見送りに出てくるはずだ。その時が絶好のチャンスだと思った。

　しかし、いくら瞳ひとみを凝らしても出てくる気配はない。

　──くそっ

　あの男、彼女の家で一晩過ごすつもりなのか。いくら夫と別居中だと言っても他の男を連れてきて部屋に泊めるなんて呆れて言葉も出ない。俺は退屈な時間と闘いながらも、どうにか攻略の糸口を見つけるために彼女に接近してやろうと、夜中まで外を眺めていた。だが、最後まで桜井は外に出てこなかった。そして相手の男も。

　泊まっていくに違いない。結局、朝までこの計画は保留しようと結論付けた。相手の男も仕事があるだろうから２日も一緒にはいないだろう。

　それから俺もベッドに横になった。ずっと監視ばかりしていたからか目も痛く非常に疲れた。すぐに眠ってしまった。

　ふと目が覚めた。起きたら夢だったという展開はやはりなかった。俺は背伸びしながらあくびをした。依然として視界の隅には［ゲームウインドウ］がある。慌てて時計を見る。10時くらいだった。

　ずいぶん眠ったな。時間があまりにも過ぎていたので、驚きながら窓の外を見た。すると桜井がゴミを出しに出ているところだった。彼女がゴミ出しをするのはいつも決まってこの時間だ。いつの間にか男は帰ったようだ。眠っているうちに機会を逃してしまうところだった。

　直ちにお金を持ってマンションの下へと降りていった。ちょうど桜井はゴミ出しを終えて自分のマンションへと戻ろうとしていた。俺は彼女のほうへ向かって必死に走った。そしてわざと肩をぶつけ意図的にお金を落とした。これはお金を持ってどこか急いで走っていくふりをしてぶつかり、落としたお金を見せるお決まりの作戦。走りながら［セーブ］も完了した。準備万端だ。

「あっっ……」

「ああっ、すいません」

　俺は彼女に謝りながら落としたお金を拾うと、桜井は予想通り目を光らせる。好奇心と強欲に満ちた目で俺のお金を拾い始めた。拾ったお金を俺に渡しながら色目を使う。

　彼女の本性を知らなかったら惚ほれてしまうくらい愛あい嬌きようあふれるセクシーな流し目。しかし本性を知る今は単なる貪どん欲よくの塊にしか見えない。

「大丈夫ですか？　こんな大金を裸で持って、ひったくりにでも遭あったらどうするつもりですか」

「遊び金を予めおろしておいたのがつい……とにかくありがとうございます」

　俺はそれとなく桜井が反応を示しそうな情報を吹き込んだ。すると彼女の目が輝き始めた。

「そんなところにお金を使わないで私と遊びませんか？　ふふっ、私も結構いけてるけど、どう？」

　桜井はさり気なく自分の身体を見せつけるようにして、俺の耳元でこそぐるようにささやいた。お金を握っている俺の手を離さないといわんばかりに強く摑んだ。どうやって接近すればいいかあれほど悩んで苦労したのに一瞬で解決してしまった。やはりこの女に近づくためのキーワードはお金だったようだ。俺は少し悩むふりをして深刻な顔をしてみせる。

「え？　はい？　遊ぶとはどういう……」

　桜井は、やっとつれたと思ったのかほほえみながら摑んでいた俺の手を引いた。

「大人同士の遊びといえばあれに決まっているじゃないですか。ご近所さん同士仲良くしましょう、私たち。ほほっ。さあ、家に少し寄って行って」

　意外なくらい積極的だった。それだけお金に困っているようだった。貸してくれと頼むつもりだろうか。このように彼女の部屋に上がり込んで、彼女と寝転がったら攻略になるのだろうか。そう思うと彼女の貪欲さを痛いほど知りながらも心臓がドキドキした。結局は家に上がり込んでしまった。彼女は俺をソファーに座るように勧すすめる。

「旦那さんは？」

　俺が正面に掛かっている結婚写真を見ながら尋ねると彼女は急に悲しそうな表情を浮かべた。

「離婚しました。だから最近寂しいです……」

　離婚だなんて、笑わせてくれるな。別居中であることは既すでに知っているのに離婚というセリフは何だ？　それに離婚したのに未だに結婚写真を飾っておくのもおかしいだろう。でたらめ極まりない噓うそだと思いながらソファーから起き上がった。少し緊張したのかトイレに行きたくなった。

「ちょっとトイレ借りてもいいですか？」

「もちろん。あちらです」

　俺は彼女が言葉を発する前、既にトイレに入って来てしまった。しまった。トイレがどこにあるか知っていたため、軽率にも身体が動いてしまったのだ。初めて訪れた人がトイレの位置を知っているなんて怪しすぎないか。

　トイレから出てみると桜井はキッチンで飲み物を注ついでいた。特に俺のことを怪しいと思ってはいない様子だった。相変わらず彼女の視線は俺の手の中にある札束にだけ向けていた。そこで、テーブルに札束を置いてみる。視線は自然と札束を追ってくる。

　すると急に時間が止まってしまった。白い光に包まれる。どうやらまた選択肢が出てきそうだ。やはり世界が止まると、目の前に２つの選択肢が現れた。




［選択１　書斎に侵入する］

［選択２　話をする］




　何故急に書斎。俺は２番を選んだ。書斎という選択肢はあまりにも突拍子もない。選択を終えると再び身体が自由になった。桜井はコップに注がれたオレンジジュースを手に持ち質問を投げかけてくる。

「お金持ちのようね」

　眼まな差ざしが非常に妖よう艶えんだった。キラキラと輝いていた。これがまさにお金に対する執着のようだ。

「いやいや、本当は預かったお金です。遊びに使おうと友達と集めたお金というか……ハハっ！」

　桜井は俺の言葉を聞くとさりげなく舌打ちをした。そして俺にコップを渡してきた。そして俺の唇に自分の唇を軽く押し当ててきた。キスだ。分厚い唇の感触がとても柔らかかった。そして彼女は自然に俺の口の中に舌を押し入れてきた。しばらくキスをしてから口を離した。唾だ液えきがまるで細い糸のように、離れた唇の間に垂れ下がった。

「もっといいことする？　とりあえずそれを全部飲んだら寝室へ行こう」

　どういう魂胆だ？

　彼女の視線は俺ではなく、テーブルの上に置かれた札束に向けていた。ここではどうすべきだろう。一体何が攻略なのかがわからない。このゲームがエロゲーを標榜しているのなら彼女と寝なければならないということか。

　おさまらないキスの興奮。

　手に持つコップを札束の横に置き彼女の手を引いた。しかし桜井は首を横に振ると、再びコップを俺に渡してくる。

「私がわざわざ入れたジュースなのに飲んでくれないの？」

　そう言いながらも相変わらず彼女の視線は札束の方に止まる。

　ここまでする女がいるのかと非常に情けなかったが、とりあえずジュースを１杯飲んだ。そして攻略のために再び彼女の手を引いた。いや、引こうとした。

　しかし桜井は俺の手を振り払って大きく笑い始めた。

　それと同時に急に内臓の奥が煮えかえるような苦しみを感じた。血液が逆流するようなまるで胃が張り裂けるような感じだ。酷ひどい苦痛で胸の奥をひっくり返すようだった。そして何かが食道から逆流して飛び出る。俺は思わず首を摑みながら倒れた。無意識に生きようとして手を動かす。［ロード］ウインドウを読み込めたのが奇跡だった。

　世界が白く変わる。

　あの狂った女は飲み物に毒を盛り毒殺を試みたのだ。まさか50万円程度のお金を奪おうとそんなことをするとは思いもよらなかった。これは殺人ではないか。俺はあまりの恐怖に冷汗をかいていた。ドラマなどで出てくる青酸カリウムのような即死する毒だったら［ロード］を選択している時間すらなかっただろう。それに１杯しか飲んでいないことも運がよく、本当に奇跡だったのだ。
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　そう考えてみると、あの時俺に金持ちなのかと聞いていた。その時はコップをまだ手に持った状態だった。そこで、もし金持ちだと答えていたら、お金をもっと巻き上げようと毒を飲ませるのを保留していたかもしれない。考えれば考えるほど唖あ然ぜんとした。

　どうするべきだ？

　とりあえずもう一度行ってみるしかないか。彼女が出すどんなものも口にしなければ良い。わかっていればいくらでも注意することはできる。彼女は女だ。力では俺に勝てない。しかし、実際の攻略とは既に違うところに関心が向き始めた。現れた選択肢。書斎へ行く。その突拍子もない選択肢が現れた理由。

　攻略と関係があるのはむしろこの選択肢なのではと思った。

　そこで再度、彼女の家へと移動して全く同じように行動してみると、さっきと同じ選択肢が現れた。




［選択１　書斎に侵入する］

［選択２　話をする］




　そう、まさにこれだ。

　２番はもはや死亡フラグだった。

　１番を選択した方が攻略に近づくのでは。そうひらめいた。

　そしてすぐに選択肢１を選び書斎へ走った。すると、桜井は急にびっくりしながら声をあげた。

「ちょっと待って！　そこは駄目！」

　反応が明らかにおかしかった。書斎のドアを開けてみる。以前調査した時はほこりまみれだった部屋だ。何が変わったというんだ？

　目の前に入ってきた書斎は変わっていなかった。目の前はだ。

　視線を何気なく下に向けるとそこには男が倒れていた。口から泡を吹いて倒れている姿は［ロード］直前の俺の姿そのものだった。

　くそっ。

　俺を殺そうとしただけでなく、お金を渡そうとしない不倫相手まで既に殺していたのか。あんなに玄関を監視していたのに、この男の帰る姿が見えなかったのは全て理由があった。死んだからだ。

　そうこう考えるうちに、桜井はいつの間にか台所から包丁を持ってきて飛びかかろうとしていた。

「死ねえぇぇえ！」

　驚きで呆ぼう然ぜんとして固まってしまったが、女とは言っても凶器を持った状態なら話は別だ。俺は格闘技を習ったわけでもない。俺は慌てて書斎のドアを閉めた。そして、中からドアに鍵かぎをかけてしまった。

　頭の中が混乱した。男の死体と並んで部屋に閉じ込められた俺の境遇が奇怪だった。どうしよう、通報すべきだろうか。そこに、もっといい方法が思いついた。通報しても出動までには時間がかかるはず。

　これが［睡眠スプレー］の存在理由ではないだろうか。女性を襲うために作られたのではなく護身用に準備された［アイテム］ということだ。

　そう考えると、すぐさま［ゲームウインドウ］に入った。すると目の前にメッセージが現れる。




［写真を確認しますか？］

［１番目の写真ファイル］

［２番目の写真ファイル］




　考えてみると、さっき［ロード］する前、最初のファイルだけ確認して［ゲームウインドウ］を視界から片づけてしまっていた。それから［セーブ］したから、まだ初期化はされていないようだった。いや、でも［ゲームウインドウ］を消してしまったからまた初期画面が出てくるべきではないか。

　そこで一番下にある［戻る］をタッチしてみる。するとまた［ゲームウインドウ］が隅に消えた。なんだ。呆あつ気けにとられて［ゲームウインドウ］を再び読み込む。

　するとまた、




［写真を確認しますか？］

［１番目の写真ファイル］

［２番目の写真ファイル］




　同じメッセージが現れた。これはあれか。２番目のファイルまで全てを確認すればこのウインドウから離れられるってやつか。

　面倒だ。写真はもう必要ないって。

　仕方なく［２番目の写真ファイル］をタッチした。すると写真が現れる。

　テーブルの横側が撮られていた。［１番目の写真ファイル］は桜井と不倫男をまともに撮れていたが［２番目の写真ファイル］は手だけが写っていた。

　ただ、驚いたのは写っている冷蔵庫の中まで透視できたという事実だ。冷蔵庫に入っているのはなんと人だった。

　まさか、これは夫か。

　別居していると思っていたが、殺されていたとしたら。

　いきなりパズルが合わさっていく気分だ。

　彼女はお金に狂った殺人鬼だった。

　桜井がドアをドンドン叩く。鍵を持ってきたのかジャラジャラという音が聞こえた。心が焦りだした。写真を全て確認すると、やっと初期画面が現れた。

［アイテム］に入り［アイテムショップ］をタッチした。そして［睡眠スプレー］を購入した。




［睡眠スプレーを使用しますか？］




　メッセージを開いたまま立っていると桜井がドアをこじ開けて入ってきた。手に包丁を握って、いきなり飛びかかってくる。［睡眠スプレー］の使用可能距離は１メートルだ。

　手に汗をかく。少しずつ距離が縮まってきた。今だと思う距離まで近づいた時に、すぐにメッセージをタッチして桜井をじっと見つめた。すると彼女は俺に飛びついたまま眠りにつき、男の死体の上に倒れた。

　攻略条件だろうがなんだろうが、最初から共存することのできない女だった。身震いがして書斎から出てきた。台所へ行くとシンク台の隅に薬の入ったカプセルが置いてあった。そういえばクローゼットに隠れている時にガサガサする音が聞こえていた。その時は不倫男の毒殺を準備していたのだろうか。思わず失笑してしまった。

　そして俺はついに待望の冷蔵庫の前に立った。初めて見た時から部屋の広さには合わない大型冷蔵庫だったため違和感を覚えてはいた。まさか死体が入っているとは考えてもみなかった。

　通報すると決心してドアを開けた。その瞬間冷気が吹き出てきた。そして写真で見たように中には死体が入っていた。俺は残酷な場面をこれ以上見ていられず扉を閉めてしまった。そして、そこにある電話で警察に通報した後、家へと帰ってきた。

　スペクタルな１日だった。まさかこれが攻略になるのだろうか。攻略とはセックスを意味するのではなく、このように隠された秘密を見つけ出すことなのだろうか。

　もしかしたらそうかも知れない、［ゲームウインドウ］を読み込んだ、［状態］に入ってみる。

　するとすぐにメッセージが現れた。




［隠された秘密「金に狂った人妻」をクリアしました］

［おめでとうございます。ボーナス５百万円が入金されました］

［経験値　＋35］




　そしてまた違うメッセージが現れる。




［レベルアップしました。能力をアップすることができます］




　体力：５５／９９９　＋[image: ]

　魅力：１２／９９９　＋[image: ]




　俺の考えは的中した。

　攻略条件は行為や付き合うとかではなかった。隠された秘密を暴くことであった。それが殺人だろうが隠されている恥ずべき部分であろうが。そうなると、秘密のある女だけ、攻略情報が出てくるということなのか。勿論、これはただの俺の考えにすぎない。攻略条件がそれぞれ女によって違うこともある。これに関しては他の女を攻略してみればわかるだろう。

　とにかく能力でもアップさせよう。正直、悩む必要もなかった。魅力がわずか12では女に接近することすら一苦労だ。

　攻略対象が女である以上、魅力は重要だと思われる。




［レベルアップしました。能力をアップすることができます］

　体力：５５／９９９　＋[image: ]

　魅力：２２／９９９　＋[image: ]




　俺は数値を全て魅力に費やし、［状態］から出た。

　とにかく５百万円ものお金ができた。しかし［アイテム］があまりにも高いせいで、５百万円というお金も大したことないようにも思える。それでも嬉うれしいのは事実だ。何にせよ、攻略するとお金が入ってくることを知ったのは大きな成果ともいえよう。

　残り時間を確認してみる。




［残り時間：８７３１時間］

［経過時間：29時間］

［残り時間内に完全クリアできなかった場合、あなたの本来の身体は死亡します］




　時間にはまだ余裕がある。攻略は達成したが完全クリアの意味が未だにわからない。以前にも少し考えてみたが、どうやら一定の攻略回数を満たせばいいのではないだろうか。

　これ以上見たいものもなくなり［残り時間］から出た。すると急に目の前に２行のメッセージが現れる。




［ＴＩＰ：完全クリアした後、現実に戻っても所持金はそのまま承継されます］

［ＴＩＰ：一度攻略対象を決めると、途中放棄することは不可能です］




　どうやらこのゲームには命のみならず、お金までかかっているようだ。しかし、この文句に食いついてお金を稼ごうと欲ばりたいとは思わない。お金より命だ。お金に執着する必要はない。だからお金よりは２番目のＴＩＰの方が気になった。これは一度ミッションに突入したら引き返せないという意味だった。

　そのメッセージをタッチするとスッと消えてしまった。そして初期画面が出てきた。俺はそのまま［状態］をタッチした。




　長谷川　亮

　年齢：25歳

　職業：ニート

　レベル：２

　体力：55

　魅力：22

　所持金：７、２０８、９３０円

　経験値：３５／２０４




　所持金　７、２０８、９３０円が目にとまった。初期資金と比べて相当増えていた。

　レベルが上がったところで、俺は新たなアイテムを期待し［アイテムショップ］に指を動かした。




［Lv.2　スカウター　15万円］

［万能キー　60万円］

［睡眠スプレー　25万円］

［カメラ　10万円］

［変身薬　１００万円］

［望遠鏡　70万円］

［ストップウォッチ　３千万円］

［外車　５千万円］

［国産車　８百万円］




　新たに追加されたアイテムは［変身薬］［望遠鏡］［ストップウォッチ］。そしてスカウターがLv.2になって、金額も５万円高くなっていた。

　必須アイテムのスカウターを除く残りのアイテムはため息しか出ない金額だった。お金さえあれば［国産車］や［外車］もどんな用途なのかを確認してみたいが、今は無理だ。［国産車］だけでも８百万円。買えっこない。

　さらに［ストップウォッチ］は３千万円。高いにもほどがある。潔く関心を捨て、購入が可能な［変身薬］と［望遠鏡］に集中した。

［変身薬］と［望遠鏡］は合わせて１７０万円。これは買わねば。買えるものは買わなきゃ。けちっていてお金を使ってもみないで死んだら無駄死にになるではないか。

　最終的な購入目録は［Lv.2　スカウター］［変身薬］［望遠鏡］の３つに絞られた。




［Lv.2　スカウター　15万円を購入しますか？］




　当然タッチ。




［変身薬　１００万円を購入しますか？］




　ちょっと高いけどタッチ。




［望遠鏡　70万円を購入しますか？］




　はいはい、お前も購入。

　俺はこうして買い物を済ませた。いざ用途を調べる時間だ。まさかハズレのアイテムなんてないよな。ドキドキしながら［所持アイテム］を読み込んだ。




［所持アイテム］

［Lv.2　スカウター］

［万能キー］

［睡眠スプレー］

［カメラ］

［変身薬］

［望遠鏡］




　俺は各アイテムの説明を順番にタッチした。




［Lv.2　スカウター］

［スカウターを使用した状態で対象の女性を見つめると攻略に必要な情報が出てきます］




　スカウターはLv.1の時と説明は変わらなかった。




［変身薬］［一粒］

［なりたい姿に変身できる薬］

［攻略対象の人、ひとりにだけ姿が変わって見えます］

［他の人に見えるのは本来のあなたの姿です］




［望遠鏡］

［透視望遠鏡。ただ、壁のように分厚いものは透視不可能です］

［瞬きすると使用可能］




［変身薬］と［望遠鏡］はすぐに使い道が思いつかない。加えて、壁を透視できないという制限も気に入らない。でもハズレではないだろうから、取っておけばいつか使う時がくるだろう。

　俺は［ゲームウインドウ］を終了しようとしたが、［万能キー］の回数を確認したくなった。まだあまり使ってないから、あえてまた購入する必要はなさそうだが、確認だけしてみるか。レベルが上がっただけに回数がどう計算されたのか気になった。




［万能キー］

［どんなドアでも開けることができる］

［希望するドアの前に立ってウインドウをタッチすれば使用可能］

［使用回数：４回］

［レベルアップすることでアイテム強化が可能です］




　回数は４回とそのまま。これにはかなり失望。しかし、追加されたメッセージが目に入ってきた。強化だと？　好奇心からそのメッセージをタッチしてみる。すると、その上に他のウインドウが現れた。




［アイテムを強化しますか？　強化費用：10万円］




　それなりに費用もお手頃だった。ならばやってみよう。




［強化を完了しました］




　１秒もかからずに完了メッセージが出てきた。

　何が強化されたのか気になった俺は［万能キー］の詳しい説明を再び呼び出した。




［万能キー］［強化１］

［どんなドアでも開けることができる］

［希望するドアの前に立ってウインドウをタッチすれば使用可能］

［使用回数：７回］

　──再購入をしても回数は変わらない。

　──レベルが上がると強化による回数の回復は可能。




　すると使用回数が増えていた。レベル１で初めて［万能キー］を買った時の使用回数は６回だった。ということは、強化したことによって使用回数が７回に増えたのか。レベル１で使用した２回はサービスで復活させてくれたということか。ははっ。

　そうならば、他の［アイテム］も強化が可能なのでは。レベルアップによって強化が可能だと言っていたからレベル１の時に購入した他の［アイテム］も全て強化できるのではと思い、［睡眠スプレー］と［カメラ］の詳しい説明を立て続けに確認した。




［睡眠スプレー］

［その名の通り睡眠スプレー。強力な性能を誇る］

［アイテムウインドウでタッチしておいた後、対象を見つめればＯＫ］

［持続時間：１時間］

［使用可能距離：１Ｍ］

［レベルアップすることでアイテム強化が可能です］




［カメラ］

［透視カメラ。どんなものでも撮ることができるカメラ］

［使用をタッチして撮りたいところに視野を置き、瞬きすればＯＫ］

［使用回数：１回］




［カメラ］においては、元々強化できないのか、もしくは、もう少しレベルが上がれば強化できるのかがわからない。とにかく現状況での強化は不可能だった。ただ［睡眠スプレー］は強化が可能だ。俺は迷わずすぐにメッセージをタッチした。




［アイテムを強化しますか？　強化費用：10万円］




　強化費用は決まって10万円。安いのか高いのか混惑する。とにかく出せる金額ではあるからメッセージを指でぐっと押した。




［強化を完了しました］




［万能キー］の時と同じメッセージが出てきた。そしてすぐに［睡眠スプレー］の詳しい説明を確認。




［睡眠スプレー］［強化１］

［その名の通り睡眠スプレー。強力な性能を誇る］

［アイテムウインドウでタッチしておいた後、対象を見つめればＯＫ］

［持続時間：２時間］

［使用可能距離：２Ｍ］

　＋強化により持続時間　１時間　─＞　２時間

　＋使用可能距離　１Ｍ　─＞　２Ｍ




　こうしてみると［万能キー］よりも満足のいく結果だった。持続時間は大したことないが、使用可能距離が延びたのはかなり気に入った。今後さらに使用可能距離が延びる可能性もあるという意味にもとれる。そうなると護身用にはもってこいだ。１Ｍとなると、ほぼ目の前でしか使えない距離だから。包丁を持って飛びかかってきた桜井を相手にした時は正直、距離上不安があった。５Ｍくらいまで延びれば安心して使用できる距離だ。だからまだまだこれからだ。

　とりあえずは［アイテム］も購入して［強化］という良い武器も手に入れた。そろそろも新たな攻略対象を探さねば。こうしている間にも時間は絶えず流れている。

　だが、とても眠い。精神的に疲れたのだろうか。

　これはゲームらしくない現実感だ。疲れた状態で無限に攻略に乗り出すのは不可能に近い。食欲、睡眠欲、生理現象、全てが現実そのままだ。眠すぎて頭もまわらない感じ。仕方なく少し睡眠をとってからゲームを再開することとすべく、ベッドに横になってしまった。そして布団にくるまって目を閉じた。





　　　　＊＊






　うん？

　気が付いた時には身体がどこか、浮遊している気分だった。身体が思うように動かない。それに驚いたことは、白く曇った視界の片隅には、俺が動いているという事実だった。

　しかし、おかしい。

　明らかに俺はここにいるのに、違う所で俺が見えているとは。おかしいゲームに入り込んでしまったがゆえに、もはや魂までもが離脱してしまったのだろうか。そう考えたが、しかし、目の前に見えている場面には、確かに見覚えがあった。

　まるで、回想のシーンのようだ。

　いや、これは回想だ。

　そう。俺は確かにミッションを攻略し終え、眠りについたはずだ。

　そう、今も眠っているのではないだろうか。

　もしかしてこれは明めい晰せき夢むなのか？

　今となっては奇妙なことまで経験する。

　しかし、目の前に見える俺は、俺の意思とは関係なく動いていた。そのおかげで俺はやっと気づいた。

　今俺が見ているものが、どういった場面なのかを。

　これは。

　俺がこのゲームに入りこむ前に経験したもう一つの非日常。

　どうして今、あの時のことを見ているのかは、わからない。

　もしかしてゲームと関連した手がかりともなるだろうか。そう考えると俺は目を大きく開いて、あの時の俺をじっくり睨みつけ始めた。このゲームが何の理由もなくこの場面を再現するはずはないだろうから。

　夢の中の俺は、一生懸命歩いている。

　夢の中の俺というより、過去の俺だけど。

　俺が歩いているあの街は決して忘れることはない。

「きゃあああああっ」

　そうだ、この悲鳴。

　この悲鳴のせいで、俺はコンビニの買い物袋を手に持ったまま、音を頼りに四方をきょろきょろと見渡した。

　俺は無茶な正義感の欠片かけらを握り、悲鳴をあげた人を探し始めた。

　俺自身も惨みじめな境遇に置かれていたくせに。

　危機に瀕ひんする人を見て見ぬふりできない性分だとは。

　そうこうしているうちに俺はかなり不幸にも、路地に倒れている一人の男を発見した。

　苦痛に耐えかねて暴れている50代くらいだろうか、中年の男。

　既に地面は血でいっぱい染まっていた。

　これほどたくさんの血を見たのは、この時が初めてだった。

　今は桜井が殺害した死体を見ていたためなのか、ある程度冷静にいられるが。

　あの時の俺は、かなり驚いてうろたえていた。

　そうだ、今見えている場面。かなり動揺して地面に座り込む俺が見えている。

　そして、愚かにも落としてしまったコンビニの買い物袋。

「大丈夫ですか？」

　そして、俺は落とした袋は構わず、倒れている人へと近づいた。人として当然すべきことではなかろうか。

「う、うう……」

　その時、倒れた男は俺に絶えず手振りをしていた。自分の方へ近づいて、近づいて、と言っているかのように。俺は死んでいく男が最さい期ごに何か残したい言葉でもあるだろうと思った。

　映画とかによく出てくるではないか。犯人に関してというか。そう想像しつつ俺はその男に近づいた。

「こ、これ……」

　すると、男は自分の横に置いてあった包丁をぷるぷると震える手で俺の方へ握らせた。その行為にどういう意味があるのかは、あの時俺は全く理解ができなかった。あまりにも緊迫した状況の中、まともに判断することができなかった。ただ気づけば、俺はどさくさに紛れて包丁を受け取っていた。

「これはどういうことですか？　それより、すぐ救急車を呼びますから」

　俺は、空いている手でポケットの中にある携帯を取り出そうと動いた。

　しかし、男は俺が包丁を受け取るや否いなや、そのまま顔を伏して息絶えてしまった。

　まるで包丁を渡す行為をするために、辛かろうじて耐えていたかのように。

「そこのキミ、動くな。警察だ」

　まさにその瞬間。

　噓のように警察が登場した。そのタイミングを何といえばいいだろう。まるで待ち構えていたかのようで、現にあり得ないとしか言いようがない。

「包丁を捨てろ！」

　死んだ男が渡してくれた包丁を手に持って、男に身体を密着させている俺。

　警察はこの場面をそのまま見ていたのだ。そして、その時、気づいた。

　何かが間違っていると。

　人ひと気けのない路地。

　防犯カメラもないこの路地。

　周りは誰もいなかった。いや、包丁を持っている俺がいた。未だ包丁からは血がぽたぽたと落ちる。そして、俺は男に何かをささやいているように映っていたであろう。

　俺が考えても自分を犯人だと疑いそうな状況。

　こうして遠くから記憶の欠片を見ている俺にさえも、何も考えず見ているとしたら、俺が犯人だった。

　現行犯だ。

　瞬間、恐怖が俺の全身を襲ってきた。その時、俺は本能的に逃亡を選択してしまった。

　職もないニートの俺にとってみれば、警察と世間がもたらす鋭い視線に対する反作用は思ったより大きかった。

　俺はひたすら反対側へと逃げた。

　しかし、瞬時に後悔した。

　戻って警察に事情を説明した方が良いという考えが頭を横切った。

　このままでは、おそらく犯人だと烙らく印いんを押され、指名手配されるだろう。

　ぐらりとする想像が俺の頭の中をかき乱した。

　一方、捕まえられたら誰も俺のことを信じてくれず、

　有罪判決となってしまえば、俺はこれからどうなるのかという恐怖が押し寄せてきた。

「くそ、あのおじさん」

　そう、あの男は一体何を企んでいたのだろう。

　このままでは破滅だ。確実に人生は終わってしまう。

　何か、突破口が必要だった。この理不尽な状況に打ち勝つ突破口。

　俺は家に帰らなかった。それは愚かな行動だったからだ。近くの人気のない暗い堤防にしゃがみこんでいる俺は必死に頭を回した。

　俺に処された状況に対する仮説を。

　大きな悲鳴が聞こえて声の方を追いかけていた。すると、中年の男が倒れていた。この状況は誰が見ても殺人事件のワンシーン。しかし、犯人の姿は見えず、見えるのはただ凶器と血のみ。

　包丁と血。血と包丁。包丁と血。

　これが殺人としたら、あの男は何故俺に包丁を必死に渡そうとしたのだろうか。

　一体なぜ。

　俺を犯人に仕立てるために？

　何のメリットがあって？

　もしも犯人が存在しないとしたら。すなわち自殺だとしたら。

　その場合、悲鳴をあげるのは話にならないのではないか。俺に包丁を渡そうとしたあの行動もいささか矛盾している気がする。

　しかし、犯人が存在していたら？

　勿論、ここでも俺に包丁を渡そうとした行為が矛盾する。

　そこまで考えていると、呆れかえってきた。あの男は自分の命をもって、一体何をしたかったのだろうか。

　一人では手に負えないと思った俺は、オンラインゲームの友達に電話を掛けた。

　アイロニーかもしれないが、今一番信用できる人はゲームで出会った友達だった。

　オンラインゲームの同じギルド所属で、当時の数多くのゲームでの難関を共に乗り越えてきた仲間だった。

「おお、長谷川さんが電話をかけてくるとは？　どうしました？」

「それが……」

　俺はしばらく悩んだが、躊躇っている時間などなかったため、早速全てをありのまま話した。

　ただ単に味方がほしかった。信じてくれるか通報するのかは、何の確信も持てなかった。大きい冒険だった。

「そんなことがあったのですね」

　ゲームの中の通称、ガミさん、カミさんではないガミさん。濁だく音おん一つ違いで自身は神ではないと笑っていたその名前は実名ではないハンドルネームだった。

「それは、怪しいですね。長谷川さんの話は一理あります。おかしな点が多すぎますね。少し調べてみるので、待っていてください。いくら何でも指紋だけで長谷川さんをすぐ追跡するのは不可能ですから、少し落ち着いて待っていてください」

　彼はそう言って電話を切った。このまま俺を通報するのではという心配がないといえば噓になるが、俺は首を横に振った。

　いつか彼が、ゲームで命を救ってくれた俺に対して、恩返しといって株の情報を流してくれたことがあった。そして、その情報は、俺をニートとしての生命を延長させてくれた。だから、一旦信じることにした。

　そして、再び考えを整理する。

　先の仮説に戻ろう。

　犯人がいたとしたら、何といっても先の矛盾している行動は、その犯人をかばうための工作だろうか？

　そうだとしたら、この場合は家族の犯行？

　そうではなく、犯人のいない自殺だとしたら？

　何か他に目的があっただろう。

　死にながらも、いや。

　死を選択した後、必ず俺に包丁を渡さなければならなかった理由が。

　仮に自殺だけど、他殺に見せかけなければならなかった理由というか。

　俺は再びガミさんに電話をかけた。

　すると、低いおじさんの声が再び俺の耳の中に入り込んできた。

「あの、ガミさん」

「何か、思い浮かんだことでもありますか？」

　ガミさんの言葉に俺は今までの仮説を説明し始めた。

　すると、ガミさんは大きな声で笑い出した。

「ははは、それは、それは。さすが、長谷川さん。本当にそういうところに頭が切れますよね。気に入りました。そんなところまで推理が及ぶとは」

「そんなことありません。それよりも理由のことですが。もし他殺に見せかけなければならない理由が、つまり、犯人が必ずいなければならない理由があるとしたら？　そういうことありますかね？」

「ありますね、もちろん。むしろ、世の中には日にち常じよう茶さ飯はん事じではないでしょうか。ちょうどこの前に読んだ小説が思い浮かびました。保険金殺人に関連したサイコパス……」

「はい？」

「保険金ですよ、保険金」

「あ！」

　俺はガミさんの言葉に脳がひらめいた。

　自殺して他殺に見せかけるための偽装は、保険金目的が一番適している理由だと言える。

　違うとしたら、俺を犯人に仕立てて人生を破滅させるという恨みがあるということだろう。

　しかし、俺は他人にそのような恨みを買うような記憶などなかった。

　そうすると、誰かを庇かばうためなのか。

　家族に保険金を残すための工作という理由。

　この２つが最も妥当なストーリーだと言えよう。

　そして、実際に怨えん恨こんの仮説は色々と、保険金目的の仮説よりも現実性が不足していた。

　もし後者だとしたら、まともな人間の人生を破滅させて、自分の家族だけが保険金を手にするということなのか。急に中年男の顔が浮かぶ。俺の推測が事実であれば、かなり酷い男だ。

　自殺には保険金が下りないケースが多い。

　借金の多い中年男。

　自殺を選択したが、　残りの家族を食べさせるためにこんなことを仕掛けたという話だとしたら。

　そういう類たぐいのヘッドラインが頭の中をさまよい始めた。

「心配しなくてもいいです、長谷川さん。警察に知り合いがいます。落ち着いて今までの推測を説明しましょう。信用してくれなくても長谷川さんが犯人ではない事実だけは信じさせるので。今まで受けた恩は必ず返しますので」

　ガミさんはそう言ってくれた。

　いずれにしても、当時、俺一人の力で、これ以上捜査するのは無理があった。今のようにアイテムという絶大な力があれば話は別だが。

　しかし、そのまま連れて行かれて何も説明できずにいるより、自分なりの有力な仮説を立てたという事実だけが、俺に大きな勇気となった。

　俺に必死に包丁を渡そうとした男の行動は。

　どう考えても今ガミさんと考え出した保険金殺人としか考えられないから。

「わかりました」

　俺は、携帯に向かって頭をうなずいた。

　そして、警察に自ら出頭した。

　しかし、状況は思ったより複雑だった。コンビニの防犯カメラには、買い物をする場面だけがぼやけて撮られていた。俺が落としたコンビニ袋には包丁をつつんでいた痕こん跡せきが出てきていて、困ったことに、何故かコンビニからはその時間帯に包丁が売られた記録が残っていたのだ。

　その寒かん慄りつといえば、現に糞くそみたいな経験だった。

　桜井の事件の時、パトカーに連れて行かれた以上に。

　ある意味、パトカーに連れて行かれても、それなりに落ち着いてすぐロードを選択できたのも、この時の経験によるものだといえよう。

　勿論、結果的に俺は無罪放免された。

　俺がいかに陳述しても、俺を犯人として追い詰めるために、血ち眼まなこになっていた警察の追及の中。

　ガミさんが本当に力を働いてくれたからか。ある日突然、俺の言葉を信じはじめた警察がまともな捜査をし出したのだ。

　結論から言うと、コンビニの店員が共犯の一人だった。

　そして、本当に男には高額の保険金がかかっていた。

　馬鹿馬鹿しかった。あの最後の場面を見ていた俺は。

　俺自身が警察から出てくる場面と引き換えに、俺は天井を見ることとなる。ずきずきする頭痛と共に夢から覚めたのだ。

　ベッドから身体を起こす。

　視界の片隅には、［ゲームウインドウ］が存在感を誇示している。

　今見ていたのが夢で。

　ゲームは現実、という実感が再び身体の中を配する。

　とにかく何故あのような夢を見たのか。正直にいうとこの夢をいくら思い返してもゲームに関する手がかりはなかった。

　あの事件以降変わったことといえば。

　俺の推理力に自分でも驚いたこと。

　これから、より俺の人生と向き合うことにしたということ。

　そして、ガミさんとはあの時以来、連絡が途絶えてしまったということ。

　そうだ、まるでガミさんは蜃しん気き楼ろうのように消えていた。

　何故かゲームの中の他のギルド員たちを見ていても、最初からガミさんが存在しなかったような感じだった。

　俺の推理を聞いて感嘆してくれたガミさん。

　それにいつか株の情報をくれ、お金を増やしてくれたガミさん。

　そして、警察の理不尽な追及から抜け出させてくれたガミさん。

　勿論、これには確実な証拠はなかったが。

　しかし、少なくとも、お金が増えたことは事実として間違いないから、ガミさんは、俺の妄想の存在ではなかった。

　なら、一体彼は誰だろうか。

　夢の余波で、再び改まった疑問が頭の中をかき乱した。

　だが、相変わらずその疑問がすっきりと解決することはなかった。

　俺は苦笑いをしてベッドから起き上がった。

　ウインドウを確認してみる。勿もつ体たいない時間だけが過ぎていた。





　　　　＊＊






　おかしい夢を見たせいですっきりするどころか余計頭が重く感じる。浴室へ行き洗面台に水を溜ためる。そして、顔を水の中に突っ込んだ。

　冷水によって少し眠気が覚める。顔を上げ鏡を見た。魅力値を10も上げたにもかかわらず、俺には変化がないように思える。どの部分が魅力的になっただろう。他人には違って見えるのだろうか。まるで魔法のように。

　タオルで顔を拭ふき部屋に戻った。視界の隅には依然としてパソコンのフォルダのようなゲームウインドウが存在感を放っていた。冷蔵庫を開けて空腹を適当に満たした。そして伸びをした。

　──うううーっ

　適当に服を着替え、脱いだ服を洗濯かごに入れて家の外に出た。攻略対象を見つけなければならない。今回は少し遠くに行ってみるつもりだった。バスに乗っていくと繁華街がある。今日の俺の目的地はそこだ。ゲームに入り込んでしまってから一番遠くに行ったのは歩いて５分程度のコンビニだけだったから。

　──このゲームが俺の家とその近辺の地域だけを具現化したのではないかと少し変な心配もあった。

　ははっ。そんなわけないだろう。

　停留所でしばらく立っているとすぐにバスが来た。そして10分後に目的地である繁華街に到着した。どうやら杞き憂ゆうだったようだ。ゲームの中とはいってもこの世の全てが完全に現実と同じだった。帰宅時間なのかたくさんの人々がそれぞれせわしく歩いていた。ネオンサインが点つき始めた街も現実そのものだった。

　違うものは、もっぱら目の前にちらつく［ゲームシステム］だけだ。





[image: ]







　広場の大型ビジョンには人気アイドルがダンスをしている。

　アイドルを見ると胸が騒ぐ。

　どれどれスカウターでも使ってみるか。

　映像を見ると実物ではなくてもスカウターが効力を発揮するのかが急に気になった。

［所持アイテム］に入った。




［所持アイテム］

［Lv.2　スカウター］

［万能キー］

［睡眠スプレー］

［カメラ］

［変身薬］

［望遠鏡］




［Lv.1　スカウター］は自動的に消えていた。むしろスカウターも強化できるようにしてくれればいいのに。なぜこれは新たに買わなければならないのだろうか。不合理だ。こうしてお金を巻き上げるつもりか。本当いかれたゲームだ。愚痴をこぼしながらスカウターをタッチした。他から見たら一人でぶつぶつ言いながら空中で指を動かしている変なやつに見えるだろう。




［Lv.2　スカウターを使用しますか？］




　すると、もう見慣れたメッセージが出てきた。俺おれはビジョンのアイドルのうちセンターに立っている女の子を見つめた。




　悳よし埼さき　壬に香か

　年齢：21歳

　彼氏：なし

　職業：アイドル

　攻略難易度：Ｂ

　居住地：現レベルでは不可

　電話番号：現レベルでは不可

　攻略情報：現レベルでは不可

　好感度：０




　攻略情報は出てこなかった。難易度はなんとＢだった。好感度はレベル１の時はなかった項目だ。［Lv.2　スカウター］に追加された項目だろう。好感度は０。面識もないから０なのは当然。

　どうせ、攻略が可能だとは思ってもみなかった。その時、誰かが俺の肩にぶつかってきたせいで、身体からだのバランスを崩してしまった。ぶつかったのはかなりきれいな女だった。なんというか、上品に見えるとでも言おうか。そんなイメージだった。

　俺に頭を下げながら謝罪をする。女め神がみのようだ。そしてまた歩いて行ってしまった。俺は急いでスカウターを使用した。




　北きた潟がた　緋ひ果か留る

　年齢：24歳

　彼氏：なし

　職業：大学生

　攻略難易度：無

　居住地：00区　00町

　電話番号：０８０－２４５２－１１１１

　攻略情報：無

　好感度：[image: ]１００




　ん？　攻略難易度が無とは？

　攻略対象ではないということか。情報は全て出てきたが、攻略難易度と攻略情報がない。

　その瞬間、ひらめいた。

　攻略対象にするほどの秘密もなくその言葉通り単なるすれ違う女だということだ。つまりは、気にしなければいい。

　そうなると、さっきのそのアイドルは何か攻略をするだけの秘密があるということになる。

　興味が湧わいてきた。しかし難易度がＢだから到底接近すら不可能だ。先にレベルアップしなければ。攻略情報が出て来ないとどのみち攻略は不可能だということだろう。

　それよりさっきのあの女、気に障さわるな。ちょっとぶつかっただけなのに好感度が[image: ]１００か。あんまりだ。魅力を10も上げたのに、そもそも初期数値が低すぎて今の数値では好感を得るのも難しいようだが。

　笑顔で謝っておいて心の中では嫌みでも言っていたということじゃないか。やれやれと首を横に振りながら駅の方へと移動した。たくさんの人が溢あふれ出だしてきた。

　攻略難易度が出てこない女もスキップしなければならず、攻略難易度が高くて攻略情報が出てこない女もスキップしなければならない。

　攻略対象を探し出すのが何気に大変だ。肩を落として立っていたその時、かなり魅力的な女が俺のそばを通り過ぎた。俺は煙草たばこに火をつけるとそのままライターを落としてしまった。それを拾うのも忘れ、まるで取りつかれたかのように彼女の後を追った。

　かなり清純な顔だった。何というか、俺の理想とでもいおうか。清純可か憐れんなタイプの子は男の憧あこがれだろう。それを備えた女だったから自然と関心が向く。さらに清純可憐な顔とは似合わないくらいスタイルが際立っていた。特に骨盤が眩まぶしい。

　タイトなジーンズを穿はいていたために歩く度たびにおしりが浮き出て目が離せなかった。変態ではない。男の本能だと言いたい。道であのような身体が通り過ぎたら一度くらいは見るだろう。

　ベージュ系のぴったりしたニットが腰のくびれを強調する。そこでスカウターを使用した。級があまりにも高くて初めから期待はしていないが、確認をすることに損はない。




　朱あけ峯みね　深み雪ゆき

　年齢：23歳

　彼氏：多数

　職業：ブローカー

　攻略難易度：Ｄ

　居住地：現レベルでは不可

　電話番号：現レベルでは不可

　攻略情報：管理する男多数。直々に社交パーティーを主催

　怪しい社交パーティー、ここから接近するのが攻略のポイント

　好感度：０




　すると運良く攻略情報が出てきた。繁華街を彷徨さまよって数時間。ついに攻略対象を見つけた。さらに運良くもかなり俺のタイプだった。ただ、普通の女には見えない。怪しい社交パーティーだなんて。教えてくれるなら正確に教えてくれよな。曖昧な。

　しかも社交パーティーから接近しろって？

　ヒントがヒントになっていない。しかし、初めてゲームが直接くれたヒントだ。従うのが賢明だろう。でもこれだけでは何もわからない。結局は住んでいる所も自ら調べなくてはならないし、それを通じて情報を収集すれば何か対策が出てくるだろう。情報がなければ進行するのは難しい。心の中でそう決心し、彼女の後を尾行し始めた。

　桜さくら井いの時のようにとりあえず家の中を探ってみようと思う。インターネットがない世界では、唯一個人情報を調べられる手段だ。だから住んでいる所を探し出すことが尾行の目標。俺は少し距離をあけて必死に彼女の後をついて行った。その時、急に彼女の足が止まった。

　ばれたかと思い急いで身体の向きを変え携帯電話を持ち、電話をしているふりをしながら横目で彼女の様子をうかがった。幸いなことに俺がついていくことに気づいて立ち止まったのではなかった。緊張したからか手汗がひどい。

　彼女は急に身体をかがめると何かを拾い始めたのだ。とにかく尾行に気づいたわけではなかった。落とした物を拾おうとしたようだ。安あん堵どしていると彼女はすぐさま立ち上がり歩き始めた。

　俺も携帯電話をポケットに入れ、再び後を追う。それから５分ほど歩くと、彼女はまた立ち止まった。俺は路地に入り身を潜め、建物の壁に寄りかかった。そして顔だけを少し出し彼女の動向をうかがった。

　腕を組んで立っている様子がさっきのように何かを落としたわけではないようだった。時計を確認する姿からすると誰かを待っているようだ。もしかして彼氏でも待っているのだろうか。

　それは困る。何が何でもデートまでついていくのはハードルが高い。どうかそれだけはないようにと祈っていると彼女の前に気の荒そうな高校生の集団が近寄ってきた。それも全員男だ。彼女はその高校生らと何か話をすると、バッグから封筒を取り出しそれを渡した。高校生らはそれを受け取ると急いでカバンに入れ、ポケットから取り出した何かを彼女に渡して逃げるようにその場を離れた。

　離れていたため何を取り交わしていたのかはわからない。忘れないうちに一旦書いておこう。こういう時に備えて、高校の時に使っていた手帳を家から持ってきていた。ポケットから手帳を取り出し、わかったことを殴り書きした。

　３人の高校生。

　何かを取り交わす。

　急ぐ様子。

　尾行しながらメモを取ると何だか探偵にでもなった気分だ。彼女はしばらくして再び歩き始めた。探偵ごっこも終わりだ。手帳をしまって彼女の後を追った。まもなく彼女の前に密集したマンションが現れた。高級そうなマンションだ。

　彼女はその中の真ん中にあるマンションに入って行ってしまった。どうしよう。住民のふりでもするか。

　悩んでいるうちに彼女は入り口でオートロックの暗証番号を押して中に入って行ってしまった。後をついて行こうとしたが既すでに玄関のドアは閉まってしまった。

　玄関を突破するには暗証番号を入力しなければならない構造だ。前回攻略した桜井の住む古びたマンションとは全く違う。朱峯は既にエレベーターのボタンを押していた。俺は焦った。逃したら困る。少なくとも何号室に住んでいるのかを調べておかねば。

［万能キー］を使って後を追おうか。しかしそうすると顔がばれる。情報を調べあげる前に顔がばれるのは望ましくない。

　ははは。

　何を心配している。

　俺には望遠鏡があるではないか。

　そう、［透視望遠鏡］が。透視するのが目的の［アイテム］。さらに望遠鏡という名前がついているから倍率を高める機能くらいは当然搭載されているはず。

　その時、朱峯はすでにエレベーターに乗っていた。




［望遠鏡を使用しますか？］




　回数制限のあるアイテムでもない。悩まずに［望遠鏡］を使用した。ただこれといった変化はなかった。そういえば目をぱちくりするようにとの説明が出ていたような気もする。

　そこで瞬まばたきしてみる。１度だけ瞬きをした。変化がない。何でだろうと、今度は２回連続で瞬きをしてみた。すると急に遠くにあった物が近くに見える。ほお、面白い。今度３回瞬きしてみるか。すると倍率がさらに高まった。エレベーターのパネルがとても鮮明に見える。好奇心が湧いた。目を連続で４回ぱちくりするとパネルがまるで目の前にあるかのように近づいた。

　よし。次は５回！　ぱちぱちぱちぱちぱち

　あー、目が　痙けい攣れんしそうだ。

　しかし甲か斐いなく何の変化もない。倍率調整は３段階までのようだ。まあ、これだけでも満足だ。誰かを待っているかのようにマンションのエントランス前で行ったり来たりしながら横目でパネルを見つめていると上がっていったエレベーターは５階に止まった。

　俺はとりあえずマンションから少し離れた。そして５階のドアが開く家を見つけた。結果は満足。そうしながら地面に転びかけた。［望遠鏡］を使用したまま動いたのが原因だった。倍率のせいで距離感がつかめない。解除はどうすればいいんだ。

［ゲームシステム］を読み込もうとしても、［望遠鏡］を使用中だからか、ちらつくウインドウは見えなかった。もう一度瞬きすればいいのだろうか。

　３回瞬きをすると倍率が低くなった。続けて１回だけ瞬きしてみた。さっき１回だけ瞬きをしたときには何の反応もなかった。しかし今回は、




［望遠鏡を解除しますか？］




　ついに望んでいたメッセージが現れた。すかさずそれをタッチした。すると、再び視野の隅に［ゲームシステム］が現れる。距離感は正常に戻った。

　これを知らずに動いたら転んで大おお怪け我がをするところだった。まったく、腹が立つ。

　それよりいつ侵入しようか。

　彼女が出ていくまで潜伏するべきか。桜井の時は家から監視ができたため張り込みが可能だったが、ここでむやみに待つのはかなり大変そうだ。そして時間ももったいない。

　俺は余命宣告された人生も同然。残り少ない時間を大切にしなければ。

　そう考えると強行突破か。顔を見られてはだめだが。

　それならばここで［セーブ］して攻め込み、［睡眠スプレー］を使って眠らせておいて家の中を漁って家を出てから［ロード］すればよい。そうなると彼女は何も記憶できないであろう。




［セーブしますか？］




　俺はすぐにメッセージをタッチして玄関の前で立ち止まった。




［万能キーを使用しますか？］




　そしてできるだけ自然にエントランスへ入る。エレベーターに乗り込み５階で降りた。そして５０４号室の玄関のチャイムを鳴らす。

「どなたですか？」

　声が聞こえる。しかしあまりに声が小さくてよく聞こえない。俺はできるだけ声を変えて答えた。

「宅配です！」

　すると彼女はドアを開ける。ただ、チェーンがかかっていた。当然の保護本能だ。




［睡眠スプレーを使用しますか？］




　そこで［睡眠スプレー］をすぐに使用し、彼女が倒れるとすぐにアイテムを変えた。次は［万能キー］だ。




［万能キーを使用しますか？］




　よしよし。

　うなずきながらメッセージをタッチしてドアを開けた。廊下に監視カメラがないのが幸いだ。いや、そもそも監視カメラに俺が映りはするのだろうか。それ自体が疑問だった。

　その疑問の理由は桜井の事件の時にさかのぼる。その事件で警察が俺を訪ねてくると思っていたが、そんな出来事は起こらなかった。桜井のマンションのエントランスとエレベーターの中には監視カメラがあった。だから十分に警察が訪ねてくるだけの状況ではある。事件の参考人としてだ。

　しかし、訪ねて来なかったということは［万能キー］を使用する行為は［ゲームシステム］が保護してくれるのではないだろうか。即すなわち、攻略のための行動は［ゲームシステム］が痕跡を残さないように保護してくれるということだ。［ゲームシステム］が制限をかけておく強ごう姦かんのような深刻な違法行為をすれば強制的に警察を出動させるが。つまり、システムはもろ刃の剣つるぎということか。

　保護と強制力が共存する。

　──この並行世界の主人はゲームシステムだからと警察を思い通りに動かすことも可能なはず。

　ならばもう少し堂々と行動しても良いと思うが、確信はできない。

　とりあえず一旦ドアを開けて家の中に入った。

　どうせ［ロード］をするわけだからこのことに関しては心配の必要がない。

　そこで俺は彼女に触れるようなまねはしなかった。そんなことをしてまた強制力が発動したら困る。

　家の中にはよくある写真すら１枚も見当たらなかった。この広い部屋はとても無味乾燥としていた。キッチンも同じだ。テーブルの上は非常にきれいだった。何も置かれていない。桜井の時はテーブルの上に置かれていた借金の督とく促そく状じようが攻略に大きな役割を果たしたのに、なんか残念だ。

　キッチンもまたきれいに整頓されていて変わった点は見つからなかった。少なくとも家の中に死体を隠してはいないようだ。部屋は全部で３つもあったが最初の部屋に入るとたくさんの洋服が俺を迎える。ウォークインクローゼットのようだ。洋服から鞄かばん、指輪やネックレスのようなアクセサリーまでもがきれいに陳列されていた。全部ブランド品に見える。23歳の女にしては豪華すぎないか。

　そこから出てきて寝室に入った。１人用のベッドと化粧台があるが、ここもやはり高そうに見える化粧品が多くあることを除けば変わったことはない。残りの１部屋に入った。机がありその後ろには箱が積まれていた。倉庫として使っている部屋なのか。寝室と最初の部屋のウォークインクローゼットに比べるとあまりにも殺風景だ。

　机の上はリビングのテーブル同様きれいだ。本１冊もない。引き出しを開けてみると全部空いているが、最後の引き出しに日記帳が１冊だけぽつんと入っていた。

　机に腰掛けて日記を読み始めた。何もない机の中にぽつんと入れられた日記だなんて何か臭におうじゃないか。

　内容を見ると高校時代の日記帳だった。ただ、内容が普通じゃない。苦悩に満ちた日記だった。そして後ろのページにいけばいくほどその度合いが酷ひどくなっていった。
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　死にたい。

　どうして私を苦しめるの。

　トイレで水を浴びせられた。

　着替える服もなくてただひたすら泣いた。

　先生に授業をさぼったと厳しく叱しかられた。

　悔しくて恨めしい。

　一体私が何をしたって言うの。

　明日までに決めたお金を持ってこないと男に売り渡すと言われた。

　彼女がとても怖い。
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　最後のページの内容だった。そしてそこには家全体を漁あさっても見当たらなかった写真が１枚挟はさまれていた。ソファーの上に寝かせられている朱峯が、友達のように見える女子たちとポーズをとっている写真だ。ただ、表情がいまいちだ。おびえた顔とでも言おうか。

　だが、日記の最後の内容を見ると相当深刻そうに見えたのに、それにしてはいい暮らしをしている。１人で暮らしているのを見るとその時にやられた苦しみを忘れようと逃げたのではとも思うが。

　そんな女が今では怪しい社交パーティーを管理しているだなんて。日記の最後に出てきたように男たちにやられてしまってからそっちに目覚めたのか。それで性格が変わってしまったとか。

　疑問は残るが、見られるものは全て見たので日記を元の場所に戻して引き出しを閉めた。

　再びリビングに戻るとさっき彼女が持っていたバッグに目が行った。考えてみると、さっき高校生と取り交わしていたものをバッグに入れていたよな。それが一体何だったのかを確認がてらバッグを開けてみた。そこにはくるくると現金が輪ゴムで巻かれて入っていた。

　全部、万札だから金額は相当だろう。ますます理解できない女だ。バッグの中には財布も入っていた。財布を開けてみるとお金は入っておらず免許証と一緒にたくさんの名刺が差し込まれていた。名刺がどれだけたくさんあるのか免許証の上にまで領域を侵している。いっそのこと名刺入れを買えよな。

　カード挿しにある名刺を取り出すと興味深い内容があった。社交パーティーと関連があるような名刺だ。





パーティーに加入してください。

加入の問い合わせ　０８０－１１１１－２２２２






　他の内容はなく、たったの２行。しかし、これがまさに今の俺に最も必要な情報ではないだろうか。財布には他の名刺も相当あった。これは大きな手掛かりになりそうだ。お金が入っていたわけでもないので気軽にポケットにしまい込んだ。

　ただ、巻かれている現金の束には手を付けなかった。名刺しか入っていない財布とは違い、お金を持っていったら桜井の時のように強制力が発生する危険があった。そうでなくてもわざわざ攻略に必要のないものを持って行く必要はない。今の俺の目的は攻略だ、お金ではない。どう見ても罠わなだった。

　これくらいで得られる情報は全てゲットできたようだし、俺は［ロード］を選択した。すると白い世界が俺を迎える。

　しかし、そこでしまったと思った。名刺と財布のことだ。

　特に名刺は彼女を攻略するのに最も重要な情報だ。俺はポケットを無造作に漁った。

　すると不思議にも名刺と財布がポケットから出てきた。

　非現実的なアイテムや所持金とは異なり、身に付けた物は［ロード］をしてもそのまま持ってくることが可能なようだった。それは［ロード］とは未来の自分がその状態を維持して過去に戻る力なのか。

　何かすごく複雑なようだがとにかく名刺さえあれば関係ない。そろそろ家に帰って情報を分析して名刺にある番号に連絡でもしてみればいいのではないか。

　社交パーティーに接近するのに必要な加入ルートがわかったから満足だ。攻略に一歩近づいた。ただ、攻略条件は未いまだわからない。まあ社交パーティーから探ってみればいいだろう。それが、ゲームがくれたヒントなのだから。

　俺は再び繁華街へと戻って来た。そして、町バスの停留場でバスを待った。すると停留場の後ろの方で、ぼうっと座っている女を見つけた。みすぼらしい身なりだった。だからと言って、垢あかがついているとかホームレスには見えない、なんとなくそんな気がした。しかし、それでもなんだか輝いて見えた。年齢は幼く見える。多くても20代前半だろう。頭にはフードを被かぶっていて顔はよく把握できない。そして、しゃがんでいたためスタイルも確認できなかった。ただ、みすぼらしい身なりによって美貌が隠された感じもある。まともな格好をしたら、かなりの美人かもしれない。暗くて確信はもてないが。

　しかし、今はちょうど朱峯の攻略を始めたところだから、関心は全くなかった。だから、顔をそむけた。その時、その女が俺の視線に気づいたのか地面から立ち上がると俺に近づいてきた。

　何か言いたそうだが随分ともじもじしている。

「あの、おじさん」

　何も言わないから後ろを振り向こうとすると、ようやく口から言葉が漏れた。しかし、よりによってその第一声がおじさんってなんだよ。いくら俺の魅力値が22しかないとは言ってもそれはひどい。俺は一瞬カッとなって聞き返した。

「おじさんって、誰の事？」

　すると彼女は少し身体をびくびくさせる。怒った声によって、俺が暴力でも振るうと思ったのかすっかり身をすくめた。そのウサギのような姿に込み上げていた怒りがいつの間にか鎮まった。しかし、彼女は俺の怒った口調のせいか先に声をかけてきておいて、警戒する目つきをやめなかった。

「はあ、わかったよ。そんなことより何？」

　おじさんという第一声のせいからか、いきなりタメ口が出た。まあいいだろう、また会うこともないだろうし。

「さっき私を見ていましたよね？」

　見つめただけなのにセクハラで訴えるとでも言うのか。過去に女にされていた不当な扱いが思いだされながら、自ずと警戒心が生まれた。

「私と寝ませんか？　安くしますよ」

　しかし、続けて出てきたのは意外な言葉だった。意図がわからず、その瞬間スカウターを使用してしまった。情報を知りたいがために。これはまた何の罠だろう。




　年齢：19歳

　彼氏：現レベルでは不可

　職業：現レベルでは不可

　攻略難易度：Ａ

　居住地：現レベルでは不可

　電話番号：現レベルでは不可

　攻略情報：現レベルでは不可

　好感度：現レベルでは不可




　攻略難易度がＡだと？

　現れた情報に目を疑った。あっちから先に誘ってきたくせに攻略難易度がかなり高かった。さらに年齢、難易度を除いては全てプロテクトされていた。

　あの有名なアイドルさえ難易度はＢだった。その上、好感度も表示された。しかし、この女は名前さえ出てこない。一体何だ。

　彼女は俺が悩み続ける今この瞬間も返事を待っていた。何と言うべきだろう。Ａというランクが与える驚愕さえなければ、正直すぐに断って帰っていただろう。身体を売る客引き行為には関心はない。しかし、この女はそんなことをするにはあまりにもじもじしている。服装も台詞せりふに似合わないし何か事情でもあるのだろうか。

　何かのイベントのチャンスか。俺は今ゲームの中だし、イベントが行われるということも考えられなくはない。しかし逆に、罠の可能性もある。脳がしびれそうだ。ゲームの特性上、選択肢でも出てきてくれればもう少し楽なはずなのに、そういったものもない。選択肢が出てくるのにはちょうどいい状況だが。

　選択１　ついていく。選択２　家へ帰る。こんな感じに。

　しかし、何の選択肢も出てこない。目の前には選択肢ではなく、躊躇いながらも俺の返事を待つ女が立っていた。

　遊んでみようか。やってみよう、Ａという難易度。今すぐ攻略は不可能だが、いつか可能になるかもしれない。いや、いつか必ず攻略しなければならないはず。それならば予め接近しておくのも悪くはないだろう。勿もち論ろん、本当に寝ようとは思っていない。

　それはあまりにもゲームの思惑通りになりそうで嫌だ。嫌という以前に罠が発動しそうだ。

「いくらで？」

　そんな考えをしながらも、とりあえず返事をしなければという思いが先立って最悪な返事をしてしまった。接近しようとするなら、彼女の提案に一旦は承諾をしなければならないのに、よし寝よう！　そんな風に言うわけにはいかないので、出てきてしまった言葉だった。吐き出してみるとかなり幼稚に思える。

　しかし、彼女は慣れているのか何の表情の変化もなくそれとなく指２本を見せた。２本ということはいくらを意味するのだろうか。常識的に考えると２千円ではなさそうだし。

「２万円？」

　指２本に煽あおられてもう一度金額を聞くと女はうなずいた。当たったようだ。高いのか安いのかはよくわからない。女を買ってみたことはないし。しかし、支払えない金額ではなかった。

「わかった」

　俺が承諾すると彼女は頭をこくりと下げた。

「ありがとうございます」

　胸を撫なで下おろしながら安堵の一息をつく。身体を売るという大胆な行動をしながらもなぜこんなに小心で優しそうに見えるのだろう。一体どういった事情があるのだろうか。

「行きつけのラブホがあるのでついて来てくれますか？」

「わかった」

　うっかりそう返事をすると、彼女は後ろを振り返り歩き始める。そして、俺は後に続いた。いつの間にか繁華街のラブホ通りに着いた。風俗街が集中する場所の周辺にはクラブや居酒屋がいっぱいだ。女はなんのためらいもなく曲がり角にあるラブホへと入って行く。見たところ、行きつけのラブホがあるという言葉は事実のようだ。

　後を追って中へ入ると、彼女はフロントの前で俺を待っていた。

「お会計してもらってもいいですか？　ホテル代は別途なので……」

　すまない顔で言うのが少し善良にさえ思える。とりあえずはうなずいて宿泊名簿に適当に記入して部屋代を払った。鍵かぎを受け取り彼女に近づくと、いきなり手を差し出す。

「鍵、もらってもいいですか？」

「はい」

　あまりにも当然のように要求するから反射的に鍵を差し出すと、彼女はそれを受け取って部屋番号を確認し、階段へと足を運んだ。部屋にはベッドと浴室が全てだ。こんなところは初めてだから俺は少し辺りをきょろきょろと見渡した。

「どうかしましたか？」

「いやぁ……」

　その瞬間、焦ってカッコ悪く言葉を詰まらせた。女はベッドに腰掛けると隣を手でトントンと叩たたいた。まるで隣に来いと言っているようで、俺はそれにおとなしく従った。俺も俺だが彼女の表情もそんなに良くは見えない。そんな表情で営業していたら客があまりいなそうだ。何しろこれもサービス業ではないのか。

「すぐに始めますか？」

　女はいきなり服を脱ぎ始めた。着ていたパーカーを脱ぐと顔と身体つきが露あらわになった。肩までおりてくる黒いストレートの髪の毛。そして何か冷たい印象。さらにブラジャーの下に見える胸は意外と大きい。Ｃカップは超えているように見え、俺の視線は自然と胸の方に集中する。目が合ってしまい慌てて顔を背けた。そして、彼女の腕に大きな火傷やけどの痕あとがあるのが目に入った。

　俺の視線に気づいた女は急いで腕の火傷の痕を隠した。そのおかげで、背中を向けた拍子に、背中にも細かい傷跡があるのが見えた。殴られてできた傷跡のようにも見えるため、急に息が詰まりそうな気分だ。

　やはり事情のある女だった。何となく身体を売るような女には見えなかった。どんな秘密があるからＡというランクがつけられたのだろうか。

「み、見ましたか？」

　傷跡のことか。見られたくなかったら、電気を消して服を脱げよな。こんなに明るいところで服を脱いだのに、腕にあるその大きな火傷の痕が見えないわけないだろ。少し間抜けなところまである女だった。俺がうなずくと彼女は大きくため息を吐き出した。

「不快でしょう？」

「え？」

　俺が返事をためらうと彼女は仕方ないというかのように眉み間けんにしわを寄せながら指を１本あげて見せる。意味がわからずきょとんとしていると、
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「半額にしてあげます。こんな傷跡があると嫌がる人もいるけど、サービスは上う手まいですよ。常連も多いですから」

　よくあることなのか、急に値段を下げだした。まだ何も言っていないのに。しかし、不快かとの質問に対する俺の答えはノーだった。俺も学生時代にできた傷跡がある。それは苦労して生きてきた証だ。不快だなんてことはないと思う。だから、首を激しく横に振った。彼女はそれが拒絶を表すように見えたのか、急に脱いだ服を一枚一枚着始める。

「あ、その、別に不快じゃないけど」

　パーカーを下ろしていた女は俺の返事が意外だったのか目を丸くした。なぜかその姿が少し可愛い。

「はい？　今なんて？」

「火傷や傷跡が不快でないと。たかがケガした傷じゃないですか。辛つらかった瞬間の記憶でもあり。思い出とまではいかなくても生きてきた証なのに不快なわけがある？」

　俺の言葉に彼女は黙りこみ、しばらく沈黙が流れた。俺をまじまじと凝視する。睨にらみつけられているような気にもなる。

「その、今まで他のおじさんたちもみんなそうでした」

　そうして、再び服を脱ぎ始めた。俺の言葉をどうでもいいからセックスをしようという言葉に理解したようだ。

　──ランクＡ

　──出てこない選択肢

　──寝ようと誘ってくる彼女

　──それに似合わずもじもじしている様子と、何か事情があるように見える身なり

　──そして美貌とスタイル

　──さらに傷跡

　元からやるつもりもなく見れば見るほど罠という確信がわいた。タダで与えられるものにまともな物はそうまれである。もしここでセックスをしたら、相当な不利益を受けるかもしれない。ゲームの罠。そこで、俺は断固として口を開いた。元々、このように女を買う行為は好きではない。そうでなかったら、すでに童貞を卒業していただろう。

「いいよ、服は脱がなくて」

「はい？」

　そう言いながら、服を脱ごうとする彼女の腕を優しく摑つかんだ。すると、理解ができないというような顔で俺を見つめる。

「気が変わったのですか？　さっきは不快じゃないって……」

「そうじゃなくて、とりあえずこれ」

　俺は財布から抜いておいた現金から１万円札２枚を彼女の手の平に乗せ、説明を始めた。

「君とやる気はない。だからと言って誤解はするなよ。傷跡のせいじゃないから。その、むしろスタイルはいいと思うし……」

「おじさん……。もしかして。ＥＤ？」

　彼女はうっすら眉まゆをつりあげながら尋ねる。俺の行動が全く理解できないというような顔だ。

　俺はその言葉の意味をしばらく考えると、一瞬慌てて、

「いや、性機能には問題ないけど？　むしろ性欲がすごくて大変なくらいだよ」

「じゃあなぜお金だけくれるのですか？」

　俺に再びお金を突き出すとベッドから起き上がる。

「身体を売る女だからと同情するなら要いりません」

　半額にしてくれるとまで言っておきながら、お金を必要とする姿を見せていた彼女だった。ところが、同情してのお金は受け取らないという。プライドが高いのか。話をすればするほど不思議な女だ。改めて、50万円というお金に殺人もいとわない桜井が頭をよぎった。

「そうじゃないよ。では、こういうのはどうかな？」

「なんですか？」

　無理な頼み事でもされると思ったのか、彼女は顔をしかめる。やっぱりそうかと思っている様子が目に見える。そこで、その予想を覆してやろうととんでもない提案をした。

「今から外で一緒にご飯でも食べてくれる？　しばらく誰かと一緒にご飯を食べてなくてさ、君のようなきれいな子が一緒にご飯を食べてくれるだけでもそのくらいすると思うし」

　お金が必要そうに見える彼女に口実を作るかたがた、そしてある程度本心も混ざっている提案。ただ、少しいたたまれなくなり急いで部屋から出てフロントへと向かった。入り口の方で立って待っていると、彼女が階段を下りてくる。

「返事も聞かずに出て行ってしまうなんて」

「部屋に置いてきたお金は持ってきた？」

「はい、とりあえずは持ってきましたけど……」

「じゃあお金を受け取ったのも同然だから、代償は払ってもらわないと。食堂に行きましょうか」

　そう言ってラブホから出てきた。女は仕方がないというように俺の後ろをついてくる。さっきとは真逆の状況だった。ラブホに向かう彼女に俺がついていっていた状況とは。

　風俗街だから食堂はあちこちに見える。しかし、女とたった２人でご飯を食べた歴史がない俺。どこに行けばいいのか全くわからない。

「何か食べたいものでもある？」

「はい？　じゃあ……。あそこ！」

　彼女は何な故ぜか俺よりも慌てていた。周囲を見渡すと指である看板を指した。

「じゃあ、あそこのラーメン！　とかいう……」

　ラーメン！　と吐き出した時は何かそれとなく目が輝いたような気がしたが、再びまた声が小さくなった。いやしかし、たかがラーメン？

　いくら女と付き合ったことがない俺でも、デートでラーメンはちょっと違うのではと思った。頭の中には高級料理店の映像だけが浮かんでくる。

　しかし、考えてみると別にデートをしようとは言っていない。しかもすでに彼女はラーメン屋さんに向かって歩いていた。そして、その素朴な提案に従うことにして食堂に入り、テーブルの席についた。

「お金は本当に返さなくていいのですか？　ご飯を一緒に食べるだけで２万円をもらうなんて、そんなの聞いたこともないです」

「まあそんなこともあればこんなこともあるさ……。お金の話はやめよう」

　彼女は俺をじっと見つめると負けたと言うかのように首をうなずかせた。ただ、未だに眼まな差ざしには疑問にみちているようだ。

「おじさんみたいな人、初めてです。火傷の痕を見てもなんともなく、セックスもやらずにお金までくれるなんて。ただ一緒にご飯を食べてくれだなんて、何かおかしい……」

「いやそれより、俺おじさんじゃないって。まだ25歳なのに」

　俺が味み噌そラーメンを２杯注文しながら言うと彼女は驚いたような顔で聞き返す。

「25歳？　ええぇっ？」

「なんだよ」

「30代かと……」

　ずばり言う彼女のおかげで、水を注いでいた手が怒りでぶるぶると震えた。童顔ではないが、あまりにも率直すぎじゃないか。水が方々に飛び散ってテーブルの上にこぼれる。

「あ、冗談ですよ。でも私とは６歳も離れているからおじさんでいいでしょ」

　彼女はしまったという顔で言い直した。しかし、もう遅い。彼女に対する俺の好感度があったら今ので[image: ]１０００だと言ってやりたい。

　俺は諦あきらめた。すると、特に話すことが思いつかない。そこで名前を尋ねてみた。名前すら出てこなかったこの女、スカウターに出てこないなら尋ねてみるしかない。

「名前は？」

「名前ですか？」

　彼女は少し悩んでいるようだ。教えるか教えないか考えているのだろうか。やはり女とは名前ひとつ聞き出すのも大変な生き物だ。彼女のように魅力がある女なら尚なお更さら。１人で挫ざ折せつしかけていると彼女が急に口を開いた。

「九く空そら　揺ゆれ愛あ」

　きっぱりと自分の名前を教えてくれた。

「ああ。俺は長は谷せ川がわ……」

「別に、聞いていませんが？」

「あ、そうですね。すみません……」

　名前を話してくれたおかげで、縮こまった自信が少しは回復したかと思ったが、彼女は再び俺の自信に追い打ちをかけてきた。言葉を失いぼうっと彼女を見つめていると、表情に出てしまっていたのか、戸惑いながら訂正した。

「ふふっ、今のは本当に冗談です。それで、フルネームは？」

「長谷川亮りよう」

　その言葉と同時に注文した料理が運ばれてきた。すると、俺の言葉を聞いてるのか聞いていないのか、ラーメンを受け取る。ただ聞いてきただけなのだ、聞き流しているのではないか。箸はしを手にした。彼女はラーメンの中をじっと見つめると俺のように箸を手に持った。

　俺が麺めんを食べ始めるとやはり彼女も真ま似ねし始めた、なんだろうこれは。

　ただ、一口食べ始めるとその後は一人で麺をズルズルとすすり始めた。まさか、どうやって食べるのか知らなかったとかではないと思うが、不思議な行動だ。

　まあ、でも美お味いしそうに食べてくれるから嬉うれしい。お腹なかが空いていた？

「食べないのですか……？」

　じっと見つめる俺に気づいたのか箸を止めてしまった。

「いや、食べなきゃ」

　そこで、俺がレンゲでスープをすくって飲み始めると彼女もまた食べるのを再開した。食べる速度が、まるで何日もの間食べていなかった人のようだ。いつの間にかラーメン鉢の底が見える。俺も別に食べるのが遅い方ではないため、俺たちはほぼ同時にラーメン鉢をきれいにあけた。

「食べ終わった？」

「はい、ごちそうさまです」

　ぎこちなくお礼を言うとさっき渡したお金を取り出しお会計をしようとする。俺は急いで彼女を押しのけ、１、４００円を払い食堂を出た。

「食事代くらい私、払えます。お金までもらったのに……」

「いや、美味しかったならそれでいいんだ」

「うーん……」

「じゃあそろそろお別れしようか？」

「本当にこのまま帰っちゃうのですか？　今からでもでき……」

　いつまで同じ言葉を繰り返すつもりだ。俺は自分の口に指をあて〝しっ〟という表現で答えて返した。そして、クールに見せようと手を振りながら街を後にした。

　ラブホ代を含めて２８、４００円が消えた。特にもったいないとは思わなかった。妙な気分だ。アイテムの価格に比べたらたいしたことない金額だ。だから、あの女のことは忘れることにした。

　そもそも、今接近できる女でもない。

　わざわざ罠にかかるよりも今は忘れた方が、気が楽だった。

　家に帰ってきてシャワーを浴びながら、ずっと頭の中でぐるぐる回る彼女を忘れようと、俺は朱峯に接近する方法を悩み始めた。

　いや、本当は特に考える必要もなかった。社交パーティーに接近できる名刺を手に入れたじゃないか。持ってきた財布をひろげて名刺を取り出してみた。
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　パーティー加入問い合わせのカードを除いてはただの名刺だった。社交パーティーの会員だろうか。ずらりと並べて見てみると、全て社会的に地位の高い人たちの名刺だった。

　勿論、重要なのはこの名刺だ。





パーティーに加入してください。

加入の問い合わせ　０８０－１１１１－２２２２






　携帯電話を手に取った。では問い合わせでもしてみるか。ためらっている時間などない。でも、緊張する。深呼吸をして、番号を入力し通話ボタンを押した。電話をかけるとすぐに声が聞こえてきた。

　この世界に入り込んでから初めて電話が繋つながった。予想通り、ゲームの中で得た連絡先にはいくらでも電話をすることが可能なようだ。

「もしもし？」

　聞こえてきたのは女の声。朱峯本人だろうか。俺はそう思いながら携帯電話に向かって尋ねた。

「もしもし？　知り合いに名刺を貰もらったので加入の問い合わせの電話をしたのですが」

「恐れ入りますが、誰の紹介でしょうか。紹介人がいないと加入は少し厳しいです」

　何がそんなに複雑なのか。どうしようかと少しためらったが、その時、ベッドに並べた名刺が目に入った。

「有賀さんに名刺を頂きました」

　いつかばれるとしても、とりあえず突っ切ってみようという気持ちで適当に名刺を取り名乗った。すると携帯電話の向こうでしばらく沈黙が続いた。返事がきたのは１分後くらいだった。

「私は担当の　木き元もと　莉り里り咲さと言います。有賀さんがこちらの社交パーティーの会員なのは確かなのですが……。では、とりあえず一度面接をする必要があるのでお会いできますでしょうか？　有賀さんから頂いた名刺もご持参ください」

　木元と名乗った女は時間と場所を言うと俺の個人情報を尋ね始めた。うっかり本名を言ってしまうと、わかったと言って電話を切った。木元か。朱峯ではなかった。主催者がこんな電話にまで出るわけがないか。

　目を開けると朝だった。いつの間に眠ってしまったのだろう。いろんな悩みが俺の頭をかき乱していて、知らぬ間に眠りについてしまったようだ。窓の隙間から差し込む陽ひざしが朝が来たことを知らせてくれていた。急いで起き上がり携帯電話を開く。約束の時間は朝10時。その時間まであと１時間。慌てて顔を洗い、スーツを取り出す。まだ３回しか着ていないスーツ。

　社交パーティーという名前。そして面接。

　どう見ても、加入することも接近することもお金がかかるような気がした俺は通帳を取り出した。ＡＴＭの機械では大金を引き出すのに限界があるから通帳を持って行かなくては。

　他の人たちのように社会的地位はないからお金を自慢したら接近できるのではないか？

　俺は持ち物を揃そろえ、スーツでめかしこんでバスに乗り地下鉄の駅へと向かった。地下鉄に乗って待ち合わせ場所のカフェに移動した。約束時間を５分残し、俺はようやくカフェを見つけた。朝だからか、店内はとても閑散としていた。お客はたったの１人。後ろ姿を見せる女。

　会うことになっている相手に間違いない。昨日電話の相手ではと思い、近づいて行った。しかし、女の顔を確認するや否いなや驚いた。

　テーブルに座っている女は、まさに朱峯だった。昨日電話を受けた女は単なる加入案内の担当者なのだろうか。朱峯が直接来るとは思わなかったが、俺はむしろ好都合だと思い、話しかけた。

「こんにちは。もしかして加入面接をして頂ける方ですか？」

「あなたが長谷川さんですか？」

「はい」

　昨日電話で本名を名乗ってしまったためにそのまま朱峯に伝わってしまったようだった。俺がうなずくと彼女は手で反対側の席を指す。座れということか。なら座らねば。俺はうなずきながら反対側の椅い子すを引いて席に座った。

　俺が座ると彼女はすぐに手を差し出した。

「まず、先に名刺を見せて頂けますか？」

　名乗りもあいさつもなしにいきなり命令だ。少し腹が立ったが、我慢するしかない立場にあるため、ポケットから名刺２枚を取り出し、彼女に渡した。知り合いだと噓うそをついた有賀の名刺と加入案内メッセージが書かれた名刺。名刺を受け取った彼女は表と裏のあちこちを見渡し始めた。偽造でもしているのではと調べている様子だ。

「名刺は間違いなく本物ですね。しかし、昨日、有賀さんに聞いてみたら長谷川さんのことは全く存じないとのことでしたが、どういうことか説明して頂けますか？」

　彼女の言葉に俺は唾つばをごくりと飲み込んだ。まあ、当然連絡するとは思った。どうやらあまりにも考えが甘かったようだ。彼女の目つきが鋭くなる。清純な顔してあんな表情が可能だとは驚きだ。こうなったからには厚かましく出てみることにした。

「はい？　この会合について話を聞き、ぜひ加入したくて取り次いでもらい紹介を受けたものでして、詳しいことは言いかねます。しかし、俺も闇やみ事じ業ぎようを営んでいるので人脈も必要だし女も必要です。俺にはお金しかないから会合に迷惑になることはないと思います。それに、その名刺は本物です。信用できる人にしか渡していないのではないですか。俺は有賀さんが信用できる方から紹介されました」

　話を聞いていた彼女は少し顔をしかめた。眉間にしわを寄せ、何か考え事をしている様子とでもいおうか。

「その人は誰ですか？　確認させてもらえますか？」

「それは内緒にすることになっています。しかし、心配は要りません。俺も正々堂々商売をしている人間ではないので、外部にこの会合についてのことを漏らすことは絶対にありません」

　やましくない商売。闇事業。俺はよく知らないくせに、インターネットで流れている単語をぬかしながら強気でほらをふいた。これでも通じなければ仕方がない。

「ううんっ、こちらの会合は加入費用が現金で１００万円。さらに、毎回参加するたびに寄付金１００万円を払ってもらわなければなりません。あ、加入費用は今すぐのお支払いになります」

　現金１００万円。まさに今、俺を試しているようだ。用意できないと言った瞬間アウトだろう。お金はたくさんあるとほらをふいたのに、お金を持ってこられないと言うのもおかしい。少し高い気はするが１００万円くらいなら用意することは可能だ。［アイテム］１つの金額くらいだ。勿もつ体たいないが、クリアをすればそのくらいのお金が入ってくることを考えれば必要不可欠な資金だろう。

「問題ないです。そのくらいなら今すぐお渡しできます」

「実は加入費用は紹介人を明かして頂けない場合、担保として受け取っています。紹介人を確実に明かして加入費用の免除を受けて頂いても構いません」

　彼女はそう言いながら時計を見た。俺は仕方なく席を立った。

「今すぐ行ってきます」

　うなずく彼女を後ろに、カフェから出て銀行へ向かった。お金が必要になるとは考えていたが、１００万単位だとは思いもしなかった。とにかく銀行に駆けつけて現金を引き出し、朱峯の前に札束を置いた。

「１００万円です。確認してみてください」

　彼女は傲ごう慢まんな表情でお金を数えるとバッグにしまいながら言った。

「まあ、いいでしょう。会合に加入されたこと、おめでとうございます。こちらの会合の目的は性の解放とその解放感を満喫しながらの集まった参加者同士の人脈構築にあります。いわゆる乱交とも言うでしょう」

「なるほど。それは期待が大きいですね」

「偉い政治家の方々に会うこともできるし、請せい託たくをするなら別途でお金を渡す必要があるとは思いますが、そんな方々と憚はばかりなく会うことのできる場であるということ自体が素晴らしいことだということはおわかりでしょう？」

「はい。まあ……」

「いいでしょう。夜７時までに参加費用を持参してここへお越しください」

　彼女は場所が書かれた案内状を渡してきた。案内状には何の文章もなく特定の場所の地図だけが書かれていた。

「では、夜にお会いしましょう」

　朱峯は俺が渡した１００万円の入ったバッグを手に取ると後ろを振り返ることなく出ていった。なんとか加入はしたものの、これからどうすれば。この会合を世の中に暴露でもしなければならないのだろうか。未だに攻略条件がわからない。情報には、ただ社交パーティーから接近しろとそれだけだった。

　とりあえず会合に行ってみるか。しかし、指定された時間まではまだまだ時間がある。会合の場所はこの近辺。家に帰るのはいろんな意味で無駄だ。俺は時間を潰つぶすところを探し、さまよい始めた。
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　ビルの最上階を買い占め、改造して作られた社交パーティーの事務所。ＶＩＰルームには朱峯の最初の恋人ともいえる　繁しげ道みち景かげ遥はるが座っていた。

「１００万円をその場で持ってきたの？」

　繁道が札束に触れながら言うと朱峯はうなずいた。

「そうです。紹介人を隠そうとしながらも、お金はありそうに見えたのでとりあえず加入させました」

「有象無象にみんな受け入れちゃったら困るよ」

「心配要りませんよ。金づるにすぎません」

「ふーん、また薬でお金を巻き上げようとでも？」

「はい、紹介人を明かそうとしないのを見ると、たまたま名刺を手に入れただけのたいしたことない男のようでしたので、依存させてしまうのが一番です」

「後腐れなくやれよ」

　繁道の言葉に朱峯は心配しすぎだという顔で笑った。

「それはそうと、あなたは立たて矢や会かいをいつ掌握するつもり？　結構お金をつぎ込んだのに、ちょっとかかりすぎでは？」

「心配ないよ。もうそろそろ始末する。明日、その政治家に突き出す女は用意できてる？」

「はい、最近売れている子を有賀さんに頼んでおきました」

「よしよし。怪しそうなやつは薬でお金を巻き上げて、上層部の人らは女でお金をむしり取る、ふははっ。お前の薬の効き目のおかげで、ここまで来られたようなものだが」

　朱峯は繁道の言葉に口を尖とがらせながら文句を言った。

「そういう風に言わないでもらえます？　イラつくから」

「この社交パーティーは人脈の場でもあるのに、そんな考えをしているとは、悪事には本当に頭の切れる人だ」

　そう言うと男はソファーから起き上がった。スーツの上着を手に取ると外へ歩いて出ていく。

「もう行くよ」

「はいはい。見送りはしませんよ」

「ご勝手に」

　男は手を振ってＶＩＰルームから出て行ってしまった。部屋には朱峯だけが残った。





　　　　＊＊






　いつの間にか指定された時間、俺は少し緊張した気持ちで朱峯に渡された紙に書かれたビルへと向かった。最上階だ。エレベーターに乗って上がって行くと彼女が外で待っていた。

「こんばんは」

「少し遅かったですね。遅刻したらアウトなのでこれからは気を付けてくださいね？」

「あ、すみません。初めてで」

「今回だけは見逃してあげますから」

　生意気極まりない話し方。腹が立つが攻略のために我慢せねば。

「はいはい、あとこれ」

　彼女は俺が差し出した１００万円を受け取ると前を歩き始めた。周りを見渡すと、そこは獣けものたちの世界だった。裸の男女が四方八方で重なっている密林とでも言うか。

「ほほっ、性の解放とはこういうことです。やりたい相手と思いっきりできるのです。男の楽園とでも言いましょうか」

　彼女はそう言いながら俺を案内した。

「初めてなので、まず先にこちらにいらしてください」

　彼女についていくと両方に部屋のドアがあった。部屋番号さえも書かれていないただの部屋のドア。大きなビルの１つの階全体を使用しているおかげか、相当な規模だ。彼女は左側から３番目にある部屋に俺を案内した。

　一番奥のＶＩＰルームと書かれた部屋を除いては部屋番号すらなかった。彼女は左から３番目の部屋へと入っていく。

　そしてベッドに俺を横に寝かせてその上に乗り上げてきた。

「天国へようこそ」

　するといきなり顔を近づけてくる。この女とやるべきなのか。何が何だかわからない状況だ。しかし、まさにその時、聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「代表！　ＶＩＰルームで探しています。ここは私に任せてください」

　顔を上げた俺は目が丸くなった。目の前にいるのは驚くことにも昨日会った彼女、九空揺愛だった。

「何かあったみたいなのでちょっと失礼します。申し訳ありません。代わりにはじめはこの子が相手致しますので。その後は気に入った女と好きなだけやってください。ほほっ」

　そういうと彼女は九空揺愛の手を引いて部屋の外へと出ていった。すると外で何か話をしている様子。その後、間もなく九空揺愛が再びベッドの前へと戻ってきた。俺は朱峯が行ったのを確認し、彼女に尋ねた。

「なぜ君がここに？」

「そういうおじさんはどうしてこんなところに？　おじさんを見つけた瞬間、驚いたじゃないですか。口実を作ってここへ来るのがどんなに大変だったか」

　彼女はそう言うとドアを閉め、ベッドへと俺を導いた。そして、俺に抱かれながら言った。

「ドアが閉まらないから、急に誰かが入ってきた時に怪しく思うかもしれないです。何かしているふりをする必要があるので、とりあえず横になってください」

　彼女の登場に果てしなく困惑している状況だったが、一理ある話でもあるからとりあえずおとなしくベッドに横になった。話し振りから何か助けてくれようとしている様子だった。

「おじさん、さっき代表が言うには今日加入したそうですね。どういうわけであの女に捕まってしまったのですか？」

「いや！　違うよ。誤解はしないで。乱交がしたくてきたわけではないから。調べることがあって……」

　俺は自然と言い訳を始めた。俺の話を信じたのか、九空揺愛はうなずくと急にドレスの中からカプセル薬を出してみせた。

「まあ、昨日も結局やらなかったおじさんだから信じてあげます。でも、大変なことになるところでしたよ。これ見えますか？　さっき、代表が私を連れて外に出たときに必ず飲ませるようにと指示しました……」

「それ、なに？」

　いきなり出てきたカプセルが怪しくて尋ねてみると、彼女は深刻な顔で話し始めた。

「これは世間に流通する麻薬とは全く違う麻薬です。これを飲むと普通の男たちは彼女の言葉に逆らえなくなります」

　そんなものを飲ませようとしたって？

　怪しいところが多いから、初めからただお金を巻き上げようと決まっていたのか？

　紹介人を秘密にしたのが問題だったのだろうか。

　加入したのはいいが、信頼してはもらっていない模様だった。

　麻薬を飲んで意識がない状態だとロードは可能だっただろうか。急に頭が痛くなってきた。あんな女がいるのかと思うと怒りが込み上げる。そんなことを考えていると、九空揺愛が急にその薬を飲んでしまった。俺は驚いて声を上げた。

「なんで君がそれを！」

「平気です。これ麻薬だけど、不思議にも女には効力がありません」

「そうなの？」

　俺は安心しながら答えた。しかし、目の前のこの女はなぜこんなに正直に全部話してくれるのだろうか。それよりも、なぜここにいるのだろう。俺はいくつかの疑問が同時に浮かんできて混乱した頭を左右に揺らし落ち着かせた後、一つずつ尋ね始めた。

「さっきも聞いた質問だけど、君はなぜここに？」

「この街で身体を売るとなると代表の手の中からは逃げ出せません……。買春界を掌握している大物なのです」

　話す顔がどこか悲しそうに見えた。彼女にも事情があるのだろう。彼女はしばらく浮かない表情でいるとすぐに再び俺に警告し始めた。

「おじさん、私のことはどうでもよくて。それより、ここは代表だけでなくたくさんのヤクザが管理しています。薬を飲んでないと知ったら大変なことになります。後で代表が戻ってきたらできるだけへろへろなふりをしてください。代表にも抱かれて倒れるふりをするのが一番いいと思います。この薬を初めて飲むと薬効が強すぎて倒れる人がたまにいるそうです」

「わかった、そう演じる。ありがとう」

　とにかく彼女がくれる情報は使える情報だった。［ロード］をして攻めるにしてもこのまま進めるにも。まだ攻略に対する糸口が見えないからもう少し進めてみようとは思うが。危険だと思ったらすぐに［ロード］をしなくては。

　そんな考えをしていると、改めて九空揺愛の姿が目に入ってきた。昨日とは違い、しっかりと化粧をしていた。髪をほどいた姿も意外と似合っている。全く着飾っていなかった昨日とは完全に違う姿。おかげで元から際立っていた美貌がさらに輝いて見えた。

「そろそろ代表が戻ってきそうだから、おじさんの身体の上に座りますね。あ、なんならこのままセックスしてもいいけど、やりますか？　昨日のお金のこともあるので……」

「いや、それは……」

　俺は慌てて手を横に振った。ランクＡであるこの女に触れたらもっと大きい問題が起こるという考えは依然として変わらなかった。助けてくれたことは非常にありがたいが、これはゲームだ。いつ罠にかかるかもわからない。ランクＡの女と容易にセックスをするなんて。ありえない。それも、こんなに美貌の輝く女と。その事情があまりにも莫ばく大だいなためにランクＡとなっているということには間違いなかった。今の状態から深い関わりを持ってしまったら、脱け出すことのできない大きさの激流に飲まれることも。

　俺を助けてくれたのは事実だから、可能なレベルに達したら必ずその事情というのを解決してみたいという思いはあるが、それは今ではない。

「そうですか。やっぱり変なおじさん……」

　九空揺愛はそう言うと服を脱ぎ捨てた。朱峯と同じく白いドレスを着ていたが中には下着１枚すら身につけていなかった。

「おわかりの通り、私は身体に傷跡がたくさんあるからいつもは服を着て相手しますが、何かしているように見えなくてはならないから服を脱ぎますね」

　そして俺の下腹部にお尻をつけて座った。なんだか耐えられないポジション。しかし、場所が場所だ。危険この上ない状況だからそれなりに理性を保ちながら尋ねた。

「ところで、どうして俺を助けてくれるの？　放っておくのが君の身のためでは？　助けていることがばれたらどうするつもり？」
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「昨日、なんの理由もなくご飯まで奢おごってくれたじゃないですか。恩返しです。ここに来たのは無理やり連れてこられただけだから、お金をもらうわけでもないしとりあえずそういうことです。運がよかったと思ってください。ここは本当に恐ろしいところですから」

　そう言う彼女の目元は少し涙ぐんで見えた。自分はここにずっと出入りしなければならないという現実を怖がっているようだった。話しながらも少し腕が震えていた。そんな様子はどこか哀れだった。この世の女はいつも俺を冷遇し利用してばかりだった。このように俺を何の見返りもなく助けようとしてくれた女は初めてだ。しかし、そんなありがたい気持ちにもかかわらず、俺のぶつは生理現象で硬くなっていた。

「あら？　本当にＥＤではなかったんですね」

「う、うん」

「やっぱり、やりますか？」

「いや、それはなんか違う気がする」

「では代表が戻ってきたらへろへろなふりをして倒れてください。先ほども言いましたが、薬が強すぎてそういう場合がたまにあるから、倒れたらそのまま適当に横に寝かせておくのでは？　今までの経験からするとそうです。そしたら次回の会合でその薬をくれと懇願するのを期待してとりあえずそのまま帰してくれるはずだから、それっきり連絡を絶って二度と関わらない方がいいです」

「うーん、どうかな。調査をすることがあってここに来たわけだから。勿論、助けてくれたのはありがたいし、ここからは一度脱け出さなくてはならないから君が教えてくれた方法を使ってみるよ。それはそうと、今度２人で会えないかな。ここについてもう少し話を聞きたい」

「え？　私の今の話、聞いていました？　ここは危険なのです」

　女は本気で心配している表情で言った。しかし、彼女の情報が必要だった。ここについて知っている事実を聞きたかった。そして、助けてもらった恩返しもしたかった。

「わかったよ。でも俺、そこまで力ないやつじゃないよ」

　真剣に言うと彼女は俺をじっと見つめた。勿論、アイテム以外は大して力はない。しかし、なんとなくほらをふいてみた。すると、ふと彼女の火傷の痕が目に入ってきた。それを見つめられていることに気が付いたのか腕を隠しながら彼女は口を開いた。

「それでは、このあと朝７時に私たちが初めて出会った場所で会いましょう。覚えていますか？」

「覚えているよ。１日しか経たってないから……」

　そう返事をしていると、朱峯が用事を済ませたのか部屋に戻って来た。俺たちはすぐにお互いに抱き合い、はあはあとあえぐふりを演じ始めた。するとやり終えたかのように九空揺愛がベッドから起き上がって平然と言った。

「薬は飲ませました。おそらく今精神がまともじゃないでしょう」

「あら、そう。よくやったわ。ところで、服はなぜ脱いだの？　あんた服を脱いだら価値が下がるのに」

「どうせ精神がまともじゃないから、関係なさそうだったので」

「いいから、はやく服着て」

「はい……」

　九空揺愛は横目で俺にさりげなく首を軽く下げながら部屋を出て行った。気をつけてという意味のようだった。そこで、俺は薬に酔ったようにへろへろな表情をしてみせた。

「あら、長谷川さん。快楽の世界へようこそ。外へ出て、気に入った女と楽しいことしてみます？」

　その言葉に俺は適当にうなずいた。それから本当に薬に酔ったように見せようと部屋を出ようとする彼女に飛びついてみた。そして、力が抜けたふりをして床にダイビング。そのまま気絶したかのようにぐったりしてみせた。

「なに、また？　とにかく弱いやつが多いわね。次は始末しないと」

　朱峯は九空揺愛が言った通りに面倒くさそうにそう言うと、とことこと歩いて部屋から出て行ってしまった。そして、どれくらい経ったか忍耐強く倒れていた身体を起こし用心深く外へと移動すると、黒いスーツを着たヤクザのように見える男が口を開いた。すでに会合は終わってしまったのか、閑散としていた。

「帰って頂いて結構です。次回の会合についての案内は電話でお知らせするので楽しみにしてください」

　俺はその言葉に一旦うなずき、ビルから出てきた。

　これは一体なんなのだろうか。

　前回は桜井の秘密を暴くのが攻略条件だった。

　そうなると、今回の攻略は朱峯の秘密か。

　つまり、麻薬に関連したこの事実を世間に暴くことだろうか。

　もしくは、会合を踏みにじることか。

［ゲームシステム］を開いてみても、特に変わったことはない。

　社交パーティーの本質について調べるのが攻略条件ではないということだけは確実だ。

　難易度に比べてそんなに簡単なはずはない。

　むしろ、あまりに難しいミッションに挑んだとでも言おうか。

　九空揺愛を思い通りに利用する彼女。

　さらには、俺に薬を飲ませて依存させようとする彼女に対して怒りが込み上げてくるのも事実だった。

　どうせ、一度足を踏み入れたミッションは後戻りできないというのがこのゲームのルール。

　そうならば、見せしめにしてやらなければならないということだが。

　そうなると証拠が必要だ。

　ヤクザまで絡んでいるから軽率な行動は禁物である。

［アイテム］の力を利用して確実な証拠を掘り出すことができればいいけど。

　とりあえず九空揺愛がもっと何か情報をもっていることを願うしかなかった。会う約束の７時まではもうすぐだった。俺はバスの始発を待って彼女に初めて会った停留所へと向かった。

　着いて時計を確認すると７時だった。停留所の椅子に腰かけて、身体と心を落ち着かせた。そうしていると、後ろの方から俺を呼ぶ声が聞こえてきた。

「おじさん？」

　彼女の化粧と髪型はそのままで、服だけ着替えた状態だった。一昨日おととい来ていたパーカー。俺が後ろを振り向くと、彼女は俺の横に来て座った。

「とりあえず来てはみたけど、特に詳しいことは知りません」

「大丈夫。でも、何も知らない俺よりかはいろいろ知っているだろう？」

「ふーん、私が正直に話すとでも？」

「それなら仕方ないか……。やっぱり、あの女の味方なの？　さっきは違うって」

　いかにも深刻なふりをして尋ねると、彼女は俺をじっと見つめながら口を開いた。

「やっぱりおじさんは変です」

「その言葉何回目だよ」

「変だから仕方ないじゃないですか。ふふっ」

「そう。まあ変なのはわかったから、どこかお店に入って話そうか？」

「あ、その、ごめんなさい。私あまり時間がなくて。これから用事があるので、ここで話します」

　彼女は時計を見るとそう答えた。そうというなら仕方なく、俺はそのまま気になることを質問し始めた。まずは薬に関することから。

「あの薬は正確には何？　麻薬と言っていたね？」

「私も詳しくはわかりません。１度くらいは大丈夫だけど、何回か継続して飲むようになるとそれを飲まずには夜をまともに過ごせなくなるくらいに変わってしまうということくらいかな？　ちらっと聞いたのは男性ホルモンに作用する麻薬だと聞いた気がします。血液検査をしても薬物投与の可否を知ることのできない麻薬です」

　さっきも大体は聞いたけど、やはりくだらない薬だ。飲んでいないのが本当に幸いだった。１度くらいは大丈夫とは言っても不快だ。くそったれ。

「では、あの女の正体は一体？」

「利益にならないような会員は薬を利用し、お金を巻き上げて一文無しにさせ、ある程度社会的地位がある人は少しずつ依存させて服従させるのです。力のある政治家に彼らを斡あつ旋せんし請託を受けるように仕向けて、巨額の手数料を取るなどと笑わせてくれるようなことをやっているとでも言うのかな。この地域で有名なヤクザをバックにしている上に、薬によって得た政財界の人脈のおかげで好き放題やっているってところですよ」

「なるほど。さっき逆らえないと言ったね？　そんな集団から脱け出すことはできないの？」

「はい、私が売春をしたことは事実ですから。その弱みを握られて強制的に参加させられるようになりました。私だけでなく弱みを握られて来た女の人たちはたくさんいます」

　では、弱点を摑まれ自由がきかない身にもかかわらず、俺を助けてくれたのか。急に彼女に対するありがたみが倍増した。朱峯を踏みにじるのが攻略ならそのついでに彼女もこの会合から自由にしてやりたいと思った。

「そうなのか。もしかして、他にあの女について何か知っていることはない？」

「ありません……。さっきも言いましたが、私はただのコンパニオンに過ぎないので、これ以上教えてもらえないし、知る由よしもありません……」

「そうか……」

　彼女は再び時計を見るとこれ以上留まるのは無理だったのか席から立ち上がり俺に頭を下げた。

「ごめんなさい。私はそろそろ失礼しなければ」

「わかった。あ、そうだ。連絡先教えてもらえる？　聞きたいことがあったら連絡できるように」

　たとえゲームの世界といっても、俺は初めて女に連絡先を聞くという快挙を成し遂げた。断られると思うと胸がドキドキする。勿論、連絡先を聞いた目的は交際を目的にしようというわけではないが、それでも新鮮な気持ちだった。しかし、彼女は眉間にしわを寄せ悩んでいる様子だった。ふーん。親切なふりをして結局連絡先は教えられないとでもいうのか。

「私、実は携帯電話を持っていません……」

　俺は思わず噴き出した。携帯電話を持っていないって？　あまりにも陳腐すぎる断り方だ。

「その代わりに家の電話番号を教えてもいいですか？」

　しかし、事態が急展開した。彼女はバッグからメモ帳を取り出して、番号を書くとそのページを破いて俺に渡してきた。断ったわけではなかったのか。まさか本当に携帯電話を持っていないのだろうか。家の電話番号を何の迷いもなく渡してくる彼女に俺は慌ててしまった。思わず紙を受け取った。すると、彼女は本当に急いでいるかのように再び頭をさげてあいさつをし、その場を離れようとした。

「もう帰ります」

「わかった、気を付けて。何かあったらここに連絡してもいい？」

　俺がメモを見せながら聞くと彼女はうなずいた。彼女はそうして停留所を去って行った。メモを見るときれいな字で九空揺愛という名前と電話番号が書かれていた。携帯番号ではなく家の番号を手に入れたという事実は相当嬉しかった。感激に浸っていると目の前に人の気配がしたので見上げる。すると、さっき帰ると言って去って行った彼女が息を切らしながら立っていた。途中で戻って来たのか。

「ん？　忘れ物でも？」

　俺が尋ねると彼女は息を整えてなんとか口を開いた。

「帰る途中に一つ思い出しました。最近、会合を管理するヤクザの親分とよく意見がぶつかるのか、仲が良くないみたいです。喧けん嘩かするのをよく見かけます」

「それ本当？　ありがとう……！　かなり役に立つ情報だよ」

「その……。危険なまねはしないでください。本当に恐ろしい人たちだから。とりあえず私は本当にこれで」

　そう言葉を残すと彼女は本当に急いでいるのか走り始めた。それを伝えに息を切らしてまで戻って来たのか。知れば知るほど優しさを感じる。剝はげば剝ぐほど良くないことだけ出てくる朱峯とは正反対だった。

　仲なか違たがいさせるか。それを利用して会合を潰してしまおうか。どこか隙ができればあんな組織はむしろ簡単に倒せるようになっている。仲違いさせて警察に密告できる証拠を手に入れることもできるし。政治家が関連していたらそれはまた大変だろうけど。

　とにかく、いくら考えても攻略条件はこの社交パーティーをぶち壊す。それ以外には浮かばない。ヤクザが後ろについているため少し怖いのは事実だが、だからと言って後戻りはできない状況。そうしていたら俺が死ぬ。

　前回は殺人事件。今回は怪しい社交パーティーの根絶。

　相当正義感のあるゲームだ。

　俺はとりあえず家へ帰ってきた。パーティーで倒れた時に少し眠ったせいか、むしろ疲れた気がした。そのままベッドに倒れ込んでしまい、気が付くと朝の陽ざしがふりそそいでいた。

　朝になって眠ったのに朝だなんて。驚いて時計を見ると朝の９時だった。俺が眠った時間がそれくらいだったのに？　日付を見るとなんと１日が過ぎていた。

　はははっ。アラームでもセットして寝れば良かったのを、寝過ぎてしまったようだ。

　とにかく、現在の目的は朱峯のその社交パーティーをぶち壊すことだ。昨日、九空揺愛に聞いた情報によると、十分隙があるようにも思える。俺の持つ力はアイテムと［セーブ］［ロード］。こんな難しいミッションであるほど最大限に利用しなければ。

　そのために、朱峯の財布から名刺を全て取り出した。そしてテレビなどで見かけたことのある有名な人を探した。名刺を見るとほとんどが企業家。その中に名前と連絡先だけがぽつんと印刷された名刺が目に留まった。その名前がとても見慣れている。

　俺の考えているあの人で合っていたらインターネットによく登場する政治家だ。

　まさにこういう人を探していた。勿論、この政治家に連絡をする気は全くない。ただ、顔だけ使わせてもらおうと思う。計画はこうだ。俺には［変身薬］がある。政治家に変身して朱峯に俺を推薦するのだ。そうすれば待遇が変わるだろう。初めから俺も麻薬事業をしていることにしようか。

　九空揺愛の情報によると背後にあるヤクザと仲がこじれているようだ。それが事実なら十分いける可能性がある。後ろ盾を変えようと俺に寄ってくるだろう。何にせよ有名な政治家の紹介だから。

　名刺は朱峯が持って行ってしまったが、携帯電話には通話履歴が残っている。この番号に電話をすれば加入電話の担当者のような木元という人物が電話に出るだろうが、まあ伝えてくれと言えばよい。

「はい、もしもし」

　しばらく呼び出し音が続いた電話から女の声が聞こえてきた。

「一昨日加入した長谷川です。一昨日……のあの方ともう一度お会いできますか？」

　俺は朱峯と言おうとしたが慌てて口を閉じた。彼女は俺に名前を明かしてはいなかった。教えてもらっていない名前を俺が知っているのはあまりにも怪しく思われるだろう。だからあの方と訂正した。

「ご用件は？」

「それが……薬をちょっと……」

　俺の名前を聞くと女は一層冷めた声だったが、薬の話を切り出した途端、急に声のトーンが明るくなった。

「そうですか。では面接でお会いしたカフェに11時にいらしてください」

　そう言うと電話を切ってしまった。ただの電話受付のくせになぜこんなに生意気な態度なのか。上の人間が生意気だから部下までもがみんなそうなのか。

　本当に腹が立つ。しかしあまり時間がない。とりあえず今は、怒りを抑えて出かけなければ。

　脱いでおいたスーツを再び着て家から出た。まだ時間には十分余裕があるので繁華街まで歩いた。頭が複雑すぎて、考えを整理しながら散歩がてら歩き続けているといつの間にか繁華街に着いた。

　40分くらいかかったか？

　そして地下鉄に乗ってカフェへと向かった。

　俺は計画を実行するためにカフェの前で［所持アイテム］を読み込む。




［所持アイテム］

［Lv.2　スカウター］

［万能キー］

［睡眠スプレー］

［カメラ］

［変身薬］

［望遠鏡］




　使用するアイテムは［変身薬］。俺はまず［セーブ］をした。失敗したときに備えてここで一度［セーブ］しておくのが良い。

　俺はセーブを完了させ、［変身薬］を読み込んだ。




［変身薬を使用しますか？］




　メッセージをタッチするとその上に別のウインドウが現れる。




［変身したい相手を頭の中に思い浮かべてください］




　こういう感じか。俺は名刺にあった政治家の顔を思い浮かべた。選挙の時期にだけ親切に見せかけている、ずるがしこい顔を鮮明に脳の中に描く。すると現れるまた別のウインドウ。




［適用する相手を思い浮かべてください］




　当然、朱峯だ。彼女の清純な顔を思い浮かべた。外見だけが清純な醜い女。顔がかなり鮮明に浮かぶ。




［変身が完了しました］




　現れたメッセージを見てお店のガラス窓に自分の姿を映してみたが、いつもの俺に変わりなかった。アイテムの説明通りなら朱峯にだけその政治家の姿が見えるはずだ。

［アイテム］の能力を疑う余地はない。だから俺は堂々と階段を上って行った。わざと傲慢な歩き方を演じながら。カフェには一昨日と同じく１人しかいない。

「おい」

　自然に見下しながら朱峯が座っているところまで歩いていき肩をトンと叩たたいた。すると朱峯が俺を見上げる。当然、その顔には慌てた様子が歴然だった。彼女の目には財布に入っていた名刺の張本人であるあの有名な政治家が映っているはず。

　俺が現れた時は椅子からお尻を持ち上げようともしなかった朱峯だったが、今は羽毛のように起き上がり、頭を下げてお辞儀をする。無力なその姿にすでに屈服させた気分だった。

「せ、先生がどうしてここへ？」

　言葉までどもっているさまがとても滑稽だった。疑問に満ちた表情に俺は傲慢に振舞いながらテーブルの椅子に座った。

「まあ君も座りたまえ」

　朱峯は顔を伏せて音を立てないように静かに椅子を引き、席に座った。礼儀正しい姿は初めてだ。傲慢の塊のような女が相手によって態度が天と地の差。典型的な悪女だ、悪女。

「俺が忙しい人というのはわかっているな？」

「それは当然わかっています。だからいつもいらっしゃる日を待っておりました。もしかして、私が何か間違いでも？」

　そうか。やはりこの政治家を選んだのは最高の選択だった。ここで別れても、以前有賀の名前を使った時のように本人に確認の電話をするような雰囲気ではなかった。ところで、政治家にも人脈を紹介して紹介費を巻き上げると言っていたはずだが。今、俺が変身した政治家はあまりに大物すぎて論外だということなのだろうか。

　まあそれはいいことだ。当分ばれることはないということだろうから。

「では単刀直入に言おうか」

「はい、先生」

「君、長谷川という人は知っているね？」

「はい？」

　朱峯はびっくりした表情をしばし見せたが、瞬く間に再びポーカーフェイスに戻った。驚くほど自分のコントロールに優れている。

「実は私が彼を推薦したのだよ。同業の商売をする者同士、シナジー効果を出せるようにとね。それなのに、君は彼に薬を飲ませたなんて？」

「そ、その、申し訳ございません！　まさか先生の推薦だとは夢にも思いませんでした……」

　彼女はどきっとしたのか、すぐにテーブルに頭を打ち付けながら身をかがめる。

「俺が直接面倒をみるにはここのところ俺に向けられる視線が多すぎる。だから代わりに君に送ったのに……」

「申し訳ございません！　二度とこのようなことがないように致します。その方にも謝罪し、全身全霊で手助け致します」

　頭を上げることもできずにやたら低姿勢に出る朱峯の姿に既に復ふく讐しゆうが成功したような痛快な気分だが、この政治家は俺ではない。ゆえに意味がない。

「ところで同業の商売というのはどういった……」

「おい、君はもう私に口答えまでするようになったのか？」

「いえ、申し訳ございません。私が身の程もわきまえずに」

「まあ、君のやっている商売からすると薬と関連がある」

「そ、そうですか。面接の時に少しそんな話をしたような……、先生との関係だけでも話してくれていれば……」

　俺は彼女の言葉にわざと眉をぴくりと動かした。

「それをむやみに口外するわけにはいかないだろう」

　そして怒った顔を演じながら言った。

「これはまた失礼致しました。申し訳ございません！」

　朱峯は再びテーブルに頭を打ち付けながらぐうの音ねも出せず口を閉じた。これくらいにしておくか。これ以上話しているうちにぼろが出て正体でもばれたら最悪だ。知らない話題を切り出されたら困ることになる。

「上手く世渡りしたまえ。俺はそろそろこの辺で。すぐに長谷川をここへ来させるから２人で話してみるがいい」

「はい、もちろんのことで。心配なさらないでください。失礼のないおもてなしを致しますので」

　俺はその言葉を聞いてはむくっと立ち上がり出口に向かって歩き始めた。すると朱峯は俺を見送ろうと後をついてくる。しかしそうされては俺が困る。

「人の目もあるから、もうこの辺でいい」

「あ、はい。で、ではお気をつけて！　先生」

　くるりと後ろを振り返ると、忠実そうにも俺の言葉、いや、政治家の言葉に従って元の席に戻り座る。これくらいなら成功とも言えるだろう。そして急いでカフェから脱け出し［所持アイテム］を読み込んだ。それから、［変身薬］をタッチすると次のようなウインドウが現れる。




［変身薬を解除しますか？　一度解除すると再度使用することはできません］




　何の迷いもなく、すぐにウインドウをタッチした。するとまた別のウインドウが現れた。




［変身薬が解除されました］




　俺は思わずこぶしを握りファイトと叫びながらカフェへと上って行った。カフェのアルバイト生は再び現れた俺を変な目で見つめた。変身薬が１人だけに効果があるのだから当然だ。アルバイト生の目にはまた俺が来たように見えているだろう。

　俺はそんなアルバイト生を無視して、そのまま朱峯の前へと行った。

「こんにちは」

　その言葉に俺を見上げた朱峯は席から起き上がるとにっこりと笑う。この場面。彼女を初めて見た人だったらこの清純な笑みに即惚ほれてしまっていただろう。一昨日は一度も笑みを見せずにまるで取り調べをしているかのような扱いをしておいて、政治家とコネがあるといったから媚こびるのか。

「長谷川さん！　あの方と関係があるなら言ってくだされば良かったのに。一昨日は大変失礼しました」

「まあ、いいです。遺い憾かんではありましたが忘れることにします」

「本当にごめんなさい。さておき、長谷川さんも私と同じような商売をされているとお聞きしましたが」

「はい、最初にもお話ししたと思いますが」

　俺の言葉に彼女は揉もみ手てをしながら申し訳なさそうな顔をする。

「ごめんなさい……。あまり気を悪くしないでください。ね？　ご機嫌直してくれますよね」

　ついに愛あい嬌きようを振りまき始めた。凄すさまじいとしか言いようがなかった。全てを知っている俺でもあんな愛嬌を見ると胸がときめきそうになるが、普通の男たちならどうだろうか。俺は気を確かに持ちながら計画を進行させた。

「わかりました。それより、私と事業をやってみる考えはお持ちではないですか？　これはあの方の意思でもあります」

「その話も聞いてはいるのですが……。主にどんなものを取り扱っていらっしゃるのですか？」

　専門的な質問が始まった。どんなものを取り扱っているのかって？　知らない。そんなの。急に戸惑った。わからない時には曖昧に答えるのが一番。

「大体のものは取り扱っています。一昨日飲み損ねた薬も私が取り扱っている薬のひとつですよ」

「え？」

　朱峯は俺の言葉にうっすら顔をしかめながら聞き返したが、すぐに表情が変わった。何か怪しかったのか？　まあ自分も取り扱っている薬なのにそれを飲みかけたとは可お笑かしくはある。

「あ、もちろん当然どんな薬なのか察知したので密ひそかに吐き出して薬を飲んだふりをしたのですよ。先生の名前を明かすわけにもいかないので無事に脱け出すために」

「ふふっ、そうですか」

　俺の言い訳に彼女はついに笑ってくれた。この程度なら言い訳になっただろうか。

「では私と取引しませんか？　その前に、もう少し詳しいお話をしたいので場所を変えましょう。私のビルへ。お話もして身体での対話もして、どうです？　ふふっ」

　やはり政治家の息がかかると話がはやかった。ついて行って契約を結び、本来取引していたヤクザに情報を流して泥仕合を仕込めば自分らで争うだろう。仲違いになった今がまさに適時である。

　大物議員の後ろ盾を信じて俺に近寄ってきたところで何もない。そして、そうした後に取引を通じて得た証拠を新聞社にばら撒まけば、社交パーティーは瓦が解かいするだろう。ふははっ。完かん璧ぺきな計画ではないか。

　薬のことが世間にばれてしまえば、むしろ彼女のバックにいる政治家らは手を切ろうとするだろう。まさにトカゲの尻尾しつぽ切りだ。問題を起こしているのに、ずっと面倒を見る政治家もいないだろう。そうなれば俺の復讐は達成できる。そしておそらく朱峯の攻略も。

　俺を信用させることは全て、俺が変身したあの大物政治家の力にかかっていた。

「そうしましょうか」

　俺は席から立ち上がった。お会計をする間、彼女はトイレへ行ってくると席を外した。そしてしばらくして俺たちは一昨日のあのビルへと移動した。彼女の車はＢ社の高級外車。

　ビルの地下に車を止めると彼女は先に車を降りた。そして俺も続いて降りる。

「行きましょう」

「はい」

　彼女はうっすら鼻歌を歌いながら駐車場を歩く。ご機嫌のようだ。俺のおかげか？　可笑しい女だ。それが破滅を呼び起こすとも知らずに笑っているなんて。

　彼女と俺は並んで歩いた。目の前にビルのエレベーターが見える。朱峯はその瞬間後ろを振り返ると俺に話しかけた。

「ところで長谷川さん？」

「はい？」

　いつの間にか彼女の表情が変わっていた。鼻歌も終わり、鋭い目つきは全体的に清純な彼女の顔には似合わない。

「どうされました？」

「長谷川さんが私の薬を取り扱っているですって？」

「はい、まあ似たような薬を……」

　さっき明らかにそう話していた。

「実は、あの薬は私が独自に調合して作ったものなので長谷川さんが取り扱えるはずがないのです」

「はい？　あ、あれを？」

　俺は驚いた。急に、さっき俺が薬について話をした時に、ほんの一瞬彼女の表情がおかしかったのが今よみがえる。

　でも、どうしてあの時に話さないで今になって？

　何かがおかしい。

　──ブオォォオン

　その時、かなりのスピードで後ろから車が接近してきた。いや、それに気づいた時には俺は既に車に轢ひかれていた。

　──バキバキッッ

　骨が砕ける音。

　それと同時に俺は車の上に乗り上げ地面に転がり落ちた。そして止まった車。車の中から誰かが降りてくるのがわかった。ぼんやりした視野で確認すると朱峯の姿が見える。隣にはスーツを着た男が立っているようだった。彼女は俺に近づいてきて座り込むと俺の顎あごを摑んでぐいっと持ち上げた。

「長谷川さん？　私たちの裏を探るには１００年はやいわよ」

　朱峯はそう言うと手をはたきながら身体を起こした。視野がぼんやりしてあまり見えなかったが、隣の男と会話を始めたのか話し声が聞こえてきた。

「その先生は一体何だ？」

「なんか怪しい感じもします。こんなやつを紹介してくるなんて、もしかして裏切ろうとしているのでは？　あんなにお金をたくさん注つぎこんだのに、政治家というやつらは、まったく……」

「繁道さん、あいつはどうしますか？」
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「アスファルトの材料に埋め込んでしまえばいいさ」

　恐ろしい会話をする２人。

「あら、それ見てみたいわ。ふふっ」

　そうして、その男と腕を組む朱峯。

　俺はひどい苦痛の中でも笑ってしまった。どうりであまりにも簡単に進むと思った。慎重にいこうと思ってはいたものの、この女をずいぶん見くびってしまったようだ。よく調べもせずに薬について話したのが間違いだった。俺は何とか手を動かしたが、腕が震えてうまく動かなかった。それでも生きるために何とか最後の力を振り絞り、辛かろうじてロードウインドウにタッチした。




［ロードしますか？］




「何だこいつ」

　まさにその瞬間、俺は手を踏みにじられてしまった。おかげで片方の手が動かせなくなった。それを見ていた朱峯は鼻で笑いながら言った。

「もがく姿を見るとなんだかうっとりしません？　ここはあなたの部下たちに任せて私たちはそろそろ行きましょう。人が死んでいくのを見るとまた興奮するわ」

　嬌きよう態たいを帯びた声。

　朱峯はうっとりした表情で腰を振った。俺はその言葉のおかげでなんとか気を取り戻した。消えかけていた意識が怒りによって息を吹き返したのだった。幸いなことに、ロードウインドウは消えてはいなかった。もう片方の手を動かす。しかし、力がうまく入らない。ぷるぷると震える手で何度か試みた末、何とかウインドウをタッチできた。すると、すぐに視界が白く変わり始めた。

　戻って来た［ロード］の時点は［変身薬］を使用する直前だった。

「はあ……」

　ひどい苦痛が未だに脳の中に残っていた。

　しかし幸いにも［ロード］は身体が受けたダメージを全て無効化してくれた。

　内臓が裂けたようにずっと血が逆流するその状態で［ロード］されたら結局死んでしまうから。

　安堵の一息をつきながら首を横に振った。

　彼女は今このカフェにいるだろう。

　選ぶ言葉を間違えたがために狂ってしまった現在の状況。

［ゲームシステム］を確認してみるとすでに［変身薬］は消えていた。

［ロード］は一度使用したアイテムを元に戻してはくれない。

　再購入するべきか？

　しかし失策は薬について知っているふりをしたことだけではなかった。

　朱峯とあの男。

　明らかにヤクザであるあの男と朱峯はとても親しく見えた。

　仲違いしているようには見えなかった。

　もしくはさっきのあのヤクザとは別に他のヤクザが存在するのだろうか。

　どうあれ今こんな情報だけでは［変身薬］を使うのは無理があった。

　俺はとりあえず約束を破り家へ帰ってきた。約束なんてまた［変身薬］で政治家に変身して命令すれば挽ばん回かいできる。

　家に戻った理由は、［変身薬］の使用をもう少し情報を得てからにしようと思ったから。人をアスファルトに埋めるなんてことを言っている奴らだから、あまり安易に接近するのは危ない。既に痛感した。過あやまって［ロード］もできずに即死したら全てが終わりだ。

　生死の境をさまよったあの記憶が膨張する。

　一体、どう反撃すべきだろうか。

　持っている武器は［睡眠スプレー］のみ。

　もう少し決定的なカードは何があるだろうか。

　俺は少しでも情報を得ようと朱峯の財布を再び開いた。そして全ての名刺をベッドの上に並べ始めた。運転免許証と一緒に挿してあった名刺まで全てを。財布の中身を全て取り出したのは初めてだった。

　もう少し大物はいないかと名刺を漁ってみたが先ほど変身した政治家が断トツだった。彼よりも大物の名前は見当たらなかった。

　ヤクザと親しいなら議員に変身して関わるなとでも言おうか。

　俺が面倒を見てやると言って？

　何か微妙だ。決定的なカードではない。

　元もとこの［変身薬］の計画は朱峯がヤクザと仲が良くないという前提の元で成立する。

　表向きは媚びても、実際のところは仲が良くないのではと考えてみたが、結局情報が不十分だ。名刺を投げつけ、俺はふと、朱峯の運転免許証を手に取った。

　写真はやはり清純だ。

　清純なこの外見から人を殺すと興奮するだなんていう言葉が出てくるとは。

　くそ女としか言いようがない。その清純さがもったいない。

「お？」

　運転免許証の写真だけ注目していた俺の目はとんでもない違和感を覚えた。

　それはもう、かなりの違和感。

　氏名が違った。





氏名　木元　莉里咲

住所　鳥取県鳥取市東町×××






　顔は同じだ。

　顔は間違いなく彼女だった。

　名刺と一緒に挿してあったため特に気にならなかった免許証の名前の部分。それは俺の知ってる名前と違った。木元？　彼女は朱峯だろ？　急に恐怖が押し寄せ背筋に冷汗が流れる。なんだか、相手にしてはいけない人を相手にしてしまったようで気が遠くなる。

　確認しておく必要があると判断した俺は携帯電話を取り出した。ポケットを漁って九空揺愛にもらった紙を広げた。紙に書かれた彼女の家の電話番号を入力し、すぐに通話ボタンを押した。

「ティリリリリ」

　どうか出てくれ。頼む。

　俺は声を張り上げながらどうか電話が繫がることを祈った。しかし無心にもずっと呼び出し音だけが鳴り響いた。

「ティリリリリリ」

　鳴りっぱなしの呼び出し音が俺を焦らせた。まさか、存在しない番号だとかもしくは他の番号を教えてきたのか？　腹が立って壁に携帯電話を投げつけようとした途端、幸いにも声が聞こえてきた。

　俺は再び携帯電話を耳に当てた。

「もしもし？」

「もしもし」

　何だか声がかれたように聞こえてきた。九空揺愛なのか違う人なのか確信が持てなかった。

「あの……九空さん？」

　確認しようとそう尋ねると、かれた声が受話器を越えて聞こえてきた。

「おじさん？」

「そう、俺」

　いつもはあんなに腹が立つ呼び方が今この瞬間はとても嬉しく感じた。彼女は朱峯にあまり関わるなと言っていた。勿論、間違った情報をくれたが。

「どうかしましたか？　なんだか元気がないようですが？」

　俺の様子まで見抜いて気き遣づかう彼女に何な故ぜか涙が出そうだった。それくらい、朱峯にくらった精神的なダメージは大きかった。

「ああ、大丈夫。一つ聞きたいことがあって」

「何ですか？」

「あの女さ、社交パーティーの主催者。君が気をつけろと言ったあの女」

「はい、代表が何か？」

「君、もしかしてあの女の名前を知っている？」

「はい、知っていますよ。ちょっと待ってくださいね。思い出すので……、うーん、おそらく……、たしか……、木元さんだったかな？」

　九空揺愛の知る名前も木元だった。そこで再びまた疑問が爆風を巻き起こす。

「そうか。ありがとう、今ちょっと急いでいてまた今度電話する」

「お、おじさん？」

　その言葉を最後に、電話を切った。今はもっぱら朱峯が先だ。とにかく彼女は他人に自分を木元と名乗っていた。名刺に書かれた番号に初めてかけた時に出た女も明らかに自分を木元莉里咲と名乗っていた。礼儀を欠いた生意気な口調が似ていると思っていたがまさか本人だったなんて。

　そうなると、加入電話自体も朱峯本人が受けていたということになる。まあその会合の特性上、加入がかなり重要なはずなのに部下に任せるわけがない。本人が出るのが当然だった。実際に面接の場所に来たのも本人だったし。

　では一体何がどうなっているのだ。明らかにスカウターに出てきた名前は朱峯深雪だった。見間違えるはずがなかった。俺は記憶を呼び起こした。彼女の家にあった高校時代の日記帳に名前があったかどうかを。しかし自分の日記に名前が登場することはほとんどない。普通は１人称を使うものだ

　しかし、アイテムは絶対的だ。アイテムはこの現実そっくりなゲームの世界を支配する神のような存在が作り上げたもの。だから名前を間違えるというミスを犯すことはありえない。従って、彼女の本当の名前は木元莉里咲ではなく朱峯深雪でなければならない。

　俺は再び運転免許証を見つめた。

　そういえば住所が東京ではない。発行日も彼女が丁ちよう度ど免許をとれる年齢になったくらいの頃だ。まだ田舎に暮らしていた時だろうか。日記帳によるとかなり酷いいじめにあっていたという、その田舎？

　ならば、この住所に行けば名前に対する真実を知ることができるのでは。

　木元だろうが朱峯だろうが名前に対する真実を知っている人はいるはずだ。田舎の特性上尚更。

　俺は家から飛び出した。秘密を暴く情報はやはりこの住所にあるとみた。すぐに新幹線に乗り込み身を委ねた。駅でタクシーに乗り換え免許証に書かれた住所に行ってくれと頼んだ。相当な時間を消費せざるを得なかった。

　突然こんなに遠くまでくるなんて。タクシーの運転手が何か話しかけてきていたが全く頭の中に入ってこず、生返事をしていた。タクシーは刻一刻と田舎道を走っていく。外には一面に田んぼが広がっていた。

　タクシーの運転手が降ろしてくれたところは住所がくれるイメージ通りの完璧な田舎の町。住所を見て大体見当はついていたが、この程度だとは思わなかった。こんな閑かん寂じやくな町でどうやってあの女のような化け物が生まれたのだろう。まあでもその時はむしろいじめを受ける側だったから化け物ではなかったか。

　しばらく歩いて免許証にある住所に行ってみた。小さな庭のある田舎の家、蜘く蛛もの巣がひどい。物寂しさが誰も住んでいないような廃家の雰囲気をかもしだしている。

「どうしてそこを覗のぞき込こんでいるのだい？　この辺では見かけない人だね？」

「はい？」

　声に振り向いてみるとおばさんが１人立っていた。長靴を履いている様子から田んぼで働いてきた帰り道のようだ。

「その家には今は誰も住んでいないけど、ここにはどうして？」

「あ、すみません。実は木元莉里咲という人を訪ねてきたのですが。ここに住んでいると聞きまして」

「莉里咲？　莉里咲は死んでから結構経つけど？」

「はい？　亡くなりました？」

　俺は驚きのあまり心臓が止まりそうになった。死んだなんて、では俺が相手した人は一体？　幽霊だったのか？

「ああ、莉里咲が死ぬと木元夫妻も後を追うかのように亡くなってしまったよ……。気の毒な人らだ」

　両親まで？　俺は驚愕し、ぞっとした気分をかき消すことができなかった。家族揃って死んだなんて。では東京にいる木元は一体誰なのだろう。狐きつねにつままれた気分だった。そして俺はふと頭に思い浮かんだ。もしかしたらと思いそのおばさんに別の名前を聞いてみた。呪のろわしいあの名前を。

「それでは朱峯深雪という人を知っていますか？」

「朱峯？　そいつの名は口にしてはならない！」

　おばさんはとても不快そうに見えた。俺は何かわかるような気がした。木元を知る人が朱峯も知っているということは、俺の推測が合っているかも知れない。

「少しお話を聞かせてもらえませんか？　その朱峯という人について調査していまして。実は新聞社の者ですが」

　勿論、噓だったがおばさんは俺を一通り見渡すと、特に隠すことでもないというふうに口を開いた。

「どうして今更莉里咲の名前を掘り返すのかはわからないが、あいつが未だに捕まっていないから役に立つなら話してやる。莉里咲と朱峯は幼い頃からこの町で暮らしてきたが、朱峯がかなりのワルで、大人の知らないところで莉里咲をひどく虐いじめていたみたい。それがさらにひどくなって、高校で不良グループと一緒になって莉里咲からお金を巻き上げていたそうだ。そうして、その連中と一緒に莉里咲を、あの、あれだよ」

「強姦ですか？」

　何となくそんな気がしたので、どうしても口に出せずにいるおばさんにこの言葉を発するとうなずいた。

「そう、それだ……！　でも、莉里咲はその後もひたむきに生きようとした。でも、決定的なのはあれだ。どうにか耐えて高校卒業までしたから、朱峯から離れようと東京で就職しようとした。いろいろ資格も取ったと聞いたよ。しかしそれを聞いた朱峯がまたあの連中と一緒になって彼女をひどく苦しめたみたいだ。たくさんの男に……。言葉にするだけでも恐ろしいね。私たちはそれを後から知った。莉里咲はそんな素そ振ぶりは見せなかったから」

　おばさんは木元と親しかったのか相当悲痛な表情で顔をしかめた。そして再び語り始める。

「そうして彼女は町の溜ため池いけに飛び込んで死んでしまった。それから警察が言うには莉里咲が死んだ時にお腹に赤ちゃんがいたそうだ。おそらくそれで精神を病んでしまったのだろう」

　衝撃的な真実だった。さらにおばさんの話はここで終わらなかった。まだ続きがあるらしく、話は続いた。

「とにかく人が死んだから警察が来て一時騒がしかったが、朱峯、あの女は特に決定的な証拠がないということで釈放されてしまった。馬鹿げた世の中だよ。実は朱峯は両親を早く亡くしておばあさんに育てられていたが、そのおばあさんを殺したのも彼女ではないかという話もある。とにかく莉里咲が死んだ後にも、他の町の女の子をもてあそんで死なせてしまった。それっきりどこかに逃げてしまったのよ。今度こそは証拠が確実だから殺人罪を逃れられないと言ってたけど、可笑しいことに、未だに捕まったという知らせを耳にしていない。あの女を捕まえられるようにどうか頼むよ」

「あ……。そんなことが……。ありがとうございます。早く捕まることを願います」

「あらやだ！　もうこんな時間。私はもう急がないと」

　おばさんはそう言いながら用事を思い出したのか早足で去って行った。俺は一度廃家を見つめると、絡まった糸がほぐれた気がした。東京にいるあの女はここから逃げた朱峯だったのだ。

　俺は完全に読み間違えていた。幼い頃に虐めにあって性格が歪ゆがんでしまったのではなく、元から人を虐め苦しめるのが趣味だったようだ。それも死に至らしめるほどに。今と全く同じ姿だった。

　そうなると、双子でもないのに顔が同じなのは？

　おそらく整形で似せたのだろう。警察の捜査を避けるために。未だに捕まっていないというのもこれによる可能性が非常に高い。

　おそらく一家がみな死んだのをきっかけに、木元莉里咲の運転免許証を持って上京して今に至るのではないだろうか。木元は取れる資格はおおかた取ったとのことだから運転免許証も例外ではない。就職に困っていただろうから。

　とにかくそれでスカウターには本来の名前である朱峯と表示されたのだ。整形をしたからとスカウターは騙だませない。

　死亡申告がなされたけど、どうせ現金だけを扱って表には出ない商売をしている彼女だから、木元として生きていくのには何の問題もなかったのだろう。

「くそっ……」

　俺は廃家の前でしばらくの間笑った。するとふと頭の中で朱峯をどう料理するかが浮かんできた。ここからは本気で反撃開始だ。これ以上の失敗は許されない。

　再び東京へ戻ってきた俺は復讐計画を改めた。

　勿論、今回もその中心には変身薬。

　しかし政治家に変身する気はなかった。




［Lv.2　スカウター　15万円］

［万能キー　60万円］

［睡眠スプレー　25万円］

［カメラ　10万円］

［変身薬　１００万円］

［望遠鏡　70万円］

［ストップウォッチ　３千万円］

［外車　５千万円］

［国産車　８百万円］




　前にアイテムの説明を見たとき［変身薬］には、特に回数制限はなかった。ただ、１００万円で一粒だった。事実上は回数制限があるのと同じだ。でもこれだけは外せない。俺は迷わず再購入を選んだ。




［変身薬　１００万円を購入しますか？］




　ウインドウをタッチした。そして、前に一度行ったことのある朱峯のマンションに到着した。時刻はもう明け方。俺はマンションのエントランスで［万能キー］を使用し、エレベーターに乗って上がっていき、彼女の部屋の前で再度［万能キー］を使用した。

　そして密かに部屋の中に入っていった。明け方だから寝ているだろう。中に入ってみるとリビングには誰もいない。慎重に寝室のドアを開ける。そこには朱峯が眠っていた。そんなことより、朝から人を殺そうとしておいてよく眠っていらっしゃる。勿論、ロードする前のことだが。

　とにかく再び寝室のドアを閉めてリビングに出てきた。机がある倉庫代わりの部屋に行って木元の日記を持ち出す。挟まっている写真を見るために。写真には怯おびえた表情の木元がいた。

　最初朱峯本人だと思ったこの女は、朱峯ではなく既に死んでしまった木元だった。朱峯の整形前の顔はおそらく一緒に写っている女のうちの１人であろう。

　確かではないが、推測するに木元の肩に手を回して笑っている女が朱峯ではないか。笑っている姿がカフェで作り笑いをした時と同じように感じる。もし俺の思うこの女が朱峯で合っているのなら、木元とは骨格が似ていた。整形はさほど難しくなかっただろう。

　写真を再び取り出したのは木元の顔をより詳しく表現するためだ。勿論、朱峯のイメージを浮かべればそれがまさに木元の顔でもあるが、それはあまりにも鮮明ではなかった。彼女が死んだ頃のように幼く見える必要があった。死んだ当時と同じ顔でなければならない。

　この家に写真が全くないということはすでに確認済みだった。おそらく意図的に朱峯が写真を撮るのを嫌がったためだろう。そして過去に撮った写真も全て処分してしまったはずだ。だから唯一残ったこの１枚の写真が非常に大きな役割を果たしてくれる瞬間だ。どうしてこの写真は処分しなかったのだろうか。

　おそらくそれは木元をよりリアルに演じるため日記帳を盗んできたのだが、開きもしなかったゆえに、挟まっていた写真に気づいていなかったとみるのが正解だろう。




［変身薬を使用しますか？］




　とにかく写真を見ながらイメージを思い浮かべたから［変身薬］を使うことを決心し、ウインドウを読み込んだ。




［変身したい相手を頭の中に思い浮かべてください］




　写真を手に持っていたため何の問題もなかった。写真の中の顔を頭の中に思い浮かべた。服装までも細かく。




［適用する相手を思い浮かべてください］




　これも簡単。どうせ変身したい相手と適用する相手の顔は同じだ。




［変身が完了しました］




　最後に出てきたウインドウをタッチし、写真は再び日記帳に挟んで引き出しに戻した。準備が整い、部屋から出ようとする俺の目には数々の箱が入ってきた。前回ここへ来た時には箱まで開けてみる必要はないと思い素通りしたが、改めて気になる。

　何を保管してあるのだろうか。数多くの犯罪と関わってきた彼女の正体を知ってしまった今、考えてみると箱の中にも何かがありそうだった。どうせ変身薬に制限時間があるわけでもないから確認をしてみようと思い、俺は一番上にある箱から開けてみた。しかし特に変わったものはなかった。本が詰め込まれている。続けて他の箱も開ける。ここにはがらくたが整理されていた。本当にただの荷物なのか。

　何故か根性が出て上にある箱から順に全て確認していった。根気強さが通じたのか真ん中くらいの箱を開けた時に金庫を発見した。机の後ろに積まれた箱の大きさは引っ越しで使うような特大サイズの段ボールほどだった。金庫はその大きさの４分の１程度。開けようとしたが堅く閉まっていた。どう見ても何か重要なものが入っているように思えた。揺らしてみるとお金のようではなかった。

　今は［変身薬］を使用中だから［万能キー］を使うことができない。後で持って帰り［万能キー］で開けることにして机の上に置いた。それから再び、寝室に向かおうとしたが、考えが変わった。いくら大胆な女とはいえ自分が死なせた女が幽霊になって現れたら驚かずにはいられないだろう。それに加えて幽霊が自分を殺そうとしたら？　当然それがより効果的だろう。

　俺は台所へ行って凶器を探した。すぐに食器類のそばにいくつかの種類の包丁がささっているのを発見した。俺は一番大きい包丁を手に握る。勿論、本当に殺す気はなかった。殺人は強制力を発動させかねない。ただ、脅し用に使おうと思う。

　目を開けた時にベッドの傍で包丁を持った幽霊が立っていたら、ぞっとしない人はおそらくいないだろう。

　寝室のドアを開け、部屋の中にひっそりと入っていった。起こすために下着姿の彼女の頰ほおを激しく叩いた。そして急いでベッドの傍で包丁を持ち、できるだけ不気味な表情を浮かべながらじっとしていた。

「ううん？」

　頰を殴られた彼女の目が少し開いた。

　おそらく顔がひりついたのだろう。俺も思わず力が入ってしまい少し強めに叩いてしまった。案の定、朱峯は頰をさすりながら怪け訝げんそうな顔でベッドから身体を起こした。目を開かないのか強くこすっている。

「あ～け～み～ね」

　こちらを向かせようと彼女の本当の名前をできるだけ伸ばして呼んだ。朱峯の顔がすぐに俺の方を向いた。

「だれ！」

　朱峯はびっくりしてベッドから起き上がった。しかしまだ誰かがいるということしか把握できていないだろう。電気を点つけていないために顔までは確認できないだろうから。

「あ～け～み～ね」

　俺はもう一度名前を呼びながらさっとカーテンを開けた。月明かりが窓を通して入ってくる。ようやく朱峯の目には木元の顔がはっきりと確認できたであろう。

「あ、あ、あんたは死んだじゃない！」

「お～ま～え～も～こ～ろ～し～て～や～る……」

　引き続き伸ばしながら言いつつ、脅すために包丁をちらつかした。月明かりが反射した包丁は、俺が見てもぞっとした。

「わ……。わ、ふざけないで　あ、あっち行って……！」

　朱峯はしきりに腕を振り回しながらベッドから逃げ出した。そして、寝室から出ようとしたが敷居に足がひっかかって転んでしまった。

「あ～け～み～ね」

　恐怖を与えるために名前を繰り返し呼んだ。朱峯はやっと身体を起こして少しずつ後ずさりした。表情は驚愕そのものだった。信じられないといった表情。

「夢？」

　彼女は震える手で自分の頰をつねる。しかし痛いだけだ。夢ではないから。朱峯は自らつねった頰で実感した苦痛に顔をしかめて叫んだ。

「あっち行けよ！　死んだやつがここをどこだと思って出てきたの！」

　言葉はそう言っておきながらも、身体を震わせながら後ずさりし続けた。俺は何も言わずに包丁を持った状態で彼女に向かって走り出した。

「こないでええええええ！」

　朱峯はそのまま後ろを向いて走り始めた。玄関のドアを開けると下着姿で家から飛び出した。そのくらいにパニクっていた。俺は当然後を追いかけた。怖がらせておいて警察に引き渡すつもりだった。指紋だけを照会しても殺人罪で逃げ回っている女ということがわかるはずだから。

　朱峯はエレベーターのボタンを絶えず押し続けた。しかしエレベーターが21階からゆっくり降りてきているのを見ると諦めて階段を駆け下りた。当然、俺も一緒に走ってやった。

「あ～け～み～ね」

　長々と話すことなくひたすら名前だけを呼んだ。階段を下りながら朱峯は足を踏み外してそのまま階段から転げ落ちた。身体を丸めてぶるぶると震える。

「これは悪夢だ！　多分そうだ……」

　そう言う彼女のパンツはびっしょりと濡ぬれている。小便がちょろちょろと漏れていた。彼女が転んだ床は一面水浸しになっていた。汚い小便で。俺は階段の上からそのまま飛び降りた。朱峯はそれがもっと恐怖だったのかパンツのまま小便を垂れ流しながら再び階段を下り始めた。彼女は転んだ衝撃で足を引きずっていた。捕まえようとすればいつでも捕まえられるくらい遅かったが、まだもう少し怖がらせたくてゆっくりと後を追った。

　エントランスまで下りてきた朱峯は駐車場へ走った。下着姿で走る姿は凄せい絶ぜつだ。誰がどう見ても頭のおかしい女だった。俺はそれがやや痛快だった。

　自分が殺したも同然の人が、突然現れる恐怖は思ったよりも大きかったようだ。俺もすぐに駐車場に着いた。彼女が通った道には小便が垂れている。

「来ないで。私、私は薬もやってないのに……。どうして、どうして！　死んだやつが見えるの？　一体どうして！」

　しかし予想外の事態が発生した。俺から逃げるために周りを察せず前だけを見て走っていた彼女は駐車しようとした車に轢かれてしまったのだ。明け方というのもあり、運転手は前方を全く確認していないようだった。停まっていたわけではなく駐車場に入ってきていたため、ある程度のスピードが出ていた。車が急ブレーキを踏む音と同時に朱峯は前の方へと撥はね飛とばされた。そして駐車場をころころ転がって倒れてしまった。

　俺はびっくりして彼女のもとへ駆けつけた。皮肉にも今の彼女の姿は俺がロードする前にやられた状況と似ていた。自業自得だとも思う。結局、悪い行いをすれば悪い報いがあるものだ。しかし、朱峯はそんな身体を起こして、再び足を引きずりながら歩き出した。近づいてくる俺から逃げるために。

「あ、あっちへ行け！　あっち行けって、来ないで！　あんたみたいなやつにこの私が殺されるとでも思ってるわけ……？　ゲホッゲホッ」

　俺に向かって大声を上げて再び後ろを振り向き足を引きずりながら逃げていた。驚異的な精神力だった。事故を起こした車の運転手が驚いて車から出てきたが、彼女には見えてもいないようだった。マンションの入り口を出て歩道まで逃げた彼女は車道を渡ろうとした。俺はそろそろ捕まえようと思い速度を上げ走り始めた。しかしそれがむしろ悪効果をもたらした。

　彼女は独ひとりで絶叫しながら車道を渡ろうとしたが、何の強制力が発動したのか今度は朝方の道路でスピードを出して疾走する大型トラックが現れてそのまま撥ねてしまった。とんでもない音と共に朱峯の身体は空中に打ち上げられ数メートルも吹き飛ばされていきそのまま地面に投げつけられた。

　駆けつけて様子を確認した。身体がぴくりと動いた。口からは血を流していた。朱峯はぶつぶつとずっと何かをつぶやく。

「た、助けてぇぇ、し、死にたく、な、ない」

「ふざけるな。あんたが殺した人はどうなるんだよ」

「うぅ、うるさいぃ。い、いや、私が悪かった……。だから助けてぇ、うぅぅう」

　朱峯はそう言いながら俺に向かって手を伸ばした。しかしその腕はすぐに力がなくなりそのままだらりと垂れ下がった。それを最後に彼女の身体はそれっきり動かなかった。息を確認すると死んだようだった。

　彼女が犯した数多くの悪事に比べたらあまりにも簡単に死んでしまったような気もした。それに車に２回も轢かれるなんて偶然にしてはかなりの強制力だった。

　しかし、特に気の毒だとか俺のせいで死んだとかは不思議にも全く思わなかった。俺だけでなく、どれだけ邪魔する人を車で轢き殺していたら、最後に自分も車に轢かれて死ぬのだろうか。ただ、因果応報としか言いようがない。追いかける時はとても痛快だったが急に全てが虚むなしくなった。俺は彼女にもう少し自身が犯した悪事に苦痛を感じさせて、長い時間後悔させたかった。こんなふうに死んでしまったら全てが終わりではないか。

　俺は面白くもない最期をしばらく見つめて首を横に振りながらそのままその場を離れた。サイレンの音が遠くから聞こえてきた。彼女の家に戻り、包丁を元に戻した。それから、机に置いてあった金庫を持って家に帰った。果たしてあのいかれた女が金庫に隠しておいたものは一体何だろうか、お金？

　あの朱峯が徹底的に隠しておいた金庫。何かお金よりも重要なものが入っていそうだった。そこで［万能キー］で金庫の扉を開けた。中に見えるのは書類の束と封筒。書類の束を見ると社交パーティーの加入者名簿だった。そしてヤクザが関わる資料と証拠をまとめた書類もあった。これはいわゆる爆弾だった。万が一、ヤクザとの関係がこじれた時のために準備していたようだった。

　社交パーティーを主催するヤクザを検挙するには丁度良い材料だ。ただ、加入者名簿は言葉通りパーティーに参加する人の名簿であるかのように、資金を出してコネとして利用していた権力者らの名前はそこにはなかった。当然俺が変身した政治家の名前も。

　とにかく政治家たちはいつもうまく逃げると思いながら、書類の束とは別の封筒に入っていた書類を取り出してみた。

　そこには朱峯が自ら調合した薬の情報が入っていた。上層部までは無理でも彼女とヤクザは十分制裁できるくらいの資料だった。

　そうなるとこれ以上時間を割いても仕方がない。時間は朝８時になろうとしている。郵便局を利用して俺は放送局、警察署、新聞社、そしてもしかしたらと思い、有名な雑誌の出版社にまでコピーを作って送った。いちいちコピーするのが面倒だったがパソコンが使えないため別の方法はなかった。

　こうなれば賄わい賂ろを受け取っていた政治家たちは揉み消すどころかトカゲの尻尾切り状態に陥るだろう。そんなジャンルのドラマを以前よく見ていたのを思い出しながら俺は家に帰っていった。

　どうせ俺の存在がばれることはない。ゲームを攻略しようとする行為はゲームが庇ひ護ごしてくれる。そんな確信はある。殺人や強姦のように簡単に解決しようというある種、反則のような犯罪ではない以上は。

　とにかくこれで九空がこれ以上彼女のいいなりにならずに済む。

　にわかに喜びを感じながら金庫を外に捨てるために扉を閉めようとすると中にメモ用紙が１枚入っているのに気付いた。書類の束の下に置かれていて見えなかったのかと思いつつ金庫の中に手を入れて取り出すとメモ用紙には手書きで何かが書かれていた。

　何かの組織図のようなものが書かれていた。





『裏を擁よう護ごするやつら／／資金上納……

　蝦えび原ばら増ます司じ／怡い土と頼より穏やす／澤さわ辺べ樹みき秀ひで

　立矢会？　そして私』






　俺の名前もあり、そこには丸が書かれていた。それは朱峯が直接作成したメモのようだった。そして上には何人かの政治家の名前があった。加入者名簿にはなかった名前。その中には俺が変身した議員の名前もあった。

　どんなに天下の朱峯でも、この人らについての証拠資料は集められなかったのだろう。細かいところまで目を通していると政治家の上に何かを書いて消したような痕跡を見つけた。考えてみると少し不自然だった。鉛筆で書いて消したような跡だった。見えそうで見えないため、机にあった鉛筆を持ってきて上から軽く塗ってみた。すると消えていた文字が現れた。それを見るや否や俺はそのままメモ用紙を落としてしまった。衝撃が押し寄せてきた。

　大物政治家の上に書いて消した名前。

　その名前は。

　九空揺愛だったのだ。
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　──数日前

　長谷川が社交パーティーに加入した当日

　社交パーティー開始１時間前

　ビルの最上階に警護を同行した１人の女が現れた。それに気づいた朱峯はあたふたと駆けつけた。

「こんなところまでどうされたのですか？」

「退屈でね。理性を失った男たちの狂気じみた顔でも見物しようと思って」

「そうでございますか。勿論、お好きなだけどうぞ」

　朱峯はたじたじしながら女をＶＩＰルームに案内しようとした。しかし女は手を振り払った。

「そこは嫌。部屋の外で遊ぶわ」

「はい？　それは……？」

　きょとんとした朱峯に女は苦笑いして見せた。

「男を相手する女のように装ってくれない？　適当に歩き回って楽しむから」

「そうはいきません。誤解されて男たちに襲われたりでもしたらどうするおつもり……」

　その言葉に後ろに立っていた警護の人が銃を取り出して見せた。そんな心配はいらないと、そう言っているかのように。

「よくしゃべるわね、あなた。最近ちょっと生意気なんじゃない」

「申し訳ございません！」

　朱峯は顔色を変えて頭を下げた。

「木元さん、私とても退屈なの。ここでは少し退屈をしのげるかしら？」

　女が朱峯に顔をあげろと手振りをしながら尋ねた。

「そ、それは私もちょっと……」

　朱峯は答えることができなかった。この女が何を考えているのか全くわからなかったからだ。

「服でも貸して。あんたの着ているそのドレスみたいな」

　女はそう言いながら着ていたくたびれたパーカーを脱ぎ捨てた。フードの跡がついた頭はぼさぼさで、誰が見てもみすぼらしい姿だった。そうは言っても美貌は隠せなかったが。

「髪もセットしてくれる？　こんな格好じゃ、この場所にふさわしくない気がする」

「あ、はい！　こちらへどうぞ」

　朱峯は彼女を慎重にこれから男を相手する女たちが集まっている場所へと案内した。それから１時間後にパーティーが始まった。ドレスアップした彼女は最上階を思う存分歩き回りながら獣のような男たちの顔を見物した。

　しかし、すぐに女の表情からは興味が失うせていた。

「つまらない……」

　口くち癖ぐせのようにそうつぶやいていた彼女の目に突然興味が湧いた。朱峯に案内を受ける１人の男の顔が目に入ってきたのだ。知っている顔だった。彼女はすぐに朱峯の後ろをついて行った。そして男の上に馬乗りになっている朱峯に言った。

「代表！　ＶＩＰルームで探しています。ここは私に任せてください」

　その言葉に慌てた朱峯は彼女の腕を摑んで部屋の外に出てきた。朱峯は部屋から出てくると彼女を摑んでいた腕をそっと放しながら言った。

「ど、どうされたのですか？　あんな男を相手されるだなんて」

「うん？　なんか興味があって、だめ？」

「い、いいえ。ところでも、もしかしてお知り合いですか……？」

「いや、別に」

　女はそう言いながら手を差し出した。朱峯はいぶかしげな表情。すると女はもどかしそうな顔で言った。

「薬は？　どうせ飲ませる気だったじゃない。私が飲ませるわ」

「え？　本当ですか？　では本当にお知り合いではないようで……？」

「そうだってば」

　朱峯は疑問に満ちた顔を少し落ち着かせ、女の手に薬をのせた。

「約10分後に戻ってきて」

「わかりました」

「そうだ、戻ってきたら、私、服を脱いでいると思うから、傷跡を言い訳に服を着させて」

「はい？」

「いいからそうして」

「わかりました」

　何をしようとしているのかはわからないが逆らうのは不可能だった。朱峯は頭を下げてあいさつをし、その部屋から出た。

「つまらない女……」

　女はそんな朱峯に向かって首を横に振りながら再び男の待つ部屋へと戻った。
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　初めて俺のことを心配してくれる優しい女だと思っていた。彼女がもう社交パーティーに連れて行かれなくても良いということが嬉しかった。だから違うことを祈った。しかし、いくらメモをじっと見つめても一番上に現れた名前はやはり九空揺愛だった。

　ミスか？　あの何事にも徹底して証拠資料まで集めておいた邪悪な朱峯が？　そんなはずはない。

　彼女との出来事を振り返ってみよう。落ち着いて振り返ってみると２つほど思い当たる節があった。

　１つ目は、スカウターが表示した彼女のランク。それはなんとＡだった。

　正直、これだけでも彼女を疑いに疑うべきだった。しかしある瞬間から疑問を完全に消してしまった。

　２つ目は、彼女は俺にヒントをくれるかのように言った。朱峯とヤクザの仲がこじれていると。最近よく喧嘩すると言っていたが、しかし実際はそうではなかった。仲違いをしているという九空の言葉を信じて２人の仲をこじらせようとしたが、むしろ反撃を受けて死ぬところだった。

　結局、確実にする方法はこれだけだった。本人に直接聞くしかない。俺はすぐに携帯電話を取り、彼女の家に電話をかけた。しばらく呼び出し音だけが鳴り響いた。しかし、前にもしばらくしてから電話に出たことを思い出して、忍耐を持ってもう少し待った。うんざりするほど時間が経つとようやく受話器の向こうから声が聞こえてきた。

「もしもし」

　もう聞きなれた声だった。

「もしもし」

　とりあえずいつものように返事をした。しかし実際に聞こうとすると言葉をうまく言い出せない。

「あの……」

　まともに言葉も出せずにいると彼女はそんな俺に気づいたようだった。

「おじさん？」

「そう」

「どうしたのですか？」

「少しだけ会えないかな？」

　電話では一向に話を切り出せなかった。

　だからどうせならメモを直接見せて答えを聞こうと思った。

「え？　急ぎですか？」

「うん……。いつもの停留所の前で待ってる。すぐ来てくれる？」

「え？　もしもし？　おじさん？」

　俺は返事も聞かないまま電話を切ってしまった。そしてすぐさま彼女に初めて会った停留所へと向かった。通話口の向こうから聞こえていた彼女の声は変わらなかった。こんな俺でも差別しない温かい声。そんな彼女が朱峯の後ろ盾だなんて。何かの間違いだ。

　停留所に着きベンチに座って30分くらい待っていると彼女が現れた。いつもと同じパーカーにジーンズだった。彼女は社交パーティーが終わって２人で会っていたその日の朝のように俺の隣に近寄ってきてベンチに座った。

「いきなり会おうだなんて。どうかされました？」

　彼女に何の変わった様子はなかった。俺はドキドキしながらそれとなく彼女にメモを渡した。彼女は疑問を抱いた表情でそれを受け取り、そして見た。すると急に肩を上下させながら大きく笑い始めた。

「こんなのを書いておいたの？　つまらない女だとは思ったけど、思ったよりもつまらない女ね」

　するとメモ用紙を手から放した。メモ用紙はそのままひらりと停留所の地面に落ちた。反応を見ると既に答えは出ていた。俺は震えた声で尋ねた。

「……君は一体？」

「おじさん！　そんなくだらないことを聞かれると、めちゃくちゃ腹立つ」

「え？」

　今までの敬語が急にタメ口に変わっている。態度に急激な変化が表れた。優しい声でおじさんと呼び掛けてはいるものの、表情はどうもそうではない。非常に生意気だった。俺は心の中から憤りが込み上がってきた。ぶるぶると手が震え始めた。高校の時のトラウマがよみがえる。

「そんな顔しないで。つまらないから」

「な、何。君の正体は一体!?」

「私はただの私。木元の背後にいたのは事実だけど、それはただの遊び。本当に退屈だった。あまりにもつまらないから早いうちに手を打ってしまおうとしたけど、おじさんがやってくれた。あ、そういや木元ではなく朱峯だっけ？」

「何だって!?」

「それは正直私も知らなかった。その女の本名なんて興味すらなかったから。まあ、流れで？　おじさんが突然名前を聞くから調査させたの」

　九空は笑いながらそう言った。そしたら、いきなり俺の目の前に顔を近づけてそっと目をつりあげる。

「ところでおじさんこそ正体は何？」

　その瞬間、彼女の表情はとても恐ろしかった。笑ったり、真剣な顔になったり、そして表情の変化がかなり激しかった。しかし、俺は彼女が何を聞きたがっているのかが理解しようがなかった。

「またその顔。まあいいわ。おじさんは私を少し楽しませてくれたから、特別に少しだけ説明してあげる。私そんな親切な人じゃないから、幸運だと思って。この国の裏で暗躍する人がいるの。それは誰だと思う？」

「何……？　裏で？」

　意外な質問に俺はうっかり聞き返した。すると彼女の表情は厳しくなった。

「そんなつまらない返事あともう１回でもしたら、おじさん死ぬかもしれないよ」

「え？」

　俺が聞き返した瞬間、急に停留所の窓ガラスがバリバリに割れてしまった。俺はびっくりして割れた窓ガラスを見つめた。彼女を見ると指で銃の形を作って俺の心臓に軽く当てた。

「今のは窓ガラスだったけど、次はおじさんの身体に銃弾が飛んでくるかもね。この心臓に」

　俺は冷汗が流れ始めた。心の中に沸き立っていた怒りは消えてしまい、急に恐怖が押し寄せてくる。どうやらレベルはさておき、手を出してはいけない女を恐れ知らず呼び出してしまったようだ。

「もう一度答えて。最後のチャンスだよ」

　彼女は再び笑顔になり俺に同じ質問をした。俺は衝撃で回らない頭を回転させなければならなかった。トラウマだろうが何だろうが、とりあえず何とか命を取り留めなければならない。どう答えようかためらっていたが、俺はただ出てくるままに吐き出してしまった。手はロードウインドウに向かっていた。銃で撃たれても手は動いてくれるだろうか。怖い。

「君……？」

「ぷはははっ、やっぱりおじさんらしい。私？　こんなもの着ている私が？　どうやったらそんな答えが出てくるの？　頭どうかしてるんじゃないの？　ふふふふっ」

[image: ]

　言葉ではそう言っているが、幸いにもご機嫌に見えた。さっきの銃弾が飛んでくる時の険しい表情ではなかった。安堵の一息をついていると彼女は言った。

「でも半分は正解だよ」

「え？」

「正確に言うと、私のお祖じ父いさんがこの国に莫大な影響力があるの。主に裏でね。そこのメモに書かれている政治家たちも全員うちで育てた人たちだから、政財界にはそれほどの力はある。首相や議員らは任期が終われば変わるけど、お祖父さんはそうじゃないから。だから、それが面白くない。私には父がいないの。死んでしまった。だからお祖父さんの物は全て私の物。まあそういうこと」

　何も返す言葉が見当たらなかった。その言葉通りだとしたら、現代版お姫様ということだ。それもお城の中に閉じ込められた力のないお姫様ではなく、権力を持ったお姫様。ランクＡは当然だった。これよりもランクＡに相応ふさわしい人はいないだろう。

「それで私は幼い頃から全ての物を手に入れることができたの。お祖父さんは、唯一の肉親である私に全てを注ぎ込んでくれた。このつまらない家を継ぐようにといつも求め続けてきた。そんなのいや。おかげで私はどれだけ幼い頃から退屈だったのか。だから、つまらないのはとても嫌。常に全てのことが私の予想通りに動いている。歯車のような世界が本当につまらない。本当は今も少し飽きてきた……。あのさ、おじさんの頭が急に爆発したらちょっと面白いかな？」

「お、落ち着け。その手をやめろ」

　通り過ぎる虫を踏みつぶして殺すかのように女が言うから、俺は恐怖で汗を流しながら横に少しずれた。すると彼女は再び笑い始めた。

「ふふ、冗談、冗談。そんなに怖がらないで。おじさんは私の予想を覆してくれた数少ない人だから、そんな簡単には殺さないよ」

「俺が予想を覆したと？」

「うん、それも２回も。おかげで少しは退屈をしのげた。興味が湧いたよ」

　俺がこの女の予想をそれも２回も覆してしまったということか？　初耳だった。しかし、生きるために好奇心が湧いた。再び予想を覆すために聞いておかねばならない。関わってしまった以上、このまま逃げようとしたら本当に銃弾が飛んでくるだろう。しかし、どう予想を覆したのかなんて聞けばまた面白くないという言葉を聞きそう。それはつまり死刑宣告だった。

「言ってみて」

「うん？　何を？」

　俺の答えが意外だったのか彼女は首を傾げると問い返した。よし、反応は悪くない。

「俺が予想を覆した時の感想は？」

「感想を言ってくれって？　おじさん厚かましい人だね。まあいいわ」

　再び安堵の吐息を漏らした。これ以上、命を懸かけて綱渡りをやっていたら死にそう。俺は慎重に手を動かしてあらかじめロードウインドウを目の前に出しておいた。この女の顔つきが怖くなったらすぐにロードをしよう。

「１回目は、初めて出会った時。たまに、人を観察したくて誰にでも私と寝ないかと聞いてるの。控えめなしゃべり方と敬語はそういう時のユニフォームみたいなものかな。おじさんもそれにひっかかった人の一人だった。いや、ひっかかったと思ったのに本当に驚いたよ。普通傷跡を見ると、安くしてと値切るか、不快だからやらないと言うか、太っ腹に見せかけて最初に合意した金額でもやると言い出すか、この３つのパターン。ところが、ご飯を食べようって？　私と？　とても面白かった。私の予想をそんなふうに覆してしまうなんて。少し暇も潰せたからおじさんを生かしておいたの。ねえ、知ってる？　３つのパターンのうちどれを選んでも全部アウトだということ。私について来てラブホに入った瞬間、生き残る方法はないの。しかし、一緒にご飯を食べようだなんて……。久しぶりに衝撃だった。私はおじさんのような人が現れるのを待ち望んで、そんなことをずっと繰り返していたみたい。この退屈を紛らわしてくれる人を探して」

「そ、そうか」

　あの日、やらなかったのは正解だった。やはり罠だった。それもすこぶる罠。俺は自分の決断に敬意を表した。彼女の感想はまだ続いた。

「ところでさ、どうして変に思わなかったの？　傷跡がこんなに酷くて火傷の痕も気持ち悪いのに、この傷跡をラブホに入るや否や服をするすると脱ぎ捨てて見せる売春婦がどこにいる？　普通だったら脱がないでやろうとするでしょう。そう思わない？　ふふっ」

　確かにそうだ。それは俺も正直おかしいと思った。しかし言葉にはしなかった。ただ聞くことにした。軽く口を滑らせて危機を招きたくなかった。

「それとラーメン？　あれも初めて食べてみたけどおいしかった。ああいうお店に行くこと自体が初めてだったの。一度くらいは行ってみたかったから、あの日おじさんに行こうと言ったのよ。私の思う通りにならなかったから本当に楽しかった、褒ほめ言葉だよ、おじさん。それと２回目は、朱峯とヤクザの仲がこじれていると噓を言っておじさんを罠に陥れた時。朱峯が自分の組織を調査しようとする人らはみんな殺したのを知っていたの。あの女、そういうことにすごく敏感だから。だから、一度試してみたかった。噓の情報を流して死ぬか死なないかを見ようとした。私は正直死ぬと思ったけど。でもまた予想外。むしろ私も知らなかった朱峯の正体を突き止め、社交パーティーをぶち壊すなんて。ふふっ」

「そうか……」

「それで本題に戻るけど、おじさんの正体は？」

　再び彼女の表情が尋常でなく変わっていた。俺に近づいて質問を飛ばす。この質問はさっきも聞いていたことだ。

「正体？　俺はただの平凡な人だけど」

「笑わせないで、おじさんの銀行口座にプロテクトがかかっていた。外国を経由しているのかどうなのかはわからないけど私が調べられない情報なんて、初めて。だから話して。おじさんの正体を」

「勿論、俺は平凡な人だけど、平凡な人ではない。少なくともこの世界では……」

　俺の言葉に彼女は、それは何のたわごとだという表情だった。しかしゲームについて話すわけにはいかない。それより、やはりゲームの力は絶対的だったのだ。こんな力を持っている女も俺の情報を調べられなかったということは、誰も調べることができないだろう。これは本当に大切な情報だった。

「でも、そういう人が１人くらい君の周りにいた方が、あまり退屈しないのでは？」

「ふふっ。そう？　わかった。そう出るなら期待するよ。これからも私をこのつまらない世界から救って。私は別におじさんの敵ではないよ。朱峯？　さっきも言ったけどあの女もただ暇つぶしで裏を見てあげていただけ。社交パーティーとか薬も私とは直接関係はないの。パーティーに行ったのもその日が初めて。１つ教えてあげようか？　売春婦を装っていたけど、私処女だよ、おじさん。そうだ、おじさんが私の期待を満たしてくれるならあげてもいい、本当だよ。ふふっ」

　勿論、彼女も攻略対象に属している。ランクＡも明らかに攻略対象なのは間違いない、だから、スカウターに出ていたのだろう。しかし、見るからに難しく見えるじゃないか。隠された秘密のミッションがまたどれほど波乱万丈なのか想像することさえできない。退屈から救ってくれというのは、一体どれほど巨大な裏が隠れているのだろうか。住む世界が違いすぎる。どうしても今のレベルではこれ以上言葉さえ交わしたくなかった。命が千個でも足りない。

「あ！　でもおじさん、私とのセックスを避けたよね？　それはどうして？　あの時、ベッドですっかり勃ぼつ起きしていたじゃない、あんなに興奮していたのにやらないなんて何か危険を察知する能力でもある？」

「まあ、そうだね。俺は危険に敏感だから。もし、社交パーティーで君の言葉に応じてやろうとしていたら……？」

「ん？　死んでいたかもね。そんなの面白くないじゃない。そこでやってしまっていたら、結局、私の予想通りだもの。銃弾はどこからでも飛んでくる可能性があるものよ、おじさん」

「ははは……」

　言葉を失った。しかし退屈だという時の彼女の表情は本当に憂ゆう鬱うつに見えた。この女もこの女なりの苦悩があるということなのか。おそらくそれは隠されたミッションと関連しているかもしれない。だが、やはり今は違う。俺はそれとなくベンチから立ち上がった。彼女は俺を座ったままじっと見上げる。

「そろそろ帰ってもいいかな？　この前は用事があると言って君が先に帰ってしまったろ？　今日は俺に用事が……」

「ふーん。わかった、今日は帰してあげる。私も眠たいの。私夜行性だから、朝は寝てるの。実はこんな時間に呼び出されて少し腹が立っていたけど、それは許してあげるね。あっ、あと、前に教えた電話番号あるでしょ？　それ家の番号ではなくて私直通のホットラインだから。携帯電話みたいな概念。私、携帯電話はもっていないの。そういうの面倒くさいし……。くだらない依頼とか請託をしようと接近する非常識な人が多くてさ、だからと言っていちいち１人ずつ殺すわけにもいかないでしょ？　特別に、おじさんは電話してもいいよ。ただ、つまらなかったら許さないから。ではまたね、おじさん。それとこれは命令だけど、私が呼んだら何があってもすぐに駆け付けた方が身のためだよ。じゃあ、おじさん、お休み」

　彼女はそう言いながら停留所から歩き出した。すると黒のセダンが来る。何の言葉も出なかった。よりによってあんな女に引っ掛かるとは。この世には知らない方が幸せなことがある。

　既にラブホに入る時から彼女に目をつけられていたとしたら［ロード］をしても彼女の存在がなくなることはない。だから、これからすべきことはレベルアップだ。生き残るために。元の世界に戻るためにももちろん。とにかくこうしている場合ではない。早く次の対象を見つけ攻略しなければ。

　以前の九空のイメージは消し去った。控え目で優しそうに見えた彼女は結局幻想に過ぎなかった。

　しかし錯さく雑ざつした心情、心の片隅にぽっかり穴が開いたようだった。ひょっとしたら彼女が演じた九空を好きだったのかもしれない。だがその九空から消え残ったのは、相手にするにはかなり厳しい悪魔のような女だった。俺は失恋した気分でとぼとぼと家に帰ってきた。

　とりあえず、九空は社交パーティーとは大きく関係がないように見えた。ただ楽しみを探し回っていただけ。もし真の黒幕だったら、朱峯の攻略は不可能だったはず。今のレベルの状態で彼女のように巨大な力を持った女をどう相手できるだろうか。

　そこで俺はすっかり忘れかけていた［状態］ウインドウを開いた。

　かなり衝撃が大きくて忘れていたのだ。

　攻略ができるのか確認するのを。




［隠されたミッション「噓の顔」　クリア　ミッション難易度　Ｃ］

［おめでとうございます。ボーナス３千万円が入金されました］




　するとあれほど求めていたメッセージが現れた。

　やはり九空と朱峯の攻略は別物だった。

　そしたら、［ロード］を利用して、一いつ旦たん彼女との接点を回避しつつ、レベルを上げることが最優先だ。だが、一生逃げ回ることはできないだろう。九空もまたいつかは、攻略対象になるだろうから。

　絶対、力をつけなければならない。

　俺はそう思い、［セーブ］を完了した。

　悪いことだけではない。攻略難易度が高くなったおかげで、儲もうけた金額も相当だった。３千万円だなんて。目が飛び出る金額だ。これで［アイテム］の選択の幅は確実に広がっただろう。

　出てきたメッセージをタッチするとメッセージは消えた。そこですぐに［状態］をタッチする。




　長谷川　亮

　年齢：25歳

　職業：ニート

　レベル：３

　体力：55

　魅力：22

　所持金：３１、８３０、５３０円

　経験値：２０５／５０２




　見慣れた項目。

　そして次々とメッセージが現れる。

　レベルが上がったためだった。




［レベルアップしました。能力をアップすることができます］




　体力：５５／９９９　＋[image: ]

　魅力：２２／９９９　＋[image: ]




　読む必要もない。魅力に40を投資して、体力にはとりあえず10。今最も重要なのは魅力だ。朱峯が俺をきらっていたのもおそらく魅力値のせいでもある。魅力溢あふれるイケメンだったら、あんな顔して冷たくしただろうか。魅力の数値は攻略対象の女に近づく上で最も重要な部分に思える。




［レベルアップしました。能力をアップすることができます］




　体力：６５／９９９　＋[image: ]

　魅力：６２／９９９　＋[image: ]




　62に跳ね上がった魅力。このくらいなら体感的な認識の変化がありそうだ。22から62ならかなりの変化だろう。もしかしたらと思い、トイレへ駆けつけ鏡を見る。しかし以前と同じで、俺が見るには変化がない。

［変身薬］のように俺が見ても変化がなくても、他の人には認識する仕組みだろうか。概おおむねそんな感じがする。俺は自問自答をしながら［残り時間］に移動した。




［残り時間：８６１８時間］

［経過時間：１４２時間］

［残り時間内に完全クリアできなかった場合、あなたの本来の身体は死亡します］




　１４２時間。まだ余裕がある。

　しかし完全クリアの条件は未いまだわからない。何をどうするも、攻略を続けてみるしかない。そんな俺の目の前には前回のようにゲームＴＩＰが現れた。ミッションをクリアする度たびに情報をくれる仕組みであることには間違いなかった。マニュアルのないこのゲームでは非常に大切な情報。




［ＴＩＰ：このゲームの世界の女性はゲームシステムの法則を受けます。あなたの現実世界に同じ女性が存在していても全く違う人です。ただし、ゲームの完全クリア時には、特典として好感度80を超えた対象の存在は現実に継承されます］




　やはりここは現実と同じ並行世界だった。ただ、最後のメッセージがどうもひっかかる。好感度の高い人との関係は現実でも維持できるということだろうか。

　とんだシステムだと思いながらもう一度指を持っていきウインドウを消した。もし仲が良くなった人ができたら攻略の完全クリアによって関係が切れるのは惜しいと思う。悪くはない情報。俺は肩をすくめながら［アイテム］へ指を動かした。

　そして［所持アイテム］を読み込んだ。まず先にすべきことはアイテム強化だ。




［所持アイテム］

［Lv.2　スカウター］

［万能キー］

［睡眠スプレー］

［カメラ］

［望遠鏡］




　まずは［万能キー］。




［万能キー］［強化１］

［どんなドアでも開けることができる］

［希望するドアの前に立ってウインドウをタッチすれば使用可能］

［レベルアップすることでアイテム強化が可能です］




　今回も、万能キーに関しては強化可能とのメッセージが出てきた。それをタッチすると次のメッセージが現れた。




［アイテムを強化しますか？　強化費用：20万円］




　強化２の費用は20万円。ふむ。まあ３千万円も稼いだことだし、俺は特に悩むことなくメッセージをタッチした。




［強化を完了しました］




［万能キー］［強化２］

［どんなドアでも開けることができる］

［希望するドアの前に立ってウインドウをタッチすれば使用可能］

［使用回数：10回］




　回数が強化された。使用回数はなんと10回だ。十分だ。６回だったことを考えれば感無量。

　これはオッケー、重要なのは武器としても使える［睡眠スプレー］だ。




［睡眠スプレー］［強化１］

［その名の通り睡眠スプレー。強力な性能を誇る］

［アイテムウインドウでタッチしておいた後、対象を見つめればＯＫ］

［持続時間：２時間］

［使用可能距離：２Ｍ］

［レベルアップすることでアイテム強化が可能です］




　万能キーと同じく睡眠スプレーも強化が可能だった。そうなると迷いなどない。俺はすぐにメッセージをタッチした。




［アイテムを強化しますか？　強化費用：20万円］




　万能キーと同じく20万円支払って強化を済ませた。




［睡眠スプレー］［強化２］

［その名の通り睡眠スプレー。強力な性能を誇る］

［アイテムウインドウでタッチしておいた後、対象を見つめればＯＫ］

［持続時間：３時間］

［使用可能距離：３Ｍ］

　＋強化により持続時間　２時間　─＞　３時間

　＋使用可能距離　２Ｍ　─＞　３Ｍ




　これもまた満足だ。強化の内容も予想通り。予想通りすぎて意外性もなく面白みもない。あ、九空はいつもこんな気分で生きていたのか。急に何故九空が。俺は自分の頰を力強く叩いた。




［所持アイテム］

［Lv.2　スカウター］

［万能キー］

［睡眠スプレー］

［カメラ］

［望遠鏡］




　万能キーと睡眠スプレー以外の他の物に関しては強化が不可能だった。だから強化はこれで完了。いざ、アイテム購入のために［アイテムショップ］へ移動。




［Lv.3　スカウター　30万円］

［万能キー　60万円］

［睡眠スプレー　25万円］

［カメラ　10万円］

［変身薬　１００万円］

［望遠鏡　70万円］

［ストップウォッチ　３千万円］

［眼鏡めがね　50万円］

［外車　５千万円］

［国産車　８百万円］




［Lv.3　スカウター　30万円を購入しますか？］




　とりあえず基本的な購入項目である［Lv.3　スカウター］を購入。

　そして、新たに追加された［眼鏡］もすぐに購入を決めた。

　現在の資金状況からすると、買えないアイテムではない。

　むしろ安い方に入る。




［眼鏡　50万円を購入しますか？］




　購入を済ませ説明を読み込む。




［眼鏡］

［暗闇でも昼間のように明るくしてくれます］




　50万円という金額だけに少し普通だ。１千万円台の［アイテム］が飛び交う中で、あまりに安いアイテムだからだろうか。大して感動も興味も起こらない。使い道は暗い家の中をこっそり入らねばならない時くらいかな。購入と強化に費やしたお金は１２０万円。３千万円も稼いだから大した金額ではない。どうせ、［アイテム］は攻略のための必要経費だから、ケチっても意味がない。

　そこで、俺はもう少し高いアイテムを一度購入してみたくなった。３千万円の［ストップウォッチ］と５千万円の［外車］は無理でも、［国産車］を購入してみるのもいいじゃないか。最初から結構気になっていた。そこで俺は決心し、［国産車］をタッチした。




［国産車　８百万円を購入しますか？］




　どうか、無駄遣いにはならないことをゲームの神様に祈りながら［所持アイテム］に入り、詳細説明を呼び出した。




［国産車］

［アイテムガチャ～!!］

［タッチするとランダムでアイテムガチャが始まります］

［幸運を祈ります^^］




　良いことなのか悪いことなのか、よくわからないメッセージが現れる。アイテムガチャだなんて。こいつら、ギャンブルまで助長するのか。なんだか罠にはまった感じ。しかし、どうせ買ったからにはガチャを引いてみないと。８百万円もするものだ。現れたメッセージを指でタッチすると変な音が流れる。




　ティリリロリティロリロロロ～!!

　…………

　アイテムガチャ～　結果は

　…………

　ハズレです。またの機会に




　ヴォォォオ！　俺はメッセージに向かって拳こぶしをふるった。そうしたところで、空中に腕力沙ざ汰ただったが。一瞬にして８百万円もの金が消し飛んだ。沸き上がる怒りから正気を失った俺は、再び［アイテムショップ］に入り、［国産車］を再購入してしまった。




［国産車　８百万円を購入しますか？］




　元を取りたいがゆえに正気ではなかった。正気に戻った時には全てが終わっていた。いや、今回が本当に最後。１６００万円も使ったのにまたハズレだったら、いい加減本当に気が狂いそうだ。涙まで出てきそうな勢い。

　切迫した心境で所持アイテムに入る。説明をタッチすると再びあの呪わしいメッセージが現れる。




［国産車］

［アイテムガチャ～!!］

［タッチするとランダムでアイテムガチャが始まります］

［幸運を祈ります^^］




　最初よりも１００倍はときめく気持ちで画面をタッチした。どうか頼む!!




　ティリリロリティロリロロロ～!!

　…………

　アイテムガチャ～　結果は




［「無む形ぎよう剣けん」を獲得しました］




　すると今回は何かが当たった。ハズレでなくて何よりだ。安堵の息をつく。当たった［アイテム］は名前が少し格好良かった。［無形剣］。名前ほどの価値はあるだろうか。気になって仕方がなかったので、急いで［所持アイテム］をタッチした。




［所持アイテム］

［Lv.3　スカウター］

［万能キー］

［睡眠スプレー］

［カメラ］

［望遠鏡］

［眼鏡］

［無形剣］




　すると［無形剣］という項目が出てきた。物もの凄すごいときめき感、心臓が激しく鼓動した。俺は小刻みに震える指で説明を読み込んだ。瞼まぶたを半分くらい閉じたまま、慎重にメッセージを読み下す。費やしたお金の額が大きいだけに緊張は１００倍だ。




［無形剣］

［目に見える全ての攻撃を無形の剣が弾き飛ばす］

［ただし、目に見える攻撃のみ可能、予測不可能な奇襲には無用の長物］




　何だか凄そう。このくらいならレアアイテムなのでは。今の俺にちょうど必要な［アイテム］だ。お金を投資した甲か斐いがあった。九空が銃を撃っても弾き返す可能性ができたのだ。俺は嬉しさのあまりしばらくの間［無形剣］の説明を読んで、また読み返した。

　なんか頼もしいとでも言おうか。大満足だ。こんな運任せのくじは二度とやりたくはないが、それにしても、凄い物を当てたものだ。俺は幸運の男なのだろうか。ふははっ。

　全てを完了させた俺は気分よくベッドで横になった。［無形剣］が九空に対する雑念をある程度洗い流してくれたため、ようやくぐっすり眠りにつけるような気分。さあ寝るとするか。次の攻略対象は目覚めたら探させば良い。

　疲れが一気に押し寄せてきて、俺はだんだん深い眠りについた。





[image: ]







　夜の街の暗くら闇やみは深まっていく。俺おれはその暗闇の中を歩いた。夜空の月明かりが雲に覆われる。そして、さらに深まっていく暗闇。

　目を覚ますと既すでに真夜中だった。深い眠りについていたようだ。それほど心身共に疲れが溜たまっていたのだろう。

　そして夜が明ける。パソコンの起動しない狭い部屋の中は孤独でしかない。耐えられず外へ出た。夜中の２時。普通の人たちは夢の中にいる時間。おかげで夜の街は静かだ。

　果たして攻略対象を見つけ出せるだろうか。大きな期待はしない。暗い夜道を歩いている女はそう多くないからだ。歩いて、またさらに歩くと暗闇の中に明かりが見えてきた。なんと屋台があった。こんな静かな夜の街に屋台だなんて。商売になるのだろうか。そう言えばお腹なかが空いていた。こんな夜中に開いている店は非常に珍しい。

　迷わず近寄って行くと声が聞こえてきた。

「いらっしゃいませ」

　店主に少し頭を下げ、空いている席に座った。いや、客は俺一人だった。屋台は比較的小さくて移動がしやすそうだった。取り締まりを避けて回ろうと、こういった造りにしたのだろうか。ゆらゆらと湯気の立ち上るおでんの匂においが食欲を刺激してくる。

「ラーメン１杯ください」

　メニューはラーメンと焼き鳥、そしておでんと実にシンプルだ。

　そこで俺は一番好きなラーメンを注文した。

「少々お持ちくださいませ」

　店主のおばさんは笑顔で返事をする。そして間もなくラーメンが目の前に置かれた。

「お待たせ致しました」

　おばさんの穏やかな表情と美お味いしそうなラーメンに俺は自然と気分が良くなった。魅力値を上げたおかげだろうか。今まではどこへ行っても、あんなふうに爽さわやかな顔で接してくれた人はほとんどいなかった。コンビニでも食堂でも、おばさんも若い女もみんな同じだった。

　考えてみると、外見ではなく俺の内面を見てくれた女は皮肉にも九く空そらが初めてだった。母親を除いては。

　初めて出会った時から九空揺ゆれ愛あは人を顔で判断しなかった。偽りで売春婦を演じていた九空はもちろん、本当の彼女もまた、俺を外見で判断することはなかった。彼女の場合、人間の評価の判断基準は、その人がいかに面白いか、面白くないかだから、仕方ないだろうが。

　普通の人とは考え方が違う。

　彼女が手に入れようとすれば、彫像のような男前だろうが、モデルのような筋肉マッチョだろうが、いくらでも手に入れられる。だからこそ、そんな彼女には人の外見は何の意味もなさないだろう。

　何な故ぜまた俺は九空のことを？　浮かんで来るあらゆる考えを否定しようと、首を思いっきり振った拍子に、ラーメンに肘ひじが当たってしまい、そのまま床にこぼしてしまった。なんてことだ。九空のせいだ。本当に役立たず。すると、すぐにおばさんが駆けつけてきた。さっきまでの穏やかさはどこへ行ったのか、表情はとても険しかった。ラーメン１杯こぼしたくらいであんまりではないか。

　片づけるのを手伝おうとすると、おばさんは俺の手を払はらい除のけ、拒否した。

「あ、すみません。もう１杯ください。もちろん、こぼした分はきちんと払います」

　さっきまで穏やかな笑顔を見せていたのが、急に無愛想になり首だけうなずかせると、ちりとりに麺めんを掃き集めて戻って行く。あまりの変化に俺は首を傾げていたその時、他の客が入ってきた。

　長い杖つえを持った女だった。漆しつ黒こくのような髪が肩の下まで流れている。服装も漆黒だ。若干、暗めのスキニージーンズに黒いＴシャツ。一見、黒色で塗り固められたような感じだ。

　これだと、夜の街では保護色の役割を果たして、暗闇ではあまり見えなさそうだ。履いているスニーカーまでも黒色。どれほど黒が好きなら、ここまで黒色で塗り固めてしまうのだろうか。

　顔は美人だった。最近になって美人に会うことが多くなった。実にオリエンタル美人だ。急に興味が湧わいてきたので、スカウターを読み込んだ。




［Lv.3　スカウターを使用しますか？］




　出てきた画面をタッチして隣の美人を見つめる。すると情報が現れた。




　氷ひ上がみ　美み憂ゆ奈な

　年齢：27歳

　彼氏：なし

　職業：解決師

　攻略難易度：Ｃ

　居住地：東京　OO　OO

　電話番号：現レベルでは不可

　攻略情報：気安く接近すると命が危険。しかし意外と簡単な女？　夜の街を徘はい徊かいするのは仕事のためでもあり趣味でもある。自分より１～２歳年下の男に対する幻想がある。接近するなら彼女より年下であることをアピールせよ

　好感度：０




　攻略情報が出てくる彼女。こんな簡単に、一発で攻略対象を見つけ出せるなんて運が良いのか。それもこんな真夜中に。ただ、攻略情報の意味が全く理解不能。ちょうど俺も年下だから条件には合っているということか。

　それよりも、彼女が入ってきた途端、おばさんは再び顔をしかめた。そして、作り直したラーメンを運んでくる。テーブルにぶっきらぼうに置くものだから、スープが少し飛び散った。俺がラーメンをこぼす前に笑顔で接してくれていた態度とは１８０度変わっていた。こぼしたくらいで本当にあんまりだ。おばさんを理解することはできなかったが、ラーメンは美味しかった。空腹を優しく満たしてくれるスープ、逸品だった。

　必死にラーメンを食べていると、後ろのテーブルに座っていた彼女が焼き鳥を注文する声が聞こえる。それからはしばらく続く沈黙。静かな屋台の中では俺がラーメンをすする音だけが響いていた。すると、彼女もすぐに焼き鳥を食べ始める。こっそり横目で様子を窺うかがうと、瞬く間に焼き鳥が消えていく。

　急に彼女は席を立った。食べ終わったようだ。麺をとっくに平らげてスープを少しずつすすりながらチャンスを狙ねらっていた俺は、すぐに彼女の後を追った。そしてこの辺で［セーブ］。

　しかし、彼女は視野から消えていた。姿が見えない。黒色で統一された服のせいだろう。保護色の威力を今いま更さら実感した。いや、感嘆している場合ではない。俺は［所持アイテム］を読み込み、［眼鏡めがね］を着用した。

［眼鏡］は夜間でも昼間のように視野を明るくしてくれる［アイテム］だ。尾行に使うことになるとは思いもしなかったが、今の状況にぴったりな［アイテム］であることは確かだ。連続で瞬まばたきをすると効果が発揮する。そしてもう一度長く目を閉じると、再び本来の真っ暗な夜の街に戻った。

　使用方法を熟知してからは、すぐに追跡を始めた。追跡ではないか。尾行という言葉がより似合っている。

［アイテム］を使用すると遠くを歩いている彼女が鮮明に映し出された。俺は慎重に後を追い始めた。すると、しばらく真まっ直すぐ歩いていた彼女が急に路地へと消えてしまった。俺は慌てて彼女を追って路地に足を踏み入れる。しかしそこには誰もいなかった。塀が立ちはだかっており、行き止まりだった。そのまま、急に身体が不自由になる。




［選択１　路地の奥をもう少し探ってみる］

［選択２　路地の外へ出る］




　今はこのような状況にも慣れてきた。とりあえず俺は選択２を選ぶ。この路地ではないような気もする。暗かったせいで、見間違えていたかも知れない。いや、俺は［眼鏡］を使用していたのだ、何故なのか。いずれにせよ、この路地にはいなそうだから路地の外に出てみよう。選択肢をタッチして自由になった身体で、他の路地を探ってみたが、どこにも彼女の行方ゆくえは見当たらなかった。

　妙な気分だ。やはり見間違えではない。彼女が消えたのは明らかに選択肢が現れたあの路地だった。選択肢が訳もなく現れるはずがない。そこで再び最初に入った路地に戻ってみる。しかし、やはり誰もいない。月明かりだけが俺を照らし続けている。

　選択肢が再び現れることもなかった。ならば出てくるようにしなければ。仕方がない。そこで俺は［ロード］を選んだ。それから再び急いで彼女に続いて路地へと入った。




［選択１　路地の奥をもう少し探ってみる］

［選択２　路地の外へ出る］




　ふはは、くっそー。無駄に５万円も浪費させるなんて。文句を言いながら今度は１番を選んだ。そして選択肢にある言葉に従い、さらに奥の方へと入って行った。しかし、目に見えるものは何もなかった。路地に立ちはだかる大きな塀があるのみだ。いらいらして、後ろを振り返りそこを出ようとした時、突然背中に酷ひどい激痛が走った。

　思わず悲鳴を上げ、そのまま倒れ込んだ。死の感覚が襲ってくる。車に轢ひかれた時と同じく背中が燃えるような気分。意識を失いそうだ。後ろを振り向きたかったが、そんな余裕はない。全力を振り絞って［ロード］を読み込み、すぐに画面をタッチした。すると、いつもの白い世界に変わった。

　この短い時間で［ロード］は既に２回目。

「ふうぅ……」

　背中を切りつけられた苦しい記憶、俺は深呼吸をしながら落ち着こうとした。痛みはなかった。しかし、脳には鮮明に苦痛が残っているようだ。

　これは一体何だ？

　選択肢が２つとも不正解だなんて。

［ロード］の後、俺が痛みに耐えている間、彼女は消えてしまった。再度路地に行ってみるべきなのか。路地の方へ足を動かしてみるが既に彼女の行方を見失ってしまった。何が何だか全く理解できない。

　しかし、その時

　再びとんでもない痛みが襲ってきた。後ろから誰かが俺を刺した。

　包丁。これは明らかに包丁だった。家庭用の包丁よりも少し長い包丁のようなものが俺の腹を貫通した。

　痛い、想像を絶する酷い激痛。そのまま気絶してしまいそうだ。全ての感覚が死を語っていた。

　震える手で何とか［ロード］を読み込んだ。意識が遠のく前に生きようとする意思で［ロード］をタッチした。今回もまた、俺を刺した人を見ることはできなかった。そんなことをしたら腕が力を失いロードすることもできず、永遠に動けなくなりそうだ。

　そして、再び屋台の前のスタート地点。

　もう、うんざりだ。何だ、この無限ループは。終わりのない死の迷宮に陥ったようだ。

　終わりのない迷路の中へ入り込んでしまったのだろうか。

　これはまさに、夜の街の迷路だ。

　とにかく再び走った。そして前回とは違い、ひたすら周囲を見渡した。

　路地のすぐ目の前。

　さっきはまさにこの場所でぼんやりと立ち止まっていて刃物で切り裂かれてしまった。その時は周りを気にしていなかった。だから、今回は四方を見渡した。［眼鏡］まで再度着用して。

　ところが、他の人の存在は見当たらない。

　整理してみよう。初めの選択肢が現れた時は、彼女をすぐに追跡していた時だった。

　そして［ロード］。

　その後はすぐに彼女の後をつけたが、選択肢を選び間違えて背中を切られてしまった。

　そしてまた［ロード］。

　この時はロード前に切られた苦痛のせいで気を失いかけて、彼女を追いかけるのがかなり遅くなっていた。何も考えず路地まで行き、色々と悩んでいたところを包丁のようなもので腹を貫かれた。

　この時間差には何かがあるだろうか。

　初めの死は路地。

　２番目は路地の目の前。

　疑問が冷や汗と共に背筋を伝わり落ちてくる。どこでどんなフラグを踏んでしまったのだろうか。四方は死で満ちていた。即死でないのが幸いだ。首でも切断されたら、そのままバッドエンディングだった。いや、デッドエンディングか。

　２回とも非常に痛かった。二度と経験したくない。その瞬間の感覚は、到底言葉では表現することすらできない。特に刃物で切り裂かれた痛みは想像を絶した。未いまだに頭もずきずきする。これは酷い。しかし、とりあえず再び歩き始めた。じっとしていたらまた何かが起こりそうだったから。

　すると再び路地へと流れ込んで来た。背中を切られた路地であり、選択肢が現れた路地へ。とにかくその女が消えたのはこの路地だ。秘密はここにあるのでは。しかし、現れた選択肢は全てハズレだったが。

　まさにその時だった。路地の中に少し足を踏み入れると再び選択肢が現れる。見慣れた選択肢の中に異様な選択肢が追加されていた。




［選択１　路地の奥をもう少し探ってみる］

［選択２　路地の外へ出る］

［選択３　上を見上げる］




　不思議にも３番目の選択肢ができていた。

　死の危機を乗り越えたことによってついに正解が現れたのだろうか。しかしこれも罠だとしたら？　どうせ正解などない。だからと言って、選んで失敗した選択肢をまた選ぶのはあり得ない。そうすると、また無限ループに陥ることとなる。だから、俺は３番を選んだ。

　選択肢の通りに上を見上げた。満月の月明かりが夜の街を照らしている。雲に覆われた月明かりが出てきたのだ。まさにその時、俺は塀の上に立って俺を睨にらみつける女を目まの当たりにした。さっきはいなかったのに。確かに上を見上げてみたはずだ。俺はそれほど馬鹿ではない。

　今頃になって突然、塀の上に姿を現したのだ。

　これが選択肢３の力か。

　彼女は何も言わずに杖を引っ張った。すると大きな剣が姿を現す。包丁のようなものではない。武士たちが使っていそうな大きな真剣だった。何の飾りもない味気ない剣だが、とても鋭そうに見えた。そうなると、選択肢１で背中を切りつけて来たのは明らかにあの剣だ。場所もここだった。

「ちょ……、ちょっと！」

　彼女は突然俺に向かって剣を振り回した。何だろう、このやばい殺人狂は。逃げてもどこまでも追いかけて来そうだった。

　結局は生きる手段はアイテムだ。

　また切られたくはなかった。あんな苦痛はもう二度とごめんだ。

[image: ]

　睡眠スプレー？　あれを使うには距離があまりにも遠かった。選択に迷っていると、所持アイテムの目録の一番下にある［無む形ぎよう剣けん］が目に入ってきた。これだ。一度も使用したことがない［無形剣］。

　今がまさに使い時だ。

　俺はメッセージをタッチした。




［無形剣を使用しますか？］




　九空を相手にした時に、使用したガチャアイテムだが、こんな所で使うことになるとは。ともあれ、奇襲には通用しないとアイテムの説明に出ていたから、使ったところで死を避けることはできなかったはず。しかし、今はちょうどいい状況。発動された［無形剣］は彼女の鋭い真剣をことごとく弾き返した。しかし俺の手には何も見えない。言葉通り無形だ。形のない剣。

　思いがけない刀の打ち合い。

　それもかなり高難度の。

　しばらく攻防が続いた。すると彼女が動きを止め、俺に剣を向けながら口を開いた。

「あなた……。一体何者ですか？」

　信じられないという顔だった。そのくらい剣の実力に絶対的な自信があったようだ。確かに実力はアマチュアではなかった。テレビや映画で見る、あの鋭い攻撃だった。やみくもにめった切りにするような刀使いではない。厳然たる剣技。どこかの有名な流派の……？

　21世紀に真剣で剣術だなんて。ここは剣道場ではない。笑えない殺人鬼じゃないか。

「殺人鬼にそんなこと答える必要ないと思いますが」

　彼女の言葉に言いがかりをつけた。すると女は眉まゆをひそめながら答えた。

「誰が殺人鬼ですって？」

　しらじらしい。今にも殺そうと攻撃しておいて。俺は堂々と答えてやった。無形剣があるから、少し自信があった。

「突然剣を振るい始めるあなたが殺人鬼でなければ、俺が殺人鬼だというのか？」

「あなた、私を狙って後をつけてきたのでは？」

「え？」

　呆あきれ果はてる俺の表情を見て彼女は杖のような鞘さやに剣を挿し込む。幸いにも、何か誤解があったと思ってくれたようだ。

「では、どうしてここをうろついているのかな？」

「それは……。えーっと、ナンパしようかと……」

　変な誤解をされるより、むしろ正直に話した方がよさそうだった。だから本当のことを正直に言った。するとついに彼女の顔に表情が表れた。空うつろな表情だった。

「…………」

「…………」

　しばらく沈黙の中でお互いを見つめ合う。

「あなた、今私をからかっているのですか？」

　彼女は腹が立ったのか再び剣を抜いて攻撃し始めた。俺は仕方なくまだ使用解除をしていない無形剣で攻撃を防ぎ続けた。つまらない攻防戦が続いた。そろそろ疲れ始めていた。彼女も同じく。

「どうして攻撃をしてこないのですか？　一体どういうつもり？」

　攻撃はできないからしないだけ。これは、防御しかできないアイテムだから。そう言えば、彼女は見えない剣を変に思わないようだった。まさか、他の人の目には見えているのか。俺にだけ見えないのか。それを聞こうとしたが、なんだか間抜けな質問になりそうだったからやめた。

「だから、本当にナンパしたいと思ってただけ」

「…………」

「あなたが、あまりにもきれいだから……」

「…………」

　俺の言葉に彼女は少し動揺したようだった。まるでそんな言葉は初めて聞いたかのような表情だった。

「今のその言葉……」

「え？」

「その言葉、本心ですか？」

「ナンパが目的だということ？　当たり前です」

「いや、その、そうではなくて……！」

　彼女は急にしおらしくなって言葉を詰まらせた。どうした？

「え？」

「その、だから、私は本当にきれ……いですか？」

　ああ、そこか。普段鏡は見ていないのか？

「はい。きれいと思いますが？」

　すると彼女は剣を鞘にしまい込んだ。機嫌がいいように見えるのは目の錯覚だろうか。

「そ……、そうですか？」

　しばらく無言で俺を見つめていたが、再び話し始めた。

「そういう言葉、初めてです。いや、私、今何を言ってるのかしら。えっと、私を追いかけて来たのは許すから、もう帰ってください」

　そう言いながら彼女は塀に駆け上った。その上に立って俺をしばらく見下ろした。風で長い髪がなびいていた。さっきは、気づいていなかったが、塀の上の彼女は、月明かりに照らされて何だか神秘的な雰囲気すら漂っていた。俺に何も話す機会もくれないまま、塀を飛び越え、中の家へと消えてしまった。

　既に足は踏み入れてしまった。ミッションは始まっているのだ。だから諦あきらめることはできない。彼女に言われた通り、大人しく帰るわけにもいかない。俺はどうしても彼女の目的が気になった。なぜ月夜に他人の家に入って行くのだろうか。その理由がミッションと関係があるのでは。

　俺は路地から出て堂々とその門の前に立った。そして、もはや必須アイテムとなった［万能キー］を呼び出した。

　すぐに門が開く。中に入ると庭園のある邸宅が現れた。大きさからすると相当なお金持ちの家のようだ。玄関の方へ行ってみるが、開けるには、仕方なくまた［万能キー］を使わざるを得なかった。すぐに玄関ドアが開く。家の中はとても静かだった。先ほど入って来たはずのあの女の姿は見えない。再度、［眼鏡］を呼び出そうとしたが、やめた。［無形剣］は奇襲攻撃を防ぐことはできないが、予め攻撃がわかれば、防ぐことができる。今は［眼鏡］よりは［無形剣］を持っていた方がいいのではないか。２つのアイテムを同時に使用できないことは確認済みなので、結局俺の選択は［無形剣］だった。

　幸いにも雲から月が出てきたおかげで、家の中は漆黒のような暗闇ではなくなった。それでそのまま前へと進んでみる。その時、突然２階の方で何か音が聞こえた気がした。上がってみると、太ったおじさんがさっきの女の剣によって首を切られていた。

「ひえっ！」

　俺は驚いて後ずさりした。殺人事件の現場だった。すると彼女が再び俺を攻撃してくる。俺の［無形剣］が彼女の剣を弾き返す。剣を解除していなかったのが、何よりだった。すると彼女は俺の顔をじっと見つめて言った。

「またあなた？」

「この家に入って行ったから、つい気になってついてきてみたが……」

　彼女はどうやって入ってきたのだろうか。俺は辺りを見渡して、その答えを発見した。鋭利な刃物によってきれいに切り取られている窓を。どうりで入れたのか、ふむふむ。

「たった今、確かに人を殺しましたね？　一体どうして？　殺人鬼ではないと言っていたのに？」

　彼女は死体の前で血の付いた剣を拭ふき鞘にしまった。そして、くだらない質問だというかのように答えた。

「私は解決師。何の目的もない殺人鬼とは違います」

　堂々と胸を張って言う彼女。俺に言わせれば大して変わらないような気がするが……。ところで、解決師ということは誰かに依頼を受けたということか。そういえば、スカウターの情報にも解決師と出ていた。

「ふーん、では依頼されれば、何でもやるということ？」

「それは違います」

　彼女も彼女なりの鉄則でもあるのか、俺の言葉に、睨みつけはじめた。

「私は、納得できる理由がある場合のみ依頼を受けます。実はこの男は政治家です。無理な開発計画を進めていて、ある地域一帯を滅ぼしました。その地域の人たちはみんな家を失いました。一朝にして全てを失った人たちはどこへ行ったと思いますか？　野宿する者もいて、自殺する者まで出て来ました。でも、私が依頼を承諾したのは、その理由ではありません。この人が無理な開発を推し進める過程で、反対していた地域の住民の何人もが謎なぞの死を遂げてしまっていたのです。亡くなった方の娘さんがその復ふく讐しゆうを切実に頼んできたので、私は、受けて立つべく刀を握ったまでです」

「つまり、いわゆる正義の味方ということですか？」

「いいえ。偶然にも私の心を動かしただけで、私には正義というものはありません。あるのは自分の剣に対する信念のみ。それよりもあなたは一体どうやってここへ入ってきたのですか？　何の音も聞こえなかったのに」

「俺も俺なりの方法がありまして」

　俺が肩をすくめると彼女は軽く驚いたように言った。

「まさか同業者？」

「違います。俺は殺人はしません」

　彼女の事情を聞いたら、特に彼女の殺人を非難する気にはなれなかった。最近、あまりにもよく死体を目にする。この状況に慣れたくはなかったが、慣れてきてしまっている。いや、今、重要なのはゲームの攻略だ、殺人ではない。

「それより目的は達成したように見えますが、外へ出ませんか？」

　俺の言葉に彼女はうなずいた。そして俺らは再び夜の街へ戻って来た。

「ところであなた、本当に同業者ではないですか？　私の剣を防ぎとめた人は久しぶり」

「うーん、俺は夜の街の徘徊者？」

「はい？」

　彼女の眉がつりあがった。俺の答えが気に入らなかったようだ。

「大して剣術の実力が凄いわけではありません。技も防御に集中していて攻撃には素質がないから」

　彼女はようやく納得がいくというかのように、首をうなずいた。本当のことを言えば、このアイテムで攻撃ができないだけだが、あまりにもそれらしく言ったのか？

「うーん、そうだったんですね。全く攻撃をしてこなかったのはそんな理由から？　その剣術、中途半端ですよね」

「そうなりますか」

　辛しん辣らつな批評だったが、その通りだったので、何も言い返せなかった。それよりも、このままでは彼女とは自然と別れることになりそうなのが問題だった。俺はどうにか彼女との接点を作れないかと思考をめぐらせ始めた。ここまで会話をしておきながら、このまま別れるなんて話にならない。攻略せねばならないミッションを逃すのは辛つらすぎる。

　どう引き留めておこうか。

「あの、さっきの屋台で何か食べませんか？　あなたのせいで腹が減ってきました。突然攻撃なんかしてくるものだから」

「それは、あまりにも怪しかったから、攻撃するしかありませんでした。ふうぅ、わかりました。謝罪も兼ねて、ご馳ち走そうします」

　彼女は豪快に首をうなずかせた。そして俺らは初めて会った屋台へと戻って来た。そこは俺のスタート地点でもある。そこで再度［セーブ］をした。死に満ちた迷宮はもう避けたい。迷宮から脱け出したから、とりあえず［セーブ］をしておかなければ。

　屋台は相変わらずおばさんが切り盛りしていた。客は誰もいない。最初はそれぞれ違う席だった俺らが、今は同じテーブルに座る。

「私は焼き鳥、あなたは？」

　さっきも焼き鳥だったが、よほど好きなようだ。それなら俺もラーメン。それ以外に屋台のメニューの中に食べたい料理がない。

「お二人さん、さっきもいらっしゃいましたよね？　今回はお二人？」

　おばさんはそう言いながら料理を運んでくる。俺は照れ隠しに笑った。一方で彼女はおばさんの言葉を無視しているかのように、黙って焼き鳥を食べ始めた。面白い女だ。そんなことよりも、さっきは俺がラーメンをこぼしてしまってから、何だかイラついた表情をしていたおばさんだったが、再び戻ってくると、にこにこした表情を見せた。あまりの急激な感情の変化。

　その時、何だか喉のどが渇いたような感覚がして席を立ち、おばさんを呼んだ。彼女は包丁で野菜を切っているところだった。

「すみません、お水ください」

　俺の言葉におばさんは前に置いてあった水差しを渡してきた。その時、その水差しを取るためまな板に置いた包丁に、どこか見覚えがあった。何だかもやもやした気分。俺は席へ戻ると彼女が見つめていた。その瞬間、そのもやもやは消え、先ほど見た攻略情報が思い浮かんだ。丁ちよう度どぴったりなシチュエーション。年下に対する幻想があると書いてあったよな。年下とミッションがどう作用するのかはわからないが、とりあえずアピールしてみようか。

「失礼ですが、お名前は？　何て呼べば……」

「私は氷上美憂奈」

「俺は長は谷せ川がわ亮りよう」

「ああ」

　彼女がうなずく。話が終わってしまいそうだったため、俺は続けて年齢をアピールし始めた。

「俺は25歳」

「お？　あなた、私より年下ですか？」

　するとすぐに食らい付く彼女。急に目が輝いた。

「氷上さんはおいくつですか？」

「私は27歳。ところであなた、私より年上かと思っていました」

「25歳ですが……」

　俺が言葉尻を濁にごしながら答えると彼女は笑った。しかし、それはあざ笑いではなさそうだった。ただ純粋な微笑ほほえみに見えた。俺が見るには。魅力値を少し上げたためか、もしくは、ついにありのままの俺を受け入れてくれる人が現れたのかはわからない。もしかしたら、人の顔に対する判断基準が彼女も変わっているのかもしれない。九空の判断基準が事のつまらなさなら、彼女は力の強さだろうか。

　とにかく彼女はご機嫌に見えたので、俺はスカウターで彼女の好感度をチェックしてみた。




　氷上　美憂奈

　年齢：27歳

　彼氏：なし

　職業：解決師

　攻略難易度：Ｃ

　居住地：東京　OO　OO

　電話番号：現レベルでは不可

　攻略情報：気安く接近すると命が危険。しかし意外に簡単な女？　夜の街を徘徊するのは仕事のためでもあり趣味でもある。自分より１～２歳年下の男に対する幻想がある。接近するなら彼女より年下であることをアピールせよ

　好感度：60




　ほお、１００が最高だとしたら相当良い流れではないか？　肩がぶつかったという理由で、好感度がマイナスにまで下がっていたこともあったのに、この数値を見たら、かなりの満足だ。無論、ミッションと好感度は大した関連がなかったのが今までの流れではあるが、でも、かなりの美人だ。もちろん嫌なわけがない。

　しかし、まさにその時、身体がしびれ始めた。麻ま痺ひする感覚。さらにそれは氷上さんも同じようだった。俺はすぐさま、おばさんの方を見つめた。すると、その女は俺らの方を見つめながらあざ笑っていた。

　おかしい。おかしすぎる。

　徐々に指が動かなくなっていく。俺は最後の力を振り絞って何とか［ロード］に指を運んだ。このまま麻痺したら、絶対にカッコいいところは見せられなさそうだったから。

　そして再び屋台の前。

　隣には氷上さんも一緒だ。

　彼女と一緒に再び屋台へと入って行くと、全てがさっきの通り展開される。しかし、今度は料理を口にしなかった。それだけが前回と違った。急に身体が麻痺した原因、それはどう考えても料理にあった。勿もち論ろん、俺だけが飲み、彼女は飲んでいなかった水は、その原因ではなさそう。

　突然屋台そのものが怪しく感じてきた。そう言えば、俺ら以外の客を見たことがない。いくら何でもお酒１杯飲んでいる人くらいいてもおかしくないだろう。そうでなければお金にならない商売をしていることになる。おかしいことは、それだけにとどまらず、地面をよく見てみると変なシミがたくさん見えたのだ。

　しかし、会話の内容は同じだった。そう、まさにこの時点から麻痺がきた。案の定、氷上さんは奇異な表情を浮かべながらそのままテーブルの下へ倒れてしまった。食べ物に何かしたとすると、当然屋台の主人が最も怪しくなる。［ロード］する前にあざ笑っていた姿が脳裏の奥深く刻まれている。

　その上、あの包丁。今となって確信を持ったが、あれは明らかに俺の腹を貫いた包丁だった。

　最初は氷上さんの剣。

　これは誤解が解けた。

　しかし、考えてみると２回目は違った。とにかく武器からして違っていた。

　２回目の刃物は彼女の真剣よりもかなり短いものだったのだ。

　俺は驚いて立ち上がり、力無げに苦しくうなる彼女を抱きかかえて椅い子すに座らせた。

「氷上さん！　大丈夫ですか？」

「まさかこれ……」

「違います！　会話の途中でまだ料理を食べていなかったから何ともないだけで、決して俺ではありません。誰か他の人が料理に何かしたようです……」

　すると氷上さんは何とか首を動かして中年女を睨みつけた。勿論、俺も睨みつけた。しかし、おばさんはそのまま包丁を握り俺らの前へと近づいて来た。

「おや、１人だけ料理を食べなかったのね？」

　そして彼女は俺に向かって走ってきた。あまりに速い動きに何とか包丁を避よけてテーブルの横へと身を翻した。絶体絶命の危機。アイテムなくしては、おばさん１人にすら勝てないのだろうか。何だか情けない。

「私、私の剣……」

　薬は意識を奪い去りはせず麻痺だけさせたのか、彼女はテーブルの上に上体をだらりと垂らしたまま言った。しかし剣までの距離はあまりにも遠い。再び包丁が俺に向かって走ってくる。俺はそのまま横にあるテーブルを持ち上げて投げつけた。そして、急いで所持アイテムを読み込む。




［無形剣を使用しますか？］




　しかし、タッチする前に女が再びこっちへ向かって走ってきた。その瞬間考えが変わった。どうせ無形剣は攻撃を弾くだけだ。走ってくる彼女との間隔がだんだん狭まってくる。俺は後ずさりをしながら無形剣を使用するかという画面を消して［所持アイテム］に戻り、［睡眠スプレー］をタッチした。




［睡眠スプレーを使用しますか？］




　おばさんとの距離は目前まで迫ってきた。刺される一歩直前。俺はその瞬間に合わせてメッセージをタッチした。一瞬にして女は眠りにつき、そのまま力を失って持っていた包丁を地面に落とした。

　ふう、これは体力も上げるべきか？　レベルアップはまだまだで、上げるべき能力値だけが多い。俺はとりあえず立ち上がった。麻痺した状態のまま、ここにずっといるわけにもいかないので、とりあえず氷上さんを背負い、床に転がる杖にカモフラージュされた剣を手に持ち、屋台を脱け出した。

　そして、先ほど［万能キー］を使って侵入していた政治家の家へと入って来た。２階には死体があったためぞくぞくしたが、無駄に［万能キー］の回数を浪費したくなかったから、仕方なかった。彼女をソファーの上へ寝かせて１階を探ってみたが、他に家族はいないようだった。もし誰かいたら［睡眠スプレー］で眠らせようと思ったが、そんな必要はなくなった。

「一体この家の人たちは皆どこへ行って、あの国会議員一人だけがいるわけですか？」

「わかりません」

　ふむ。何だかおかしかったが、こんな夜中まで誰も帰ってきていないということは、空き家であることは確実だった。

「まだ動けそうにないですか？」

　俺の質問に彼女は何とか答えた。

「はい……」

　仕方なく俺は彼女の横に座った。

「それよりありがとうございます……」

　すると彼女が急に感謝の意を表した。さらに続けて謝罪まで。

「実は、初めは長谷川さんが麻痺薬を盛ったのかと疑ってしまいました。ごめんなさい、信じてあげられなくて」

「大丈夫です。でも、もう信じてくれますよね？」

「え？　はい！」

「ははっ」

　彼女の目がキラキラと光っているように見えた。あまりにきれいに見える。そのきれいな目といい、セクシーな唇といい。胸が急にばくばくと鼓動を打ち始めた。

　見つめ続けていたら、変なことを考えてしまいそうだったため、喉を鳴らしながら視線を逸らした。無理に世間話をしながら時間を潰つぶしていた。どれくらい経たっただろうか、しばらくしてからソファーで動きが感じられたので、再びソファーへと視線を向けた。すると彼女は麻痺が切れてきたのか、身体をもぞもぞと動かしていた。

「痺れはとれましたか？」

　俺が尋ねると彼女は激しくうなずいた。完全に回復したようだ。

「そのようです。長谷川さん、私、借りを作ったらすぐ返さなければならない性格なので、何か恩返しをしたいですが……」

　そう言いながら俺に近づいてくる氷上さん。窓から入る月明かりに彼女の顔が反射されて、急に息が詰まりそうになった。あの唇が欲しくなる。

　俺は一瞬、衝動に駆られた。純粋な衝動に。相対的に高くなった好感度と恩返しという単語が俺を勇敢にしてくれた。

「それなら……」

「はい」

「キ、キスしてくれませんか？」

　唾つばをごくりと飲み込む俺。そう、急にキスをしてみたくなった。すると氷上さんは驚いたのか後ずさりをした。

「急にキスだなんて」

「恩返しをしてくれるのでは？」

　戸惑う彼女。

　既にそう言い放ってしまった俺は強く出ることにした。

「キスはただのあいさつですよ。あいさつ」

「そうだけど……。あ、でも弟とちゅうしたことはあるけど。そ、そういう感じか。でも……でも私が先に恩返しをするとは言いましたので、だけど……」

　その言葉が通じたのかどうか、独ひとり言ごとをぶつぶつとつぶやき出す氷上さん。

　目玉がぐるぐると回転する感じだ。

　まさかキスはあいさつだという話が通じるとは。常識が足りてないのでは。

　あの剣術を覚えるために、この世と断絶されて生きてきたのだろうか。

　ははっ。

　何故かどうでもよくなってしまった。そして、何かに取りつかれたように俺は氷上さんの身体を摑つかみ予告通りに彼女の唇に自分の唇を重ねた。

　すると彼女は俺を強く押しのけた。

「ちょ、ちょっと！」

　顔を真っ赤にする氷上さん。

　若干怒ってしまったような気もしたので、俺は本能的に言い訳を始めた。恩返しを言い訳にしても駄目だったから、今回は褒ほめ言葉に変更した。

「氷上さんがきれいすぎるのに、俺にどうしろと？」

「え……？　はい？　きれい？　その言葉もう２回目だけど……　噓うそつき！」

「噓つきだなんて、事実を言っただけ。まさか知らなかったとか？」

「私、きれいじゃないです……」

　あり得ない言葉を口にした氷上さん。一体どう育ってきたのか。山の中で剣術だけを覚えて生きてきたのだろうか。何だかそれもあり得る話で、かえって恐ろしい。とにかく再び俺は自分の欲望を満足させるために彼女を押さえつけた。

　若干、抵抗が弱まったようで、再度彼女の唇に俺の唇を合わせた。今回は拒否しなかった。俺を利用目的ではなく、ありのまま受け入れてくれた女は、この人が初めてではないだろうか。だから、もっと思い出を残したくなったのかもしれない。

　勿論、これはミッションの攻略とは全く関係ない行為であることには間違いない。ただの思い出作りだ。

　そんなことを考えながら、大きな決心をして口の中に舌を突っ込んだ。たった一度きりの思い出なら、まともなキスをしたい。すると彼女は驚いて身体をびくりと震わせる。俺より経験がなさそうだった。そこでそっと口を離して言った。

「大丈夫、これが普通です。氷上さん、剣術ばかりで、経験がなさすぎなのでは？」

「でも舌を？　き、汚い」

「さっきも言った通りキスはあいさつです、あいさつ。西洋の人たちはみんなこうします。恩返しの意味が込められているから少し大げさにしただけ」

「そ、そんな……私は初めて聞きますが……　きゃっ」

　勿論、噓だ。

　いくらキスをあいさつのようにする西洋人でもいきなり舌を突っ込んだりはしない。

　しかし彼女にはこれも通じたようだった。

　やはり思った通り、常識も足りないようだ。

　俺が押さえ続けると氷上さんは再び目を閉じる。そして彼女とのキスタイムは続いた。しばらくお互いの舌を合わせながら貪むさぼった後、唇を離すと、垂れ下がる唾だ液えきが、何だか、より彼女をセクシーに見せた。キスなら桜さくら井いともした。あの女としたのがファーストキスだなんて。

　キスが終わると、かすかに気まずい空気が流れる。恥ずかしがりながら後ずさりする姿もまた、剣を振り回していた姿とはギャップまで感じられる。それがまた可愛かった。ただ恥ずかしがりすぎだった。

　とりあえず唇を離して彼女を見つめた。すると、恥ずかしいのか顔を背けてさりげなく俺から離れる。一瞬で雰囲気が気まずくなった。俺は話題転換も兼ねて本題へと入ることにした。実はこれが重要な問題だ。おそらく、ミッションの攻略はこれと関係があるだろう。
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「ところで、あの屋台は一体何だろう？」

　屋台であのおばさんを倒したわけだから、もしかして攻略が成功したのかと思い、［状態］を開けてみたが、何の変化もなかった。恥ずかしがりながら顔を逸らしていた氷上さんも、俺の言葉を聞くとすぐに真剣な表情に変わる。麻痺薬を盛られて悔しいのもあるだろう。

「確かに！　あいつら、麻痺薬だなんて、とんでもないです」

「それに、正直この家も少しおかしくないですか。少し中を探ってみません？」

「そうですね！」

　彼女も同じ考えなのか、さっきとは打って変わって、真ま面じ目めな表情で家の中を探り始めた。最もおかしな点は、あまりの生活感のなさだった。台所を見ると食洗器まで兼ね備えていたが、使用しているような感じはない。写真や装飾品のような一般家庭には当然にありそうな物も一切なかった。これまでの経験からすると、写真の有無は非常に重要であるということを悟った。この家にも写真がないことから何か怪しいのは確かだ。

　続けて冷蔵庫を開けてみた。すると、中は空っぽだった。まるで全く使用したことがなかったかのようにきれいだった。かなり怪しい、かなり。その時、ふと屋台の地面の変なシミが思い浮かんだ。あそこも怪しいし、ここも怪しい。何よりもあのおばさんを眠らせて、そのまま放置して来たことも気にかかる。

　とりあえず、氷上さんを探すが、２階を調べに行ったのか姿が見当たらない。

「氷上さん！　俺は屋台を見に行ってきます！」

　２階に聞こえるように大きく叫んだ後、外へと走り出した。あのおばさんを警察に引き渡すような処置をとるべきだったのが、そのまま放置してきたので、あまりにも気にかかった。気分も何故かぞっとしてきたので、走っている途中に［無形剣］を呼び出し装着した。

　屋台へ着くと俺は力が抜けた。防御をする必要はなかった。何故なら、屋台そのものが全く痕こん跡せきを残さずに消えていたからだ。場所を間違えたかと思い、近寄ってみる。しかし、地面の変なシミだけはそのまま残っていた。

　よく見ると、このシミはどう見ても血痕。ちらっと赤い色が映る。でも変だ。明らかに屋台にはおばさん１人だった。［睡眠スプレー］の効力は３時間。覚めるのはまだ不可能だった。そうだとすると、また別の人がいるということになる。

　やはり今回のミッションは、氷上さんと一緒にこの屋台の真の正体を暴くことなのだろうか。

　眠らせておいたおばさんが屋台ごと消えていた。

　毒ではなく麻痺薬……。なぜあえて麻痺薬を？

　それに、初めて俺が１人で屋台に入って行った時は、何故麻痺薬を使わなかったのだろうか？

　何故、氷上さんと２人で行った時にだけ麻痺薬を？

　そして、どこへ消えたのか？

　この血痕は何を意味するのだろうか。

　政治家の家はなぜあんなに生活感がないのか？

　あの家と屋台は何の関連もなさそうだが、しかし両方ともかなり怪しい。

　何も解決できない。複雑だ、複雑。この全ての疑問が解ければ氷上さんと関連する攻略ミッションも解けるという確信がある。だが、このことを除いては、迷宮に陥った状況だ。

　辺りを見渡すと彼女が遅れてこっちへ向かってくるのが見える。俺の声を聞いてついてきたようだ。ついてくる必要がないと言おうとしたら、そこへ、急に携帯電話が鳴り始めた。だから、ポケットから携帯電話を取り出した。

「ティリリリリリ」

　発信番号を確認すると非通知だった。こんな時間に誰だろう。気になったので、とりあえず通話ボタンをタッチした。

「もしもし」

「何でこんなに遅く出るわけ？　あのさ、電話に出るのが遅くて死んだ人の話って知っている？」

　そんなこと知らない。電話に出るのが遅かったから死ぬなんて。惨みじめすぎる。俺の知る人の中にこんなに荒唐無む稽けいな話ができる人はたった一人。声にも非常に覚えがある。

　電話の相手は恐怖の大魔王と呼びたくなる女だった。その瞬間、電話を切ってしまいたかったが、物理的にそんなことは無理だということは言うまでもない。

「こ、こんな夜中に、何の用？」

　俺は瞬間的に慌てて言葉まで詰まらせてしまった。

「私、夜行性だって言わなかったっけ？」

　すると少し荒々しい声が聞こえてくる。しかし俺は馬鹿みたいにその言葉に対して、言い返してしまった。

「いや、俺は寝る時間だけど……？」

「寝てないじゃない」

「電話の音で起きてしまったとは思わない？」

「だから？　そうだとしても、当然、起きて電話に出ないと。私はおじちゃんの都合に合わせて電話しなきゃいけないわけ？　つまらないこと言わないで」

　はいはい。そうでしょうね。何で電話して来てまで俺を苛いら立だたせるのか、このお嬢さまは。堂々といい加減ふざけるなと言ってやれない我が身が哀れすぎる。

「それで、要件は？」

「おじちゃん、私が電話までしてるのにずいぶん言こと葉ば遣づかい、失礼じゃない？　私、つまらない人も嫌いだけど、身分をわきまえない人はもっと嫌い……」

「何故お電話をされたのかお聞きしてもよろしいでしょうか？」

　俺がすぐに口調を変えると、九空はかなり低い声で話した。

「その台詞せりふも」

　一体どうしろと言うのだ、このクソ女が。罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせてやりたい気持ちが沸き上がるのを我慢するのに精いっぱいだ。もう気が狂いそうだ。

「俺は今深刻な状況に置かれている。頼むから要件だけを言ってくれ。本当に忙しいんだ」

「深刻な状況？　何それ？　面白いの？」

「いや、面白いわけがないだろ。こっちは死ぬ危機なのに……」

「あら？　それ面白そう。おじちゃんに興味を持ったって言ったこと、忘れたの？　私を楽しませてくれそうだから生かしてあげたのに、一人で楽しんだら怒るかも」

　このいかれた……おおおおおんな……こっちは本当に何度も死にかけてたのに何が面白そうだよ。

「要件がないなら電話切ってもいいかな？　面白いことは、死の危機から逃れてから探してみるよ……」

「電話を切るって？　おじちゃんの命を絶つのではなくて？」

「いや、だから……」

「うへへ。消え入りそうなその声。とにかく面白い。まあ、いいわ。死の危機なら今回は見逃してあげる。一生懸命死なないように頑張って。私を楽しませてくれるべきおもちゃがもう壊れてしまうのは嫌だから。わかった？　じゃあ、ばいばい」

　すると、一方的に電話を切られた。事あるごとに人の命をもてあそぶ女だ。その上、俺の事はもう完全におもちゃ扱いだった。俺は歯を食いしばりながら携帯電話を遠くの天の川まで投げつけたかった。だが、実際のところ、それができないので、せめて着信拒否でもしたかったが、それはもっと不可能だった。そんなことをしたら本当に殺してやると飛びついてきそうだ。

　通話をしている間、到着した氷上さんは、俺が電話を切るのを待っていたかのように話しかけてきた。

「誰ですか？」

「ああ、ネジの緩んだ変な人とでも言おうか」

「ふーん、そうですか。ところで、屋台が消えてしまいましたね」

「はい、何かがおかしいです。おそらく仲間がいるような気がするが……」

　俺がその言葉に同意すると彼女は深刻な表情で何か考え事にふけたが、すぐ明快な分析を始めた。

「どう見ても、殺人自体が目的ではなさそうです。そういう場合、だいたいは単独犯だから……」

　そうか？　確かに、本で氷上さんが言うような殺人鬼たちに仲間がいるのを見たことがない。それに、ここだけがおかしいのではない。あの家もおかしかった。

「氷上さん、あの政治家が住んでいる家はどうやって調べましたか？　家族と一緒に住んでいる家ではなさそうですが」

「私もよくわかりません。昨日きのうの夜、尾行していたらあの家に入って行ったので、当然あそこに住んでいると思いました」

「そうですか。それとまたおかしいのは、政治家には普通、警護がついているのでは？」

「そうなのです。だから、手っ取り早く先に警護人から片付けようとしたのですが、あっけなくも１人でした」

　家族のいない家に警護の人もつけずに１人でいる？　一般人でもない人が？　全てがおかしかった。とにかくここにいても何も解決しそうもない。

「もう一度あの家に戻ろう。もう少し細かいところまで探ってみる必要があるかも知れません。さっき２階まで調べてみましたか？」

「いいえ？　ちょっとトイレに入っていただけですが、長谷川さんの屋台に行くという声が聞こえたので、ついてきました」

　今回のミッションは少し変わっている。攻略情報が出てくる女の大部分は敵だったが、初めて味方ができたのだ。それが何故かワクワクしてきた。俺はとりあえず彼女と雑談をしながら再び政治家の家へと戻って来た。依然として家の中は静かだ。先ほど１階は全て調べたから、今回は２階へと上ってみた。

「ん？　何かおかしい」

　２階に上がり死体を見るや否いなや、氷上さんが何かおかしかったのか首を傾かしげる。勿論、俺の目には変わった様子はなさそうに見えた。首を切られて死んでいるただの死体だ。

「どうかしましたか？　おかしいって、何が？」

「横になっている姿勢が微妙に違います」

　微妙に？　そんなことを見極めるなんて驚異的だ。氷上さんは完全に座り込んで、死体をくまなく調べ始めた。しかし、見つめるだけで死体に触れようとはしなかった。汚いものはまた嫌いなようだ。

「誰かが身体を漁あさったみたい」

「え？　本当に？」

　意外なことを言うから驚いて聞き返したが、彼女の表情は断固として、自分の分析を確信している様子だった。

「きゃぁぁぁあ……」

「ん？」

「いやあああああ！」

　冷静に分析していた彼女はどこへ行ったのか、氷上さんは急に真っ青になって俺に抱きついてきた。この女、急にどうした？

「何、どうかしましたか？」

「ネ、ネズミ！」

　しかし、彼女が指示した方向を見ても、ネズミのようなものは見当たらなかった。仮にいたとしても、きっとすぐにいなくなっていたに違いない。だが、あえてネズミがいなくなったとは言わなかった。彼女のあまりにも生々しい胸が優しく俺の胸板に触れたためだ。

　胸は柔らかく弾力のあるマシュマロにでも触れているようで、ひたすら俺を恍こう惚こつとさせた。どうしてこんなに柔らかいのだろう。そのようなことを考えていた脳細胞がやっと鎮静されたのは、死体の前であるという現実によってだった。俺は正気に戻り、やっとのことで彼女を離そうとした。

「ネズミは逃げました。もう大丈夫です」

「そ、そうですか」

　俺の言葉に軽く顔をあげ周囲を確認すると、少しずつ俺から離れていき、完全に身体を離した。そして恥ずかしかったのか、身体をくるりと振り返って俺から背を向けた。人は平然と殺しておきながら、ネズミは怖がるのか。あんなに強いのに、妙に恥ずかしがり屋だし。まあ、それもまた可愛いが。

　ところで、そんなのは特に問題ではない。

　ネズミのせいでしばし本題からずれてしまったが、再び気を取り直すと、死体が動いた跡があるというのは、一つの結論に達する。誰かがこの家に入ってきたということだ。少し前に屋台に移動していた時なのか、もしくは、政治家を殺した後、空腹を満たそうと屋台に行った時のうちどちらかだ。

　ならば、屋台の殺人鬼とこの家の死体はまさか接点があるということだろうか。それはあまりにも飛躍しすぎ？　増え続ける疑問の中で俺は未だにネズミがいるかどうかと気にして辺りを見渡している彼女に言った。

「とりあえず１階へ下りましょう」

「はい！」

　ネズミに対する恐怖のせいか、彼女は先頭に立って階段を下りて行く。俺も後を追って１階へと下りて行った。１階は既に調べ済みのはずだが、今回はより慎重に家全体をひっくり返して探り始めた。

　そして、一番大きい部屋に足を踏み入れた。シングルベッドとタンス。そして化粧台。一見、備えるものは全て備わっていたが、この部屋もまた生活感がゼロだ。きちんと敷かれている布団はさておき、化粧台に置かれている化粧品などは全て新品だった。使用した痕跡が全くない。

　住んでいた人たちがいなくなったわけではない。最初からこの家に居住する人はいなかったようだ。家具のみが完かん璧ぺきに飾られている様子、すなわち、カモフラージュとでもいうか。

　そう考えるとさらに怪しい。どうしてカモフラージュを？　空き家のように見えたらいけないから？　そして、怪しいだけではなく部屋全体から違和感が強く漂っていた。

　ベッド、タンス、化粧台。もう一度家具をよく見る。ちょっと待って！　シングルベッド？

　そう言えば、部屋の大きさに比べてベッドが小さすぎる。化粧台とタンス。そして部屋の大きさからして、ここはどう見ても夫婦の寝室だ。ところが、夫婦の寝室のように飾っておきながらベッドは１人用だなんて。

　違和感の正体はこれだった。ベッドの大きさ。

　そこでもう少し調べるため近くに寄ったら、非常に変わったものを発見してしまった。ベッドの脚がなんと車輪式になっていた。キャスター付き椅子のようなベッドだなんて。

　ベッドを横に押してみるといとも簡単に俺の手に押されてしまう。ベッドはまるで横に動くことを目的として作られた感じだ。１人用のベッドである理由も軽さを考えてだろうか。ははっ。

　ベッドが動くと床には階段が現れた。地下室への入り口のようだ。

「氷上さん！」

　近くにいたのか、呼ぶとすぐに氷上さんが部屋へと入ってきた。俺が発見した通路を見て、目で慎重に下を探索し始めた。

「隠された地下室だなんてかなり怪しい……　下りてみますか？」

　氷上さんは鞘から真剣を抜きとり、慎重に一歩一歩階段を下りて行った。では、俺も［アイテム］を装備せねば。




［無形剣を使用しますか？］




　画面をタッチすると手に重みを感じた。実体のないこの剣は俺の命を守ってくれる非常に重要な［アイテム］だ。

　下へと下りていくと生臭いにおいが鼻をついた。正確に言うと生魚の生臭さではない。そう、これは血ち腥なまぐさい。

　地下室のセメントでできた床は、屋台で見たのと同じくシミだらけだった。その上、屋台で見たものよりも、今目の前にあるシミの色がより濃い。

　これは確然と赤黒い。床の中央には、ぽつんと手術台が置かれていた。手術道具が散らかっている。何か他の手掛かりはないかと、しばらく探りながら隅の方へと向かった。そこには銭湯の大浴場のような施設があった。そして、ここにも間違いなく赤黒いシミがあちらこちらに飛び散っていた。ぞくぞくすることこの上ない光景だ。

　氷上さんは俺とは反対側を探っていたが、氷上さんは急に大声で俺に向かって叫び出した。何かを発見したようだ。

「長谷川さん。何だかわかりました。臓器密売です。全ては臓器を抜き取るためでした」

　氷上さんは俺に手で合図をすると、身体を素早く飛ばして階段の上へと上って行く。臓器密売だなんて。彼女があまりに切迫した様子で走るものだから、俺もつられて考える暇もなく走り出した。

　しかし、俺らは１階に戻ることはできなかった。通路があった部屋の中は、既に激しい炎に占領されてしまっていた。そして、その炎は地下へと下りてくる階段に流れる液体に続いて高速に燃え広がってくる。おそらくあの液体はガソリン？　それを避けながら後ずさりをしたが、酷い煙によって徐々に意識が混こん濁だくしていった。

　そして、地下まで火が急速に燃え広がってきた。かなり熱かった。このまま死ぬのか。何か方法はないだろうか。周りを見渡してみたが、他に出口はなかった。

　煙で窒息する寸前に、俺は［ロード］を読み込んだ。今回のミッションだけで既に何回目だろうか。仕方なく再度、全てをそのまま展開させることとなる。

　氷上さんとキスをして屋台へ走った。キスは外せない。これはお互いの感情の交換だ。その後からは急いだ。前は既に屋台が消えていたが、急げば今度こそは何か手掛かりを摑めるかも知れないという考えから。

　しかし、期待は一気に崩れ落ちる。全力疾走したが、そこには既に屋台はなかった。

　俺は激しい息を吐きながら、屋台があった塀にもたれかかった。

　とりあえず一度状況を整理してみるか。

　氷上さんは急に臓器密売という単語を口にした。地下室の手術室だけを見て、何故そう判断したのかはわからない。臓器を根こそぎ抜き取られた死体でも発見したのだろうか。そうだとしたら、何かパズルが組み合わさって行くような気もする。

　俺が１人で屋台へ入った時、初めに注文したラーメンには、おそらく麻痺薬が入っていたのではないだろうか。運よくそれをこぼしてしまったおかげで、麻痺薬にやられなかったのだろう。俺もまた、臓器を抜き取られかけたのだ。ただただ幸運だった。ラーメンをこぼしただけで急に変わってしまったおばさんのあの表情が浮かぶ。

　しかし、そうだとしたら一つ疑問が残る。

　なぜ再度注文したラーメンには麻痺薬が入っていなかったのだろうか？　後から入ってきた氷上さんの焼き鳥にも薬は入っていなかった。二人とも無事に屋台から出てきたから。あの時の氷上さんと俺はお互い知らない仲だった。俺は既にラーメンを注文した後であり、おばさんがラーメンの器にスープを入れている時に氷上さんが入って来た。

　もしかして、こういうことなのか？

　俺が先に食べて麻痺を起こしたら横にいる人が怪しく思うかも知れない。同行者でない以上、同時に料理を食べる可能性は非常に低いのは事実だ。だから、あのおばさんは再度注文したラーメンには薬を入れなかったのである。当然、同じ理由で焼き鳥にも薬を入れていなかったのだろう。それで獲物を逃したあのおばさんの表情がふて腐れていたのだ。

　その後、俺が１人で路地の周囲をうろついているところを腹いせも兼ね突き刺したとなると、全ての謎が一気に解ける。おそらく、切り裂いて臓器を全て抜き取られていただろう。もし［ロード］がなかったとしたら。

　鳥肌の立つ事実だ。単に切られて死ぬだけでなく臓器まで抜き取られるところだったなんて。

　屋台に入るや否や、すぐに気絶させて、拉ら致ちを試みなかった理由はどうしてだろうか。

　まあ麻痺薬を利用していることだけを見ても、どれほど慎重な組織なのかがわかる。万が一、武力を使って気絶させたり、拉致をしたりしていたら、氷上さんのような人に引っかかってしまうと、逆にやられてしまう可能性だってある。

　ただでさえ誤って逃げられたりしたら正体がばれる可能性があるから、奇襲するよりかは比較的安全な麻痺薬を使用しただろう。

　それに、数的に優位であるはずなのに、俺らに突然襲いかかってこなかった。むしろ、監視しながら隙を狙って確実で安全に処理できる放火という方法をとったことだけを見ても、どれほど用意周到であるかがわかる。全てを燃やすということは、２階にある死体と地下の手術室という証拠まで消して、俺らまで処理できる素晴らしい方法なのだ。

　その緻ち密みつさに呆あきれて俺は首を自ずと横に振っていた。

　初めに別々に屋台へ入って行った時とは異なり、２回目の時は、俺は氷上さんと同行していた。当然同じタイミングで料理を注文した。

　だからあの時は麻痺薬を盛られたのだ。同時に料理を運んできてくれれば、当然同時に料理を食べる確率が非常に高い。こいつらは失敗の可能性のある方法は排除して、少しでも可能性の高い方法を選んでいた。

　手術室が死体のある家で発見されたことを考えると、おそらくあの政治家が黒幕ではないだろうか。

　そうなると、これだけの緻密さも理解できる。地位の高い議員さんだけに、慎重なのも当然だった。それより、黒幕が死んでも組織が動いているということは、裏にまた他の黒幕がいるということだろうか。もしくは最後の悪あがきとか。

　勿論、氷上さんは政治家をこんな密売組織の黒幕であるとも知らずに殺したのだろうが。それによってきっと彼らも全てがこじれ始めたのだろう。

　あの家は作業室そのものだったはず。屋台の近くでもあり、拉致した人をすぐに新鮮な状態のまま解体できる作業室。

　くそ野郎という単語しか出てこなかった。

　だが、おかげでパズルを組み立てることができた。やつらの手法を知っているから、対策は可能だ。

　では、どうやってやつらをとっ捕まえようか。刃物で刺し殺されかけ、火で焼かれかけ、何度も死にかけた復讐をしなければ。

　今回は今まで以上にハードコアだった。

　とにかく反撃をせねば。未来を見たからにはやつらの不意を突いてやる。ちょうど氷上さんも屋台へ向かって歩いて来ている。当然だが、既視感を覚えた。何か忘れているような気が。そうだ、おそらくちょうど今頃に電話が鳴るはずだった。

「ティリリリリリ」

　予想通り、非通知の電話が鳴り始めた。俺は後で、寝ていたと言い訳するつもりで電話に出なかった。というよりかは、そんな余裕がなかった。急いであの家に戻り、逆攻勢を繰り広げたい。

「氷上さん！　悪いけど、もう一度あの家に行こう。急いで！」

「えぇ？」

　俺が何の説明もないまま急いで走ると、彼女は戸惑いながらもとりあえず俺の後を追い始めた。走っている途中も電話が鳴り続けていたようだったが、とれる状況になかった。やつらの予想を覆すためには時間がなかった。家に着くと状況は同じだった。俺は時間に遅れることなく、ベッドを押しのけて地下室へと向かう通路を開放した後、氷上さんを待った。しばらくして、少し顔に汗ばんだ彼女が現れた。

「どうしてそんなに急いでるのですか？　あっ、　ここは……」

　氷上さんは俺を見て何か言おうとしたが、地下室へと下りて行く階段を発見すると、しばらく黙りこみ慎重な表情になった。俺は肩を少し上下させ、氷上に地下室の正体を告げた。

「手術室です。血まみれの……」

「手術室？」

　俺は既に地下室へ下りていたかのように説明をし始めた。［ロード］の前に見て来たから、間違った話ではない。すると彼女の表情が急激に暗くなる。突然身体を震わせ始めた。ただ、恐怖に身体を震わせているようには見えない。他の理由であろう。

「臓器密売……」

　平然を装って言うようだったが、表情はそうではなかった。

「氷上さん？」

「私の実の弟を死なせたのも、このような臓器密売の組織でした。幼い子どもの目が必要だという理由で。こんなことをするやつらは、依頼など関係なく容赦できない」

　手をぶるぶると震わせながら剣をぐっと握りしめた。そんな事情があったのか。まさか、死んだ弟に対するトラウマのせいで自分より年下の男に対する幻想が生まれたとか。もしやこの女は今俺を自分の実の弟と重ねてみているのだろうか。そう言えば、さっきキスした時も弟となんとかって言っていたような気がする。

「大丈夫。長谷川さんは何があっても私が守ってあげる」

　そう言いながら彼女は急に俺を抱きしめた。やはり死んだ弟と俺を重ね合わせているような感じがする。よりによって何故弟なのか。さらに実の弟を相手するかのように急に自然とタメ口になっていだ。俺はとりあえず彼女を突き放した。そして話題を変える。いや、本当に気になる点でもあった。

「それで、やつらに復讐はしましたか？」

「いや。やつらはそのまま姿を晦くらましてしまったので。それに、当時私は未熟でした。名ばかりの解決師で、まだ一人前ではなかった時代だから……」

「では、同じグルの可能性もあるかも知れませんね」

「うん、他の依頼を受けながらもずっと後を追っていたけど、こんなところで事件の糸口が見えるとは」

「しかし、黒幕はどう考えてもさっき殺した政治家のような気がするけど、考えによっては、既に復讐は成功したのではないですか？」

「そうなるのかな。やはりクズだとは思っていたけど、その裏がこんなに腐ってるなんて。でも、まだ実行組織が残っているでしょ？　復讐が成功したというにはまだ早いわ」

　そうか？　今回のミッションは、臓器密売組織の実体を暴いて氷上の復讐を成功させることだろうか。攻略ミッションの条件に対する確信が持て始めた。情況上、全てが当てはまる。それならば、より一層、積極的に復讐を助けなければならない。

「それより、俺たちは一いつ旦たん、地下室に下りて行くふりをしましょう。何だか、やつらが隠れて見ているような気がします」

　そう言いながら俺は彼女の手を引いて地下室へ下りて行った。しかし、完全には入らず階段の真ん中あたりで立ち止まっていた。やつらに俺らが地下室へと下りて行ったという確信だけを与えた後、すぐに上がって行き、やつらに奇襲をする作戦だ。

「どうして階段で止まるの？」

「俺らが地下へ下りて行ったと知れば何か行動を起こすはずです。その時に一気に奇襲しましょう」

「そう？　その言葉はつまり、やつらが私たちを監視しているということ？」

「さっき屋台へ行ったら、気絶させたはずのおばさんも、屋台そのものも消えていました。それを見ると、俺らの存在を把握したとみるのが正しいでしょう」

「それはそうね。私の弟、あ、いや……　だから、長谷川さんは賢いのね」

　弟？　ふう。臓器密売の組織が露出し始めた状況と、彼女の死んだ弟と俺が同い年ということが重なって、よりそのように見ている気がする。突如、彼女の暗い一面が浮き出たかのように見えた。さらに、本当の姉のように俺の頭を撫なではじめた。悪い気はしなかったが、これは違う。彼女もそれを感じたのか、急に口に手を持っていく。自分でも驚いたような表情だ。

「あ！　ごめんなさい。思わず……　急に親しく思えて。それが、弟が……だから……」

　混乱しているように見える彼女。一旦、俺は首を横に振った。

「気軽に話してくるのはいいけど、俺を弟と重ね合わせるのはやめてほしいです」

「と、当然でしょ！　あなたは違う人だから。ところで……では、長谷川さんも気軽に接してくれない？」

　俺はそういうのが弟のような扱いだと言おうとしたが、やめた。弟のように見られるのは嫌だけど、無視されるのよりは良いのでは。そんなトラウマがあるなら、あえてこのように接近するのも悪くはなさそうだ。こんな美女と関係が良くなるのは悪くはない。好感の持てる女だから。少しずつ弟の幻想から脱け出せばいいだろう。このミッションを最後に、二度と会わない関係ではなく、もう少し、だから。ははっ。

　以前、ゲームＴＩＰで好感度の高い女性は現実にも継承されるとあった。現実では親しくなることの絶対ない女だ。ならばゆっくりこの縁を続けさせたい。しかし、そうだとしても、話したいことは話さなければ。

「それはいいけど。ふむ、俺は長谷川亮という人間であって、氷上さんの弟ではない。そこははっきりしてほしい！」

「あ、ごめん……」

　彼女はそう言いながらも俺の姿をずっと目で追っていた。俺はその視線から逃れようと、時間がある程度経ったことも考えて、氷上さんに目め配くばせをした後、階段の上へと駆け上がった。

　そしてリビングへと飛び込む。

　しかし家の中は静まり返っていた。さっきのような炎を燃え上がらせるには、とっくにガソリンでも撒まいて準備をしていなければならない。だが、ガソリンどころか人影も見当たらない。

「どうしてだ？」

　何かがおかしい。俺は再び２階へ急いで駆け上がった。彼女の手首を摑んでいたせいで、氷上さんも自然と引っ張られてついてきていた。そして、きょとんと俺を見つめる彼女に、言った。

「この死体にどこか変わった点はないか？」

［ロード］する前の彼女は、死体を見るや否や、変わった点があると不審がっていた。明らかに死体を動かして何か漁った痕跡があると言っていた。しかし、今回は死体をじっと見る彼女の表情にこれといった変化はなかった。

「いや？　変わったところはなさそう。私が首を切った状態のまま」

「え？」

　おかしい。［ロード］する前とは色々とかなり変わってしまっている。こんなのは初めてだった。一体どうして。

　どこから狂ったのだろう。俺は明らかに［ロード］する前と同じように行動した。屋台へ走って行き、その後に家に戻ってきて地下室を発見した。違う行動をしたのは、２階へ行った順序くらいだった。ロードする前には２階で死体のおかしな点を見つけた後、１階へと戻ってきて地下室を発見した。

　たかがそれだけで？　いや、それは違う。それだけでは、火をつけに来るべきやつらが来ないで、本来なら死体を漁るはずだったやつらが他の行動をとってしまうという、ことの説明にはならない。では何だ。俺がどんな違う行動をとっていたのか。しきりに冷汗が流れて出てくる。

　行動を１つずつ思い返してみると、前回は屋台へ走って行き、消えた屋台を見て、そこで電話が鳴った。そして電話に出た。ちょっと待って、まさか電話か？

　俺は驚いて携帯電話を取り出した。不在着信３件。屋台の前で電話に出なかった着信以外にも、走っている間に電話が鳴り続けていたようだったが、九空はなんと３回も電話をかけていたのだ。

　変わった点ならこれだ。今回の世界では九空揺愛の電話に出ていなかったこと。

　俺は悪い予感がして、そのまま走ってその家から出た。

「おじさん」

　門の前には九空が立っていた。怒りに満ちた顔だった。

　親しみに溢あふれていたおじちゃんという呼び方が、おじさんに変わっていた。それに、冷静極まりない口調だった。

「せめてぐっすりと寝ていたら、私も許す気になっていたかもしれない。でもこんなところで遊んでいながら電話に出なかったの？　私、身分をわきまえない人は大嫌い」

　これは違う。［無形剣］を使ってみようかと思ったが、このとんでもない女をここまで怒らせてしまっておいてはゲームの答えが見えてこない。これは既にデッドエンディングだ。後ろには数多くの警護の人が。

　俺はため息をつきながらすぐに［ロード］を選択した。

　どうして彼女の電話に出なかっただけで、現実が歪ゆがんでしまったのだろうか。まさかのバタフライ効果なのか？

　九空は、彼女の電話に出た時には怒らない。

　全てが平穏だ。

　怒り狂って俺を探し出し殺そうと現れることもない。

　しかし電話に出ないと？

　彼女は怒り狂う。

　だから、警護を引き連れて、攻め寄ってくる。

　周囲に自分よりも強力に見える組織が現れるとしたら？

　注意深い臓器密売組織だけに、当然ひとまずは後退するだろう。

　だから、どんなに待っていても放火しに現れなかった。

　この国の莫ばく大だいな権力の軸を握っている彼女の一門。

　当然、この一族の警護組織の方が臓器密売組織なんかより断然強大であろう。

「ははははっ」

　電話に出ないだけでこんなにも現実を変えてしまうなんて。本当に恐ろしい女だ。

　俺は［ロード］をした後、再び屋台へと向かった。そして電話を待つ。しばらく待つと電話が鳴り響いた。何でこんなことで緊張してしまうのだろう。電話に出た俺は前回と同じように九空と会話をした。平穏に会話が終わった。これでもう現れないだろう。

　政治家の家へ戻り、氷上さんと共に２階へ直行した。するとすぐに誰かが死体を漁ったようだと言う彼女。ネズミが出てくることまで全てが同じだった。このくらいなら俺のお望み通りの結果を引き出せるだろう。強力なデジャヴを感じながら放火されたあの時と同じ流れで全てを進行させた。

　氷上さんを引き連れて寝室へ行きベッドの下の地下室を発見する。彼女の手を引き地下室へと入った。そして階段で前回と同じ会話をする。

「戻ろう！」

　地下室に隠れて、ある程度時間が経ったようだったので、リビングへと駆け上がった。そして、ついにやつらの尻尾しつぽを捕まえた。３人の男がタンクを持って火をつける準備をしていたのだ。急に俺らが現れると、やつらは刃物を向けたが、氷上さんの方がずっと素早かった。彼女は真剣で踊り舞うかのように、向かってくる男の腕を切り離す。すると刺身包丁を持っていた手が手首ごと切断された。手を切断された男は、悲鳴をあげながら倒れてしまった。慈じ悲ひはなかった。

　氷上さんは平気で無防備に倒れた男の背中を切り裂いてしまった。残り２人のうちの１人が声をあげながら彼女に向かってきたが、男の持っていた刃物は無様にも真っ二つなってしまった。同じ真剣であったが、実力があまりに違いすぎる。そしてすぐに倒れてしまった。残りのもう１人は、それを見て危険を感じたのか、後ずさりを始めた。

「そいつは生かしておいて!!　やつらの本拠地を探らなければ！」

　彼女の剣は後ずさりする男の心臓を切ろうと近づいていたが、ぴたりと止まった。幸いにも俺の言葉が聞こえたようで、彼女は刃物を向ける代わりに蹴けりを放った。力のみなぎった蹴りに、男はそのままリビングまで吹っ飛んでしまった。やはり強かった。いくら真剣を持っているからというものの、男３人をこんな一瞬にして片付けるなんて。

　氷上さんはすたすたと歩いて近づいて行き、男の胸倉を摑むと殺してやるというかのように睨みつけた。

「他のやつらはどこにいるのかな？」

「…………」

　しかし男は黙り込んで、ただただ氷上さんを睨み返しているだけ。無駄な度胸だ。

　──バサッッ！

　すると、氷上さんの剣は男の腕を切断してしまった。何の予告もなしに前腕部を切られてしまった男の顔が苦痛で歪んでいた。

　人身売買。それも中でも最悪な臓器を売るやつらだ。いくら悲鳴をあげても別段と哀れとは感じない。氷上さんはそんな男の切断部分をまるで煙草たばこの火を消すかのように足で踏み潰した。気を失いかけた男のへたばった身体を持ち上げて彼女は最終通告をした。

「もう一度聞く。次は首だからな」

　脅迫をする氷上の瞳ひとみには何の迷いもない。そのまま沈黙を続けていたら、あいつらの首はすぐに身体と分離されるだろう。そんな事実に、俺は一抹の疑いもなかった。そして、その男も俺のようにその事実を悟ったのか、残りのもう片方の腕をぷるぷると持ち上げながら言った。

「OOビ……ル……た……助けて……くれ……！」

　氷上さんはそれを聞くと、胸元を摑んでいた手を放して剣を振り回す。男は首を切りつけられ、首からは血が跳ね上がり男はそのまま息絶えた。彼女の表情があまりにも恐ろしすぎて気安く近寄れないほどだった。

「あの……？」

「うん……？」

　俺が呼ぶと、幸いにも怒りに満ちていた顔を明るく変えながら爽やかに返事をした。

　他の人には死神のような顔、そして俺には優しく温かい表情。そのギャップが不思議でならない。




［隠されたミッション「屋台の正体を暴け」クリア　ミッション難易度　Ｃ］

［おめでとうございます。ボーナス５千万円が入金されました］




　いつものように［状態］ウインドウを確認してみると、クリアを知らせるウインドウが現れた。まだ本拠地を殲せん滅めつしてもいないのにクリアされたのを見ると臓器密売組織を掃討するのが目的ではなくて、屋台とこの家を取り巻く秘密を暴くのがミッションだったようだ。

　ならば、俺のミッションは完了。ところが、彼女はそのまま残党を殲滅しに行こうとした。そしたら、手伝うべきだろうか。どうもここで手を引くのは、少し違う気がする。［無形剣］があるから大丈夫だろう。勿論、攻撃用ではないから、役に立たないかもしれないが。

「この家に俺らの痕跡があまりにもたくさん残ってしまった気がする。いっそのこと燃やしてしまおうか？　臓器密売組織のやつらの証拠も消えてはしまうが、どうせ目的はこいつらの逮捕ではなく全員を殺すことだろう？」

　氷上さんが殺した死体があまりに多すぎて証拠を隠滅するためにもそう提案をすると彼女はうなずいた。

「こいつらが弟の死と関係があろうが、そうでなかろうが、許すことはできない」

「そう、ではここは燃やそう」

　既に密売組織のやつらが、家を燃やそうとガソリンタンクを準備しておいたために、火をつけるところまでは何の問題もなかった。ゲームの庇ひ護ごを受ける俺はまだしも、氷上さんが無駄に手掛かりを摑まれて、警察に追撃でもされたらいけないので、ここは燃やすのが正解だ。まあ、彼女ほどの実力なら、俺のこういう心配も余計なおせっかいかも知れないが。

　燃やしてマイナスになることはない。俺はライターを撒かれていたガソリンの方へ投げつけて、氷上さんと共に家の外へと走った。数多くの人々の命を奪っていった臓器密売組織の本拠地がメラメラと燃え上がり始めた。苦いようなスッキリしたような気がして、炎を見上げていると後ろから突然玲れい瓏ろうとした声が聞こえてきた。

「おじちゃん！　やっほ！」

　聞き覚えのある声に驚いて振り返った俺はそのまま身体が固まってしまった。

「おじちゃん！　やっほ！」

「………………」

　この女がどうしてまたここへ？　また俺は何を間違えたのだ？　電話に出て彼女の機嫌を損なわないようにしたはずだった。それに、既にミッションクリアのウインドウまで出ていたのではないか。それなのに、どうして急にデッドエンディングの象徴のような彼女が、目の前で笑いながら立っている？　誰か、お願い、説明してくれ。

　ん？　笑っている？

　確かに未来で見た場面では、笑う気配すらない怒った顔だった。まるで断罪を下しにきた使臣のようだった。しかし、今はその時とは違う。明るく笑っている。爽やかな雰囲気まで漂わせながら。

「君……。ここへはどうして？」

「私がせっかくこんなところまで来てやったのに、そんなつまらない質問をするの？」

　月明かりに見える彼女の表情が歪ゆがんだ。俺は焦って急いで話を変えた。

「まさか俺が死の危機に冒されていると電話で話したから、その瞬間を生で見物でもしようと現れたのか？」

「大体は正解！」

「そうですか。それはそれは、直接殺しに来たわけではなければ、幸いです」

「それで、どこに死の危険があるって？　噓なら私がその危機を作ってあげることもできるのよ？」

［ロード］の前に電話に出なかったことで怒って、本当に死の危機を作ってくださったから、冗談には到底聞こえないと言ってやりたかったが、言えない悲しい状況。

　そう言えば、今彼女が現れた時点は［ロード］する前と時間差があった。前の世界では怒っていたからか、今よりもっと早く現れてくれたおかげで、組織員らが火をつけることもできずに尻尾を巻いたのだ。

　しかし、今は臓器密売組織の裏を摑んで掃討し、拷問し、そして家に火をつけてから、現れている。ミッションには影響がなかったということだ。

　彼女の言葉は本当に退屈だったがために、死の危機に冒された俺を見物しに現れたということか。はははっ。くそっ。

　頭がズキズキと痛んで、こめかみを指圧していると、横で九空をじっと見つめ続けていた氷上さんが、急に何か思い出したかのように、突然頭を下げてあいさつをし、声をかけた。俺は２人が知り合いであるという事実に驚いて目を丸く見開いた。

「お嬢様！　一体こちらへは何の用ですか？」

「ん？　あら、解決師さんね？　あなたこそ、ここで何を……？」

「ちょっと！」

　俺は呆れて２人の会話に入り込んだ。すると２人の女が同時に俺を見つめる。九空は私の言葉を遮ったわね？　という表情で、氷上さんの表情は変わらなかった。しかし、俺はあえて九空の表情に意を介さずに強く問い詰めた。

「解決師さん？」

「おじちゃん、もしかして、これ以上生きていくのが嫌になった？　さっき私が言ったわよね、身分をわきまえない人は大嫌いだって……」

「いや、だから、どうして？」

「解決師だから解決師でしょ？　おじちゃん、本当に死にた……」

「どうして俺はおじちゃんなんだよ。長谷川さんではなく、どうして？　俺は彼女よりも年下だぞ！」

「何ですって？」

　彼女は３回も自分の話を遮られたということに眉み間けんにぐっとしわを寄せ、俺を見上げた。彼女の後ろで気配を消して立っている警護人らの手がかすかに動いたのは目の錯覚ではないだろう。

「ぷっ、今、命がけで私の話を遮った理由が、たったそんな理由なの？　ぷっはははははっ　面白い！」

　彼女はそう言いながら一人でキャッキャと笑い続けた。何がそんなに面白い。俺は深刻な質問をしたのに。

「あー。笑いすぎてお腹痛い。こんなの久しぶり。あのさ、それいちいち説明が必要？」

「してもらいたいね」

　俺は納得いかないという顔で堂々と言った。すると九空は軽く眉をひそめる。

「おじちゃんはおじちゃんなんだから、おじちゃんなの。他の言葉は必要ない。私がそうだと言ったらそうなの」

　断固極まりない言葉だ。全く理解ができないが、どうにもできない。九空がそう言い張っているから変に怒らせたらいけないので、この辺で口をつぐむことにした。すると氷上さんが九空に尋ねる。

「お嬢様、私の弟をご存じでしょうか？」

　今の会話を理解できないというような顔で聞いていた氷上さんがそう尋ねると、九空はうなずきながら話した。

「ん？　弟？　解決師さん、いつからこんな弟がいたの？」

「あ！　弟ではなく、その、亮君をご存じで？」

「亮君？」

　彼女は自分がそう言っておいて驚いたのか、手を空中で左右に大きく振った。そして何とか言葉を訂正する。

「いやだから……長谷川さんをご存じですか？」

　氷上さんは一人で混沌の連続だった。呼び方が安定せずごたごたでパニックだった。しかも、下の名前を君付けで呼ばれた時は俺もびっくりした。全く、死んだ弟の効果が莫大だな。どれだけ弟のことが大切だったらそこまで……。

　しかし、俺が鳥肌が立ったのは、この瞬間九空の表情が少し変だったからだ。正確には、氷上さんが俺の名前を呼んだ時。顔をしかめながらさりげなく唇を嚙かんだ。そして、眉がつり上がろうとしている様子。

　何が気に入らないのかはわからないが、彼女の気分を害するのはとんでもないことなのだ。そこで俺は話題を変えようと話を切り出した。

「ところで、２人は一体どういう関係？」

　すると、九空は彼女の剣が眠る杖を指さしながら言った。

「たまに依頼するの。実力があるからね。まあ、ほとんどがおじいちゃんからの依頼だけど。私はそんなつまらないことには手を出したくないけど、だからといって仕事をしないわけにもいかないから」

　何の依頼？　そして君のやっている仕事とは何？

　聞きたいことはたくさんあるが、再び喉の奥へと言葉を押し戻した。そんなことを聞いてみたところでいいことがなさそうだ。さらに、つまらないという単語が出たのを見ると、変に無駄なことを尋ねてしまったら飛び火しそうだった。常に言葉を慎まねば。命を繋つなぐこと、万々歳だ。

「そう？　まあ、それはいい。ところで、どうしよう？　命の危機は既に解決したのだが」

　すると、九空は氷上さんを横目でちらっと見ると真っ直ぐ俺に向かってドシドシと歩いてきた。そして、俺の胸元を摑んだ。

「そんなの関係ないわ。実は他に目的があるの」

　九空が手で合図をすると高級セダン１台が燃える家の前に滑り込んできた。彼女が目配せすると、後ろに立っている警護人らが車のドアを開け、俺をがっちりと摑んで車の中へと押し込んだ。

「ちょ、ちょっと！　何するんだ……」

　そして、九空本人も車の中へと乗り込む。俺は恐怖に怯おびえながら彼女から離れて反対側のドアの方へ移動した。ドアを開けようとしたが、鍵かぎがかかっていた。

「おじちゃんは私と行くところがあるから、解決師さんとはここでお別れよ」

　彼女はそんな俺を無視して窓を下ろすと、氷上さんにそう告げた。

「ど、どういうことだ。俺は氷上さんとまだやらなければならないことが残っている」

　そう言いながら窓に飛びつこうとした俺の頭を九空は手で押しのけた。

「何の仕事かは知らないけど、１人でも十分よね？」

「はい、それはそうですが、彼はどうして……」

　さすが氷上さん。

　この女に問い詰めるとは。それも俺のために。感激して涙が出そうだ。

「そんなことをいちいち問い詰めようとすると、いくら解決師さんでも怒るよ？」

「申し訳ございません！」

「そんなに悔しそうな表情はしないでね。ふふっ。では、さようなら」

　しかし、氷上さんは、続く九空の言葉に白旗を上げて降伏してしまった。畜生。真っ昼間に拉致だなんて。昼間ではない、明け方か。そして、ふいに氷上さんの連絡先さえ知らないという事実が浮かび上がった。俺は焦りを募らせた。

「ちょ、ちょっと電話番号だけでも。まだ番号すら……」

「出発して」

　俺はドアの外に向かってそう絶叫したが、九空は冷静に窓を閉めてしまった。当然、俺の言葉は氷上さんには伝わらず、車は彼女の命令通り出発してしまった。

「ひどいじゃないか。せめて番号だけでも交換させてくれよな」

「おじちゃんのくせに解決師さんの番号だなんて、とんでもない」

「何だと？」

　勿論、最後の台詞は想像だった。心の声だ。現実の俺は、口にチャックでもされたかのように沈黙して車に身を委ねた。まあ、どうせ住所は知っているから、探し出すのは簡単だ。そう考えると、今度はこの女の目的が気になり始めた。

「それで、一体どこへ？」

「何？　大人しくじっとしていて、いちいち説明するのも面倒だわ」

「いや、でも急に拉致しておいて、少なくとも説明くらいは……」

「ふふふっ」

　急に顔を下げるから、また神経を逆なでしてしまったかと思ったが、むしろご機嫌そうにクスクスと笑い始めた。そういえば、氷上さんから俺を奪って車に乗せた瞬間からご機嫌に見えた。勘違いではなければだが。

「拉致だなんて言った口はどの口かな？」

　そして、俺の唇をぐいっと引っ張り始めた。どう反応すればいいんだ。本当に困る。

「氷上さん……。うぅっ……」

　すると、九空の眉が急につり上がる。

「その女とはいつから仲良しさんになったわけ？　諦めなさい、面白くなくなるから」

　さっきはご機嫌に見えたのに、急にまた機嫌が悪くなってしまった。畜生、どうして気分がころころとよく変わるのか、本当に頭が痛くなる女だった。こんな女を攻略しろと？　ふざけるな。今すぐではないが、いつか迫って来るべき大きな危機に俺は慄おののいた。もっと機嫌が悪くなって、殺すと暴れ出す前に俺は黙った。避けられないのなら、今はただひたすら服従するしかない、今は。

「ところで２人で何をしていたの？」

「えっ？　事件を調査中だった」

　本当はミッションを攻略中だったが、まあ、似たような話だ。だから、それに合わせて返事をした。

「それ、前みたいに面白い事なの？　私の予想を覆すような事件？　話を聞かせて」

　すると、九空は目をきらきらさせて催促してきた。だが、困る。そんなこと、どうやって全部説明すればいいんだ？

「それが、話すと長い。それに、君にはつまらないかも……」

「おじちゃん。それは私が判断することなの」

　目を輝かせていたのも束つかの間、急に目を細めながら睨みつける九空。結局、その脅迫に屈服して夜中にあった出来事を説明し始めた。勿論、若干脚色して、初めから屋台が怪しかったから調査していたというふうに作りあげた。そんな俺の英雄譚を聞かせると、彼女は今回のことを、一言で要約してしまう。

「つまらない！　そんなありきたりの話。私の予想を覆すところがないじゃない」

　九空は苛ついた表情でぷいっと後ろを向いてしまった。彼女の電話に出るか出ないかによって現実が入れ替わってしまったという話をしたら少しは驚くだろうか。俺はそんな欲求を何とか我慢した。ゲームの内容を口外することはできない。

　彼女が俺に背を向けたために、彼女の髪の毛から微かすかな香りがして、鼻を煩わずらわしていた。おかげで彼女の香りに身体が反応をしてしまう。

　たくさんの棘とげがある薔ば薇らより危険であるにもかかわらず、その香りをうっかり嗅かいでしまう俺の愚かさったら。

　さらに、今日はいつものパーカーではなかった。つまり、薄汚い身なりではなかった。髪はさらさらしていて、薄化粧をした顔は魅力を際立たせる。太ももまでの長さの白いワンピースとグレーのジャケット、そして黒いストッキング。各式高い席にでも行くかのような姿。

　俺はそっと唾を飲みこんだ。

　正直に彼女の家柄や性格を除いて見たら、まるで絵画のような美しさだ。

　何だか吸い込まれそうな気分というか。彼女が演じたあの可か憐れんな九空に好感を抱いていた当時の記憶が蘇よみがえり始めたので、俺は心の中で首を振った。

「おじちゃん？」

　すると、九空がもっと近くに寄ってくる。

「私、今、少し退屈。どうしてくれるの？　何かしてみてよ」

　そして、悪魔のような笑みを作って見せた。すると、突然何かを発見したのか目を丸く見開く。

「おじちゃん……ぷはっ。何？　どうしてズボンが膨らんでいるの？」

　俺は驚いて下を見た。

　馬鹿正直な身体だ。

　香りも香りだが、動く度たびに見える胸の谷間。むしろ裸より刺激的なその、今にも見えそうな胸の谷間につい俺の分身が主の命を脅かし始めたのだ。

　しかし、九空の反応は、むしろ面白いと言っているかのようだった。急に俺の上にまたがる。俺の太ももに馬乗りになって俺と見つめ合った状態になる。

　すると、今回も脳と下半身は別々に遊び始めた。

「まさか、私を見て興奮したの？」

　九空は片手でぶつがそり立っているズボンを撫ではじめた。それはちょっと勘弁してくれないと。このままでは本当に彼女のペースにのまれて死亡してしまいそうだ。そこで、俺は九空の手を慎重に払いのけた。

「そんなんじゃないよ」

「おじちゃん、何を恥ずかしがっているの、私の裸も全部見たくせに。ふふっ、やりたい？」

「そ、そんなわけないだろ」

　当然だ。やってしまったら死が待っているはず。

「でも、どうしてここはこんなに興奮しているのかしら？」

　九空が正面から俺を見上げる。致命的な可愛さだ。しかし、脳は確実にこの状況を拒否していた。死にたくない。

　そこで、俺は彼女の身体を横へ押しのけてしまった。結構必死に。

　そして言い訳を始めた。

「これは生理現象。興奮したからではない。朝になると男に起こる生理現象と似ているというか。朝勃ぼつ起きだよ」

「うふふ。朝勃起？　私、そういうの知らないけど？　どれ、見せて」

「は？　や、やめろ！　おい！」

　九空は突然俺のズボンのチャックを下ろそうとした。全くこの女はなぜこうなんだ？　どんな試練と罠を俺に与えようとしている。俺は防御するためにズボンのチャックの上に手をかざした。

「私、正直、さっきおじちゃんが何も言わないから、つまらなかったけど、ほんの少しだけ我慢してあげていたの。これ以上、私を試さないでおじちゃん」

　脅迫しながら俺の手をはらう彼女。俺は仕方なく再び彼女の手首をつかんで言った。

「わかった、わかった、見せるよ。そんなに見たいのなら見せてやるよ。自分でやるって、手をどかしてください」

「そう？　じゃあ、早く。朝・勃・起」

　この女は元から恥じらいが全くない女だった。特に、他の人の視線なんかは気にもしないから、恥ずかしがる必要すらないだろう。

　ズボンを下ろしてパンツまで下ろすと俺のぶつは車の中で露出された。すると、九空は急に興味を失ったかのように表情が乗り気ではなくなっていた。

「ほー？　まあ、特に変わったことはないわね。普通。朝勃起なんていうから何か特別なことがあるのかと……。ん？　でも、前に見た時より小さくない？」

「えっ？　とにかくズボン穿はくよ」

「待って！」

「何故、以前社交パーティーでおじちゃんを助けた時に見たのより小さいの？　私の下敷きになっていた時のことよ。あの時、赤く火ほ照てって耐えていた表情がどんなに面白かったことか」

「それは……。刺激によって異なるというか。今はただの朝の生理現象だから」

「そんなに自由自在に、大きさが変わるの？」

　この悪魔は急にまた好奇心が湧わいてきたようだ。その好奇心が一体どんな結果をもたらすかが、あまりに恐ろしすぎるため、俺は首を激しく左右に振った。しかし、彼女に慈悲などはなかった。彼女は必死にズボンを穿こうとする俺の手を退どかした。

「おじちゃん、まさかそのつまらないものを出せば、私が驚いて再びズボンを穿けと言うとでも思ったんじゃないでしょうね？　早くこの前みたいに勃たたせてみて。大きさが変わっていく姿には少し興味があるかも。大きくなった物は見たけど、その過程を見たことはないから」

　そして、顔を俺のぶつの目の前まで近づけて、注意深く観察する。すぐ前でそう言ってきたので、彼女の吐息が触れて、気分が少しおかしくなった。本当に狂いそうだ。俺は頭の中でお経を唱えたい気分だった。

　しかし、俺の愚かなぶつはその吐息に反応して、ドクドクと痛む。ふう、俺の息子よ。

「どうしてこんなにドクドクしているの？」

　さらに、九空はすぐにその反応に気づいて問い詰めてくる。答えが出せない状況だ。

　俺のぶつを探求心を満たすために使用しているこの女を、誰か、どうにかしてください。心の中で絶叫したが、助けてくれる人がいるはずがない。

「君の吐息に興奮したからだけど、何か？」

　俺はこれ以上おもちゃにされるのも疲れるから、正直に答えてしまった。すると、九空は急に笑い出した。

「うふふ。本当？　おじちゃん正直だね。でも、正直なのが必ずしも良いとは限らないよ。一歩間違えて死んだらどうするつもり？」

　ご機嫌そうな顔でそんなこと言うなよ。本音が読めなくなるだろ。

「でも、まだあの時の大きさじゃない」

「いや、一体何なの、その探究心は？　そんなに面白い物でもないって」

「何か、大きくなったり、小さくなったりするのが可愛い気もするし、少なくともつまらなくはないから。それに、見たことのない物を見たくなるのは人間の自然な好奇心じゃないかな。それより、私にこんなふうに一対一でその汚い物を見せて生き残ったのは、おじちゃんしかいないよ。だから、おじちゃんに頼むしかないじゃない。嫌なら、おじちゃん、今死にたい？」

「いいえ。それは我慢してください」

「それなら、私の目の前でまともに勃たせてみて。そしたら生かしてあげる」

「いや、だから。正直、男は刺激がなければ完全に固くなるのは難しいんだよ」

「自分で刺激したらいいじゃない？　手、離してあげたんだから、やりなよ」

「それが、一人では大変というか。君が刺激してくれるならいいけど」

　以前のように演技している時ならまだしも、九空が自ら男のぶつに手を触れるはずはないと思ったので、一か八かそう吐き出すと、彼女は目を細めて断言した。

「噓ばっかり」

「本当だけど？」

「じゃあ、ほら自分で触ってみてよ。私、噓が世の中で一番嫌い。おじちゃんが口にした言葉の重さ、責任とれるの？」

　嫌いな事が結構多いな。噓は噓を呼ぶと言うが、自ら罠にはまった状態になってしまった。俺はお経を唱えながら目を閉じた。

　彼女の魅力的な姿が目に入ってしまうと、台無しになるかも知れない。

　そして、仕方なく手を持っていった。

　幸いにも状態に変化はなかった。しなやかに膨らんだ状態というか。剛直せずに。

　そうしてしばらく経った。

　ずっと変化がないと、九空は顔をしかめた。

「ふーん、もういいよ。何かつまらなくなってきた。汚い」

　それで、俺はようやくズボンを上げられることに喜んだ。しかし、九空はすぐに俺の行動を阻止した。

「おじちゃん？　誰が上げていいって言ったの？　私が見たい物を見れなかったのに、諦めるとでも？」

「でも、もういいって？」

　俺は最後まで言葉を終わらせることができなかった。彼女は突然靴を脱ぎ捨て、黒いストッキングを穿いた足で俺のぶつをこすり始めた。

「一人で大変なら手伝ってあげる。でも、私そんな物、手で触るのは嫌。だから、足で刺激を与えてやるから早く勃たせてみて。大きくなった状態には興味がない。その過程が気になってしょうがないの」

　九空はそう言いながら、何のためらいもなく足の裏を近づけた。黒色のストッキングが俺のぶつに触れる。結果は言うまでもない。

　九空は笑い出した。

「ぷはっ。不思議。本当、馬鹿みたいな欲望だね。もういいわ。もう穿いてもいい」

　九空は満足したのか足を離して、靴を履こうとした。

　しかし、動きが止まる。

「おじちゃん。私、つま先が湿っているけど。まさか……」

「それはない。触れただけでそんなはずないだろ。生理現象で出てくる水みたいなやつだよ、水」

　俺は手を振り乱しながら弁明した。事実でもある。その名も有名な我慢汁だ。

　すると、九空は目を細め、ストッキングを脱ぎ始めた。表情がよくなさそうに見えたので、つられて緊張が１００倍にもなった。手が［ロード］に向かっているくらいに。俺の苦悩を知らない彼女は相変わらず平然としながら、脱いだストッキングを俺に投げつけた。

「それあげる。プレゼント。捨てたら怒るから」

　は？　こんなものをもらっても困……らない。こんな素晴らしいプレゼントを。ストッキングを手に取ると、彼女の体温が残っていてまだ温かかった。いや困る。こんなありえないプレゼント。一瞬、笑えない考えをしかけた。

「今日はもう帰って。私、今日は少し忙しいから、連絡もしないでね」

　その言葉に、どこから現れたのか警護人らが俺を彼女の車から引きずり下ろした。俺はあっけに取られて彼女の方をずっと見つめたが、彼女はさり気なくウインクをして、車のドアを閉めてしまった。

　俺は彼女のストッキングを持ったままぼうっとしていた。やっと正気に戻った時、そこは俺らがよく待ち合わせをしていた停留所の前であることに気付いた。

　ところで、一体彼女はあの家の前にどうやって現れたのだろう。忙しいとか言っていたくせに。意図が全くつかめなかった。忙しいから連絡してくるなだと？　冗談じゃない。忙しかろうが、そうでなかろうが、連絡をするはずがないだろ。

　そう首を横に振った。あの女の精神世界を知ろうとするのは、俺のような平凡な人には到底無理だ。ほうっておこう。彼女について考えるのをやめ、ストッキングを持ったまま家へと向かった。捨てたら殺すなんて言われると捨てられない。既に朝になりかけた街は慌ただしくなり始め、ストッキングを手に持った俺を完全に変態扱いする女たちを後ろにして家に帰ってきた。大変な夜だった。立て続けにロードを繰り返したために、俺には本当に迷宮のように長い夜だった。俺は彼女がプレゼントしてくれたストッキングを机の上に置き、ベッドに横になった。
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　実はあの事件の日から、後日談がある。

　九く空そらの妨害にもかかわらず、俺おれは氷ひ上がみさんの家を探し出したのだ。

　方法は簡単だった。

［スカウター］には保存機能があった。

［スカウター］を使用して氷上さんの情報を画面に出すと、彼女の住所が目の前に現れる。

　氷上さんの家は、ＪＲ線を利用すればすぐ着く距離にあった。

　彼女とのせっかくの縁を、このまま終わらせることは嫌だった。だから、俺は動いた。

　九空を除いて、俺を初めて認めてくれた女だから。

「ピンポン」

　彼女のマンションの前でチャイムを鳴らしてしばらく待っていると、ぼさぼさした姿の氷上さんが現れた。ホットパンツに上着はジャージだった。まさに寝起きだと言わんばかりに、長い髪はかなり跳ねていたし、しかもあくびをしながら、目をこすっている。

「長は谷せ川がわさん？」

　しばらく俺の方をぼうっと見つめていたが、部屋の中へ入れてくれた。家の中はそれほど広くはなかったが、一人暮らしにはちょうどいい大きさにも見える。

　氷上さんはテーブルの椅い子すを引き、口を開いた。

「座って」

　それから、氷上さんは冷蔵庫を開ける。ちらっと見ると、なんと牛乳パックがたくさん並んでいた。そして、その並んだ牛乳パックのうちの一つを取り出しては、コップに注ついで俺に差し出した。それから、氷上さんはパックごと牛乳を飲み始めた。

「牛乳しかなくてごめん……。あ、もしかして牛乳は嫌い？」

　無意識のうちに表情に出てしまったか？　今はとても嫌いとは言えない状況だった。何な故ぜか氷上さんは牛乳に命でもかけたような様子。

「いやいや、俺も好きだよ」

　白い牛乳が喉のどを通って身体からだの中へと入ってくる。正直に言えば、牛乳は好きな方ではない。胃が受けつけないといおうか。しかし、氷上さんのその渇かつ望ぼうするような眼まな差ざしで見られると、仕方なくおいしいと演じて見せるしかなかった。無理に牛乳を飲み干した俺は、昨夜のことについて尋ね始めた。

「氷上さん、あの時の残党はどうした？」

「あ、あいつらか」

　氷上さんは牛乳をもう一つ出して飲んでは、俺の前の方に座った。

「あなたとお嬢様が去った後、すぐあのビルに向かったの」

「へえ、それで？」

「そこにはやくざのような連中が群がっていたわ。でも、やつらはやくざよりもっと、たちが悪かった。だから、こっちも容赦なく切り裂いたの。弟の仇かたきだから……」

「本当？　やつらが本当に弟の仇だったのか？」

「ずいぶん前のことだったから、私も忘れていたけど、その親分だという人を見たら、思い出したの。確かに見覚えがあったわ」

「じゃ、ようやく弟の復ふく讐しゆうを成し遂げたのね？」

「うん、これも長谷川さんのおかげだわ。本当にありがとう」

「いいえ、俺は何もやってないし」

　俺は、頭を掻かき出だした。すると、氷上さんが腕を伸ばして俺の頭を撫なでる。

「それよりも、氷上さん、怪け我がはしなかった？」

　俺の言葉に氷上さんが首を横に振った。そして、たいしたことないという顔で笑って見せる。

「大丈夫だよ。私、そんなに弱くないから。それよりも、私の家、よくわかったわね。さすが、長谷川さん、あなた、やっぱり同業者だよね？」

　氷上さんの質問。以前もこれと同じ質問を受けた時があった。その時は適当にごまかしたけど、　これ以上ごまかすのは難しそうだった。

「まあ、そうかな」

　だから、あえて彼女の望む答えをしてあげた。ゲームの世界に入り込んでしまった今の状態では、決して間違った話でもない。ミッションを解決する解決師で合っているだろう。

「やはり、そうだったのね！　あの夜は本当に凄すごかった。あの時の推理力は、本当に……、私、感嘆したわ」

　氷上さんは、俺が同業者であることが嬉うれしかったのか、にこにこと笑い再び俺の頭を撫でた。暇さえあれば俺の頭を撫でてくる彼女。その度たびに実の弟に対する執着が感じられる。勿もち論ろん、撫でてくれること自体に、悪い気はしなかったが。

　だが、俺が凄く見えるのは、専もつぱら［セーブ］と［ロード］の力によるもの。むろんここで、それを説明することはできない。だから、俺はただ曖昧な表情で笑うだけだった。

「ん？　ところで、長谷川さん……。何だか印象が変わったような……」

　氷上さんは、急に俺の顔を食い入るように見つめては首を傾げた。

「そう？　どこが？」

「うーん、以前はもっとおじさんくさかったけど、今は印象が良くなったというか。可愛いというか！」

　そして、再び頭を撫でる。自分で鏡を見ても、変わったところが分からないがゆえに、他人の評価は重要だった。そうだ、魅力を上げた結果である。どうやら効果は絶大のようだ。

　九空にはいつもおじちゃん呼ばわりされている俺の外見が今、少しは人が好意的に近づくほどに変わったということだ。少なくとも今は、おじさんには見えないのではないだろうか。勿論、だからといって、男前のレベルまで達しているわけはないだろうが、おじさんから脱出できただけでも、スゴイことだ。

「そんなはずが……。もともとこんな感じだったはずだよ、氷上さん。あの時は、とても暗かったし、緊迫した状況だったから、そう感じたのではないかな？　気のせいだよ。あっ、そういえば、髪も少し切った」

　すると、彼女も突然人の顔が変わるはずがないという当然の事実に納得したのか、それ以上は聞かなかった。それでも万が一、この話題に食い下がる前にと、違う話題を切り出した。

「えっと、氷上さん、携帯番号教えてよ。あの日、無理やり連れて行かれたせいで、連絡先も聞けなかった」

　俺が携帯電話を差し出すと、氷上さんはそこに番号を入力しながら、俺に尋ねた。

「あ、そう言えば、お嬢様に連れて行かれたよね。あれは大丈夫だった？」

「ん？　まあ、たいしたことなかった。それよりも、そもそも彼女が何故現れたのかが疑問だな」

「たいしたことがないのに、あのお嬢様が突然現れて、それに、何もせずに無事に帰してくれたって？」

「ん？　まあ、何もしなかったわけではないけど……。無事に帰してはくれた」

　すると、氷上さんは目を鋭く光らせて、まるで何か追及するかのように俺に尋ね始めた。

「一体、お嬢様とはどういう関係？」

「それが……　彼女にとって、俺はほとんどおもちゃ扱いというか……」

「おもちゃ？」

　まあ、そうだ。九空にとってみれば、俺はおもちゃくらいにしかならないだろう。自分の退屈を凌しのぐためのおもちゃだ。

「そうかな？　しかし、私の知るお嬢様とは全く違うわ……。私が知っているお嬢様は、遊んだおもちゃは必ずすぐさま壊してしまう性格なの」

「えっ？　そう？」

　俺は苦笑いで取り繕って答えるしかなかった。

　九空が何を考えているのか。

　その部分に関しては、俺もまた全く見当すらつかないものだから。

　俺と氷上さんは、揃そろって首を傾げた。

「とにかく気を付けた方がいいよ」

　氷上さんはそう言って立ち上がり、牛乳をもう一パック飲み始めた。

　その時、氷上さんはテーブルの脇わきに立てかけてあった何かに触れた。すると、ガチャンと倒れる鋭い刃物。

　それは、氷上さんの剣だった。

「ああ、拭ふこうと思って出しておいたのが、うっかりしたわ」

　氷上さんはそう言いながら、笑った。床に倒れた長い日本刀は、すっかり血に染まっていた。おそらく昨夜、臓器密売組織を虐殺した痕こん跡せきだろう。

　そうだ。俺は、忘れかけていた。

　九空に負けないほど、この女もまた決して平凡な女ではないことを。

　このゲームの登場人物はみな、平凡とはかけ離れているから。

　勿論、俺はこの時まで、九空と氷上さんとの関係がこれからこのゲームを大きく揺るがす変数になるとは、知る由よしもなかった。

　ゲームの攻略までの制限時間は、こうしている時も時間は絶えず流れている。

　攻略までの制限時間、それは、つまり俺の命のタイムリミットでもあった。
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「おじいさま！　一緒にご飯を食べてはいけませんか？」

　５歳の女の子が一人の老人に言った。白髪しらが頭あたまに鋭い眼光。60を越える年齢にもカリスマ溢あふれる老人。そんな老人のズボンの裾を摑つかんで、駄だ々だをこねる女の子の姿に周囲にいる人たちはどうしたらいいかわからずおどおどしていた。

「揺ゆれ愛あ、まだそんなふうに駄々をこねるのか？　君はもう子どもではない。わが家を継がねばならぬやつが、どうしていつまでもそんなふうに幼稚なことをするんだ？」

　老人は子どもの小さな手を振り払い、目もくれずに秘書とともに庭を後にした。冷たく断られた彼女はぼんやりとその後ろ姿を見送った後、隣にいる家政婦に言った。

「で、では、おばさんが私と一緒にご飯食べてくれたら駄目？」

「私のようなものがどうやってお嬢さんのような高貴な方と……。そんなことは言わないでください。早く昼食を召し上がってください。午後から授業があります。このままではまた、ご主人様の雷が落ちますよ」

「わかった」

　女の子はこれ以上言っても仕方がないということに気付いたのか、しょんぼりした表情で家の中へと入って行った。無駄に大きいこの食卓で、１人でご飯を食べるのはあまりにもつまらなかった。忙しい祖父は全く相手にしてくれない。家政婦や警護員、そして執事たちはみな彼女に気兼ねするだけで、話の相手すらしてもらえなかった。何を言っても返事は同じ。彼らは電柱のようだった。

　彼女は翌日も、祖父に再び同じ言葉をかけたがために、１日中部屋に閉じ込められて壁を見ながら反省するという罰を受けなければならなかった。怒ったお祖じ父いさんの顔があまりに怖かったので、彼女はその日以来、二度と祖父に愛情を求めることはなかった。

　さらに暗い部屋の中で気づいた。この世は結局、一人であると。

　そして13年の歳月が過ぎ、高校３年生になった。彼女は高校に通う必要なんてないと思った。しかし、彼女の祖父は世間体を気にしていた。家を継ぐ孫娘が大学も出ていないというのは、論外という理論だった。それで仕方なく高校に入ってはみたが、特に学校で学ぶべきことはなかった。

　むしろ学校にいる時間よりは、祖父の代わりに政財界の仕事を処理することが多くなってきた。無理に学校に通わせておいて、かなりの仕事を押しつけ始めた。

　自分の冷静な手腕を見た祖父が満足して笑ったあの日。

　その時からだ。彼女はそのことを考えるだけで、苛いら立だちを覚えた。

　祖父は自分の成し遂げたことをどうにかしてこの世に残したかったのだ。自分は単なる祖父の我執に満ちた道具に過ぎないという考えに心が傷ついた。無論、唯一の肉親だという理由から、自身の全てを渡してはくれた。それがこの偉大な権力だ。

　誰もが何とかして手にしたがる欲望。

　世の中が思い通りに動くということは、10歳くらいの時に気づいた。自分を気兼ねする大人たちを困らせるのが楽しかった。勿もち論ろん、すぐ飽きたが。

　そして中学生になると、資産を動かして望む全ての物を手に入れることができた。さらに、彼女の明めい晰せきさとお金の流れを読む生まれ持った才能は、家の資産を増やすほどだった。選挙となると、祖父よりもむしろ自分を訪れて、頭を深々と下げられて支持を頼まれた。彼らは、弱点を徹底的に握られ、飼いならされ、調教された言うことをよく聞く政治家だった。投資を受ければ受けるほど自分たちがもっと圧迫されると知りながらも、目の前の権力を手放すことのできない哀れな人たちだった。

　そして、その基盤は少しずつ彼女のものとなっていた。言うとおりになるということは、既すでに彼女には当たり前のことだった。この高校でも彼女はお嬢さまと呼ばれ、恐怖の対象だった。そんな彼女が今日に限って興ざめた気持ちを抑えきれず、前の席の男子生徒の背中をシャープペンで突っついた。

「ど、どうされましたか……？」

　同級生にもかかわらず、彼女に敬語で言う。すると、彼女は囁くように顔に微笑を浮かべながら言った。いつもだと、気にしなかったかも知れない口調だが、今日は違っていた。微笑ほほえんだ表情とは違い、口から出てきた台詞せりふはとてもぞっとしたものだった。

「退屈すぎる、あのさ君、窓から飛び降りてみてよ。そしたら面白いかも」

「え？」

　男子生徒は彼女の言葉におろおろしてしまった。先週、彼女に逆らった隣のクラスの生徒が、未いまだに学校に来ていないという事実が思い浮かんだのだ。おそらく一生来られないだろう。

「でも、ここは４階ですよ」

「だから嫌なの？」

　男子生徒は結局飛び降りることもできず、だからと言って嫌だとも言えずに泣き始めた。ただでさえ彼女は怖かったが、こんなふうに死刑宣告を下すとは思わなかったのだ。

「泣いてもどうにもならないよ。決めて。飛び降りるのどうするの？」

「す、少なくとも死なないことをやらせてくれませんか……」

　彼女は目の前でぐずぐず泣く姿を見るのが嫌だった。何だか、これ以上、話をすることもつまらなくなってきた。

「あなた明日転校して。また私の目についたら、ただじゃおかないから」

「ひぃっ……」

　男子生徒は身体からだをぶるぶると震わせた。そんな彼も有力な一門の子息である。しかし、彼女とは比較にならなかった。両親からも、絶対に彼女の機嫌を損ねないようにと注意を受けに受けたのだ。しかし、こんなふうに目をつけられるとは。男子生徒はこれからの人生お先真っ暗になった。彼女はそんな彼を残して、退屈な顔のまま机から立ち上がった。お昼休みがどうしてこんなにも長いのか、理解できないと思いながら、教室の外へ出ようとした。

　すると、彼女の追従者であり同級生の有力な一門の女子たちがどっと彼女の後ろを付いていった。勿論、彼女はその中でも頂点に位置するお嬢さまだ。

「お嬢さま、あいつが気分を害しましたか？　直ただちに見せしめを……」

「おだまり。あなたたちもつまらない」

　彼女はついて来ないでという手振りをした。そして校庭へ行き、座った。すると、仲良く座って話を交わしていた学生たちが次々と立ち上がってその場から離れて行った。いつものことだった。自分には友達を作れないということは、既に小学校の時に気づいた。小学校の時、親しい仲だと思っていた女の子がいた。しかし、祖父のせいで一家が滅びてしまった。その子が自分に向けて罵ののしる言葉を浴びせてきたあの日、彼女は二度と友達を作らないと決心した。

　勿論、彼女にあえて友達になろうと近寄る人もいなかったが。

「つまらない……」

　高校生になっても依然として一緒にご飯を食べる人はいなかった。学校ではもう昼食を食べなくなっていた。警護員たちが食事の支度をするといって学校の施設を自分勝手に利用したりして、面倒くさかったためだ。

　全てを手に入れても何にもならない。

　一緒にご飯を食べてくれる人すらいないのだ。

　座っているのもつまらなくなって校庭の裏の方へと行ってみた。そこでは周囲を取り囲んだ男子生徒たちが集まっていた。彼らは煙草たばこをくわえて、最近、いじめのターゲットにし始めた男子生徒の後頭部を殴っていた。

　そんな彼らは彼女が近づくと、もぞもぞと退き始めた。どうしてここへ現れたんだ？　こん畜生。という顔で。

「それ美お味いしいの？　私も吸ってみたい」

　彼女は突然、彼らがくわえていた煙草の味が気になった。

「え……？　た、煙草をですか？」

　いじめていた男子生徒の肩をぐっと押さえていた１人が、ポケットから慌てて煙草を取り出し、彼女に渡した。彼女はそれを口にくわえながら言った。

「火、ちょうだい」

「あ、はい！」

　ライターで火をつけて彼女は煙草を吸いこんだが、ひどく咳せき込こみ始めた。

「ゲ、ゲホッ……ゲホッ……」

　何、これ。腹が立ってしまい、そのまま火がついた煙草を彼らがいじめていた生徒の腕に押しつけて消した。

「ヴぁああああ……」

　当然悲鳴が鳴り響いた。しかし、彼女は何ともない表情だった。とてもつまらないという反応。ありきたりな悲鳴。つまらないだけだった。消した煙草を投げつける。その姿を他の学生たちは、ぼんやりと眺めた。いじめていたやつではあるが、自分らは少なくとも灰皿扱いはしていなかったからだ。少なくとも、人間扱いはしていたと思っているというか。

「あそこでさ」

「はい……？」

　そんな彼女にさらに恐怖を感じていた学生たちは一斉に気をつけの姿勢で視線を一致させた。

「私のこと、レイプしてくれない？」

「はあいー？」

　ありえない単語が飛び出すと、いじめられていた学生までもを含む全員が後ずさりした。

「そう、あなたたちもそこまでだね。予想してた反応。面白くないやつら」

　彼女はそう言うと、再び校舎に戻った。男子生徒たちは魂が抜けて、ただそれを見守るだけだった。彼女はそのまま屋上に上がって行った。学校の下を見下ろした。まだお昼休みが終わっていない学校内にはあちこちに友達同士で集まって騒ぐ学生たちで騒がしかった。

　この学校の全てを思い通りにすることができる。そう、まるで女王様のように。しかし、どうしてこんなに全てのことが味気なくつまらないのか、彼女はため息をついた。そして、この時に決心した。大学に行っても通いはしないと。代理出席させて代理で卒業証書をもらえばいい。こんなにもつまらない場所は高校を最後にしたい。

　そのように、変化のないつまらなさの中で彼女は卒業した。この時から彼女は昼の世界に興味を失うせた。仲のよさそうな人たちの姿を見るのが嫌だった。面白くない。むしろ夜の街の方が楽な感じがした。暗い夜の街が何な故ぜか自分と似ているような気がしたからだ。

　政治家や企業の会長らと数多くの不正を働いてみると、何故か、何の理由もなく苛立ってきて、夜の街に出るようになった。ただ、ある時から服を選んで着るのも面倒になり、飾り立てるのも面倒くさくなった。自分をよく見せたいと思える人もいなかった。

　それで、みすぼらしい髪型と楽に着るパーカーは夜の街のユニホームのようなものとなった。そんな服装で一人で歩くのが日課だった。勿論、周りには警護員たちが至る所に隠れていたが、彼女は幼い頃から彼らを電柱扱いしてきたため、いないのも同然だった。

　ところが、その日は珍しくも、中年の男が彼女に声をかけてきた。夜の街を徘はい徊かいする姿を見て、家出した女だと思っただろう。

「君、家出したの？　見ただけでわかる。おじさんとやらない？　お金必要だろ？　お金は十分あげるから、どうだ？　へへへ」

　平然と売春を勧誘した。こんなのはまた初めてだった。好奇心がわいてきた彼女は、その男に付いていきラブホテルへと入った。

「シャワーする？」

「いや」

　彼女は短く返事をした。男は肩をすくめて服を脱ぎ始めた。卑ひ猥わいな肉体が露あらわになった。それでも高くそびえ立つものが、さり気なく彼女の好奇心を刺激した。男のぶつを見るのは、この時が初めてだった。特に興味もなかったが、何だか見た目が面白かった。

　平気で通り過ぎる女を買って、ぶつを立てて揺さぶっている欲望の塊のようなその姿が、何だか祖父と似ているような気がした。祖父は、欲望そのもののような人だから。

　服を全部脱いだのに、それを見ても全然恥ずかしがらない姿に、初めてではないと思った中年の男は、いきなり近づいてきて彼女の服を脱がし始めた。彼女はそのままじっとしていた。何だか、このまま処女を奪われることも面白そうに感じた。

「ふふふふふっ」

　少し楽しくなってきた。こんな男に処女を奪われたという事実を知ったら、祖父の顔がどうなることか想像がついた。それはあまりにも面白い顔だった。男が彼女のパーカーを脱がすと、ブラジャーから溢あふれそうな胸が現れた。しかし、男は急に顔をしかめた。

「お前……。それ……」

「うん？」

　男の視線の先にあるのは、腕にある火傷やけどの痕あとだった。それを見た男のぶつが急激に小さくなるのを見た。これは彼女が幼い時に、一度腕を焦がしてみたら祖父がどう反応するかが気になって自らつけた傷だった。グロテスクに縮んだ皮膚が、生きているという実感を与えてくれたため、わざと傷跡を消さなかった。

「この女、そんな醜い身体を見て誰がセックスをするか。それも、金までよこして。ちぇっ、汚けがらわしい」

　そうして、男はまた服を着始めた。彼女は動揺した。たかが傷跡のせいで欲望が薄れるわけ？　本当に人間というものは身勝手な生き物だ。もし、この男が自分を犯して、それで身体と身体がぶつかって生きているという実感を与えてくれていたら、そのまま生かして帰していたかも知れなかった。さっきまでは本当にそう思った。男という生き物が持つ欲望の汚れを理解する前だったから。

　しかし、そんな決心を勝手に踏みにじってしまった男。

　彼女はどうしても我慢ならなかった。そのまま手で銃の形を作る。そして、ぼやきながら服を着る男の額に持っていって、銃を撃つ真ま似ねをした。

「おじさん、家庭はあるの？」

「え？　当たり前だろ？」

「そう……？　ふふふっ」

　彼女はそうにっこり笑いながらラブホの部屋を出た。勿論、その男が生きて、部屋を出ることはなかった。銃の形は一種の信号だった。銃の形をしたら準備をしろということ。そして、銃を撃つ真似をするのは、引き金を引いてもいいという暗黙の信号だった。

　この信号を使うのは珍しかった。いくら彼女でも、殺人を楽しむ方ではない。ただ、本当に自分を怒らせる人たちには慈悲など見せはしなかった。その面では、どうしようもなく祖父に似ていると思った。

「つまらない……」

　今や口くち癖ぐせになってしまった台詞を吐き捨てて、彼女はラブホから出てきた。それからというもの、彼女は本当に腹の立つことがあれば夜の街に出て、自分を誘ってくれそうな人を探した。時には自ら誘ったりもした。そうやって、少し足りない女を演じた。自分を可か哀わい想そうに接してくるその姿が、少し面白かったからだ。そして劇的な効果を狙ねらって傷跡をより大きくした。勿論、幼い時のような自傷ではなく、描いた傷跡だったが。

　男たちが傷跡を見る度たびに見せる反応が面白かった。彼女は、いつも３つのうちの１つの反応をする男たちを見て、苛立ちを解消することで、少し退屈を凌しのぐことができた。勿論、その後に膨大な空虚さが訪れてきたが、それにもかかわらず、苛立ちが押し寄せてくると彼女は癖のように、このようなことを繰り返し続けた。

　そんなある日、家に所属しているとも言える政治家が一人の女を連れてきた。

「先生、その女性は誰？」

　大きな坪数の応接室に座って客を迎えた彼女は、初めて会う女を見ながら尋ねた。

「最近、面倒を見ている女性ですが、かなり面白い薬を作りましてね。その薬を利用して社交パーティーという会合を作りたいと言うので、許可を受けようと参りました」

「社交パーティー？」

　最近、男の欲望ということに関心を持ち始めた彼女だったがために、若干興味がある反応を見せた。すると、それに気づいた女がひざまずいた状態で慎重に話し始めた。

「あの、私は木き元もとと申します。お会いできて光栄です。その、詳しく申しますと……」

　天下の朱あけ峯みねさえ彼女の前では言葉をひどく詰まらせながら緊張した顔。

「あなたの紹介などはどうでもいい。それよりも薬について話してみて」

　女は自分を紹介しようとしたが、彼女はすぐに言葉を遮ってしまった。女は慌てて主題を変えなければならなかった。

「そ、その、この薬は、男たちが理性を失って欲望だけを貪むさぼるようにさせます。社交パーティーという名の下に寄付金も集めることができ、彼らの弱点も握ることができます。一度薬に染まれば、飲まずにはいられなくなりますので」

「そう。面白そう。じゃあ、私がそれを飲んでみてもいい？」

「お、お嬢様？」

　政治家は驚きながら席から立ち上がった。そんなことが起きては大変なことになる。政治家は、彼女がたまに見せる突拍子もない好奇心には本当にお手上げだというように、急いで隣の女に目で合図した。すると、朱峯が汗を流しながら急いで話した。

「あの、女性には効果がありません。男性ホルモンが一定比率を越えれば反応をするようになっておりまして……」

「私、理性を失うという感覚がどんなのか知りたかったのに、面白くないわね」

「申し訳ございません！」

　しかし、男が理性を失う姿にも興味が湧いてきた。一度くらい見ておきたかった。傷跡を見るだけでも欲望を失ってしまう男たちが理性を失って一晩中女を貪る世界を。

「まあ、いいわ。好きにして」

「え？　はい！　ありがとうございます！」

　女は彼女の顔をまともに見ることもできず答えた。彼女は手振りをした。もう下がってという意味だった。

「それでは失礼いたします。もう一度感謝申し上げます」

　女が出て行くと、彼女は、寿命が縮む思いをしたかのようにハンカチで額を拭ぬぐっている政治家に話した。

「先生、あの女とあまり親しくしない方がいいですよ」

「え？」

　政治家はどういうことなのか理解ができず、彼女の言葉を聞き返した。しかし、すぐに口をつぐんだ。

「私、のみ込みの遅い人、嫌いだということ、知っていますよね？」

「だが……」

「何だか、あまり良い匂においがしません。お金になる匂いにはすごく敏感だけど。あの女はいまいちです。おそらく他の政治家にも手を広げているような感じがします。いや、広げているのは足かな？」

　彼女はそう言いながら席から立ち上がった。社交パーティーには興味があったが、さっきのあの女は面白みが全くなかった。型にはまった反応、型にはまった野心。あまりにもあからさまに目に見えた。彼女は首を横に振りながら困った表情をする政治家を後にして、応接室から出た。

　そして数ヵ月後のある日、彼女は祖父と初めて口論を繰り広げた。正直、食ってかかったのは初めてだった。しかし、どうも我慢できない言葉を浴びせられたがために、かっとなってしまった。勿論、祖父は彼女を大事にはしていた。そう、物質的には。それは認める。しかし、愛情を与えてもらったことはなかった。

　祖父だけではなく、彼女に愛情というものを見せてくれた人など存在しない。そんなことを考えていると、不快な感情が湧いてきて、街に出てしまった。つまらない以前に、あまりにも腹が立った。誰かにこれをぶつけない限り、とても耐えられそうもなかった。

　何度もしてきたように、男を誘惑し試して殺すと心に決めた。最近は何だが空むなしくなってきたため、そんなこともやめていた。しかし、今日は込み上げる怒りを我慢することができない。

　車を走らせ名前も知らない街で車を止めさせた。そして街に出た。何だかいちいち歩き回ることも面倒になって、近くに見える停留所へ向かった。停留場は常に人を止めさせる。そして、待たせる。そうしていると、ほとんどの男が自然に女に視線を送ってくる。いつも通り今日も、そんな男の登場を期待しながら、頰ほお杖づえを突いた。止めどなく流れる時間はいつもと同様につまらなかった。
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　九く空そらはいつも朝８時になると目が覚める。長は谷せ川がわと暮らす前は夜行性だった。明るいのは似合わない。それが自分に対する評価だった。でも、今は違う。同居を始めてから正常な生活を始めた。

　ベッドには長谷川が横になっていた。まだ眠っている。しばらく長谷川を眺めていたが、浴室に入った九空はシャワーを浴び始めた。シャワーを浴びてからすることは、朝ご飯を作ること。

　キッチンへ向かった九空は、そっとあくびをして料理を始める。正直、自分が料理をするなんて夢にも思わなかった。自分が、九空家と関連のある企業や政財界に関わる仕事に出勤する日は長谷川が当番になる。九空はいつも、九空家の次期トップがやるべきことをまとめて処理し、空いた日を作っては同居生活を楽しもうとスケジュールを組んだ。

　今日は仕事の予定がないため早起きして料理を始めた。もちろん、この料理というのがまあ問題だ。どうもうまくいかなくて苛いら立だちが爆発するほどに。自分がこんなにも不器用なのかということについて深刻に悩まされた。計略を立てて、政財界の裏に君臨するのがむしろ簡単というか。しかし、そうであるほど自尊心の強い九空は、どうにかしてでも料理を征服すると意気込んでいた。ところが、今日も焼き魚がすっかり焦げてしまった。

「うーん、これくらいなら今日は成功ね。ふふっ」

　他人が見ればごみ箱行きだが、九空からすれば成功だ。なぜなら、食べられる部分が微妙にあったからだ。微妙に。その微妙な成功に満足して笑っていると、長谷川が起きてのそのそとやって来た。

「おじさん」

　九空は焦げた魚を持って長谷川に近づいた。

「あ、そうだ」

「ん？」

　それを見た長谷川は頭を掻かきながら浴室に入って行った。

「今日も仕事が忙しいんだ。急ぎで解決しなきゃいけない仕事があって！」

「え？」

　九空は顔をしかめた。

　すると、長谷川は浴室から出るなりすぐに外へ飛び出した。

「夜に会おう！」

　長谷川は一瞬で消えてしまった。最近すごく忙しいようだ。長谷川の仕事にはできるだけ口を挟はさまない。それが九空の方針だった。彼には彼の仕事があるから。そこまで干渉したくはなかった。でも、度が過ぎると九空も怒りが込み上げる。彼女は絶対にそっちの面で黙っている女ではない。呆ぼう然ぜんと長谷川が出ていった玄関のドアを眺めていたが、すぐに首を横に振って我に返る。

　なんだか、自分への気持ちが冷めたような気がするのを頑張ってかき消しながら。

　九空は再び浴室に向かった。家を出るまでは何から何までメイド任せだった。髪もそうだ。専属スタイリストがいた。

　しかし、外に出てからは一般人の生活というものを体験していたということもあり、髪も美容院に通っていた。もやもやするので九空は気分転換のために、とりあえず美容院に行ってみようと思った。相談もしたいし。

　実は相談の部分が重要だった。
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　美容院に到着した九空は担当スタイリストに聞いた。

「男の心が確実にわかる方法ってある？」

　九空にとって他人の心などは何の意味もなかった。しかし、この世界にたった１人だけ例外がいた。その人は当然、長谷川だ。

「また喧けん嘩かしたんですか？」

　その質問にスタイリストが髪のケアをしながら聞いてきた。家の前にあるこの美容院は、いつのまにか常連になっていた。九空の本当の正体は知らないものの、事前に大金を支払ったためＶＩＰとして優遇されている。

「どうかな。数日前からなんだか怪しいの。浮気ではなさそうだけど、明らかに何か隠し事がありそうだわ。確信が必要なの。だから教えて」

「うーん、何か隠そうとしているなら行動に表れるんじゃないでしょうか？」

「行動に？」

「わざと怒らせてみてください。後ろめたいことがあれば、むしろ機嫌を取ろうとしてくるはずです。そしたら、何か隠し事があるということじゃないですか？」

「なるほどね」

　九空は頰ほおを膨らませた。それなりに良い方法な気がする。おじさんのくせに自分に隠し事があるなんて絶対に許せない。いや、その前にとても悲しかった。自分は何一つ隠し事なんてないのに。おじさんはひどい。

「そんな男別れたらいいじゃないですか。こんなに綺麗な方によくも！　ちやほやされながら暮らしても足りないくらいなのに！」

　長谷川が聞いたら気を悪くするだろう。今も十分にちやほやされながら暮らしている。

　しかし、長谷川がどう思うかとは関係なく、スタイリストの言葉に彼女の目つきが非常に鋭くなる。

「あ、いや。すいません！」

　相談しながらも、他人が長谷川を悪く言うことは我慢できなかった。スタイリストも、後ろにいた社員たちも慌て始めた。初めて彼女を相手にした時からその高慢さに舌を巻いたが、差し出したお金や、芸能人よりも綺麗な顔、そして雰囲気などから、おそらく上流階級の女性だと推測していたため慌てるのも無理はなかった。

　その度たびに美容院のスタッフは一体この女性と同居している男性はどんな存在なのだろうか？　と気になって仕方がなかった。

「まあ、いいわ。とにかくその方法は今日使ってみる」

　何か隠しているとか、忙しいことに他の理由があるなら、それ相応の代償を払わせてやる。

　九空はそう心に決めた。

　髪の毛のケアを受けたばかりでさらにつやつやの髪の毛を揺らしながら、九空は堂々とした表情で立ち上がった。

　──わざと怒らせる…………か。

　家に帰った彼女はどうやって怒らせるか悩んでいた。その時、目についたのはテレビの前のテーブルに置かれたカッターナイフだった。彼女はそれを手に取った。彼女が知るには、長谷川が最も嫌うのは罠わなにかかることだった。
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　長谷川は家の前に到着した。家に帰る道はいつも幸せだ。最近すごく忙しいのには、引き受けた事件の奇怪さもあったが他にも理由があった。だから余計に疲れていた。でも、それも今日で終わり。だから、身体は疲れているが幸せだった。

　──ガチャ──

　鍵かぎを開けて中に入ると、九空が玄関に走ってきて口を開く。明るい笑顔を見ると、急に心の底が重くなった。最近一緒に過ごす時間が少なくなっていたということをよく分かってるから。

「おじさん？　今日はなんでこんなに早く帰って来れたの？　おかえり！　私、ご飯の用意してたの」

　九空はどういうわけか機嫌が良さそうだ。朝の雰囲気からして、絶対に不機嫌だろうと思ったけど。しかし、九空は終始笑いながら身体をくるくる回して、キッチンに向かって歩いていった。

　長谷川が部屋着に着替えてキッチンへ戻ると、九空は鼻歌を歌いながら料理を出し始めた。こんなにも機嫌が良いと、むしろ違和感さえ感じる。昨日きのう、そして今朝との温度差が激しい。

　長谷川の前には平たい皿が置かれた。実は、目の前に置かれたこの皿１枚が一般人の１ヵ月分の給料だ。それくらい高価なお皿。この家も、この家にある家具も全て、一般的な基準を超える高価な品物ばかりだ。

　九空は初めて出会ったあの時から、そして今でも、誰よりも格の高い財閥であるため当然なことだ。

　長谷川が忙しかったのは、まさにその理由による。とにかく、それはゆっくり解決していく問題であって、長谷川はとりあえず食事をしようと思った。九空が一生懸命作ってくれたから、ひとまず食べながら話を始めようという計画だ。

　問題はその料理だが、料理人を雇わずに自分で料理スキルを身につけようとするのは非常にいいことだ。実力が依然として伸びないということだけを除けば。

　いつも味覚がどこか一方に偏かたよった料理を作る特技を持っている。

　とてもしょっぱかったり。

　とても甘かったり。

　とても苦かったり。

　とても辛かったり。

　時には焦がしたり。

　いっそのこと辛いだけのケースの方がまだ我慢できる。そうしたことに耐えきれず、長谷川は、自ら料理学校に通うかとも考えていた。習った料理を彼女に直接教えるためにだ。

　彼女は人の下にいることを嫌う。そのプライドが料理学校そのものを拒否していた。だから、長谷川が直接習って彼女に教えてあげるしかない。なぜなら、九空は、長谷川に何かを習うこと自体は不思議と拒否しなかったから。

　長谷川はそんなことを考えながら、皿の上の炒飯チヤーハンを見つめた。そして、彼女は席に座ると先にスプーン１杯炒飯をすくって口に運んだ。長谷川が不思議なのはこれだった。彼女は自分で作ったご飯を驚くほど平気で食べた。正直、味覚に異常があるのではないか心配になるほどだ。

（今日はそんなこと言うタイミングじゃないよな）

　もちろん、長谷川は普段から不満を言ったことはない。彼女なりにいつも真心を込めて料理をしているということを知っているから。だから、どうにか力になりたかった。

　料理の実力とはどういうものかを知ってもらうために！

「ありがとう」

　しかし、とりあえず普段と同じことを言って、炒飯を口に入れた。一口。二口。

（うっ……）

　今日はしょっぱいパターンだ。切実に水が飲みたくなるのをぐっと我慢して、そのまま炒飯を口に運んだ。

　九空はそんな長谷川をじっと見つめた。それもかなりじっと。普段より約10倍はじっと。

（あれ？）

　しばらく美お味いしそうな表情で食べていた長谷川は、スプーンですくい上げたご飯の中から輝く何かを見つけた。よく見るとカッターナイフの折れた刃だった。長谷川は素早くその輝く刃をリビングに向かって投げ捨てた。ちらっと九空を見ると、幸いにも自分の皿に目を向けながら食べ続けていた。一体どんな調理過程を経ればカッターナイフの刃がご飯に入りこむのだろうか。ミステリーなことだと思ったが、九空がこの事実を知れば急激に機嫌が悪くなるだろうから、何としても隠さなければならなかった。

　しかし、長谷川のその凄すさまじい身のこなしを九空は全て見ていた。彼の視線が刺さった時、自然に顔を皿に落とすくらいに。

「美味しいよ」

　長谷川がにっこりと笑いながら言うと、九空もにっこりと笑った。
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「おじさん」

「ん？」

「今、カッターの刃をリビングに投げたでしょ？　全部見てた」

「え？」

「おじさんが怒るか怒らないか試そうと思ってわざと入れたの。まあ、罠ってやつ？」

　自分と同じようににっこりと笑っていた彼女の顔が一瞬で冷気を帯びた。その変化に気づいた長谷川は、なんと答えるべきか迷っていた。質問の真意が知りたいからだ。

「どうして罠なんか？」

「別に。気持ちを試してみたくて」

「そうか」

　長谷川は突然の難関に逢ほう着ちやくした。

「怒らないんだね」

「こんなことで怒らないよ。それで、試した結果は？」

　長谷川はできるだけ笑いながら立ち上がって九空の頭を撫なでた。

「最悪よ」

「え？」

　九空が長谷川の手を払いのけて席から立ち上がった。そして、長谷川の胸ぐらを摑つかむ。

「一体どうしたんだよ」

　長谷川は当惑した。

「私は、おじさんに隠してることは何一つない。昔はどうかわからないけど、今は私の身体の隅々まで、ホクロ一つでさえもおじさんに刻み込んだ。でも、どうしておじさんは違うの？」

「誤解だよ。俺も隠し事なんてない」

「噓うそ」

　九空が鋭い目つきで長谷川を睨にらんだ。

「最近一緒に居れなかったから？」

　結局、結論がこれなら。

　むしろ良かった。そのために、こんな罠をかけてカッターナイフの刃をご飯に入れるという恐ろしい発想をするとは、まさに彼女らしい。

「それもあるし」

　すると、九空は摑んでいた胸ぐらを放して指を広げ、長谷川の頭から胸、そしてふっくらとしたアソコを指でくるくるして手を離した。

「おじさんのすべてが私のものよ。だから、誰よりもよく知ってる。頭からつま先まで、変わった瞬間にわかる。それなのに、最近まともに目も合わせられないことに気づかないと思う？」

「いや、それは、その」

　長谷川は首を横に振った。

「理由があるんだ。君に頼みたいことがあって」

「頼みたいこと？」

　そう、料理だ。

　最近料理を習いに通った。完かん璧ぺきに料理を習って九空に教えるために。仕事をしながら通っていたために、こういう状況になってしまった。仕事もそうだ。

　仕事が増えたのは彼女の誕生日を迎えるにあたってプレゼントを用意するためだった。

　欲しいものは何でも買える財力があっても。

　いや、むしろそうだから、彼女へのプレゼントは自分で稼いだお金で、ささいなものでも真心を込めて準備したかった。

　長谷川はそうして九空の腕を摑んで自分の懐へと引き寄せた。

「君に料理を教えてあげようと習ってきたんだ。他の人に学ぶのは死んでも嫌がるだろうからな」

「何？　料理？　そのために最近あんなに帰りが遅かったってこと？」

「うん。ごめん。でも、速成で全部マスターしたから。もう忙しい生活は終わり。これからは、２人だけの時間だよ。君に料理を教えてあげる」

「……何それ。ばかじゃないの」

　九空はあきれた顔で言った。しかし、そうしながらも誤解していたことに対する恥ずかしさが押し寄せてきた。

「そ、それに死んでも嫌ってほどじゃないし！」

「え？」

「他の人に教えられること。おじさんが通えって言うなら通えるかも。全部習ってから殺せば良いしね。ヒッヒッヒッヒ」

「おい！　だから、それは……！」

「そうね。おじさんに習うのは……まあ、もう夜の事とかは習ったけど。ふふっ。おじさんの事は殺せないから、それを狙ねらったのね？　でも……そんなことなら相談してよ。自分ひとりで内緒にして、私が本気で怒って取り返しのつかないことをしたらどうするつもり？」

　それが問題だ。長谷川はその点については身にしみるほどよく知っている。

「まあ、いいわ。さっそく教えてよ」

　九空はそう言いながら、長谷川を抱きしめた。

　.

　.

　.

「何だ、この夢は」

　長谷川は布団を蹴け飛とばして起き上がった。夢があまりにもリアルだった。九空が高圧的に押しつけてきたストッキングが夢ではなく過ぎた現実を物語っている。迷宮の夜の街を抜け出してストッキングを受け取ったあの日がほかならぬ昨日であるということを。あの九空がああなるって？　ありえないだろ。

　長谷川は頭を掻きながら起き上がった。顔を洗って部屋へ戻るとベッドに置かれているストッキングを持ち上げた。これを渡しながら、捨てたら怒るって……どうしろっていうんだ。そう考えながらハンガーにきれいにかけて壁に飾った。

　そして、攻略のために街へと出かけた。

［同居する二人　ＥＮＤ］
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　本をご購入いただき、誠まことにありがとうございます。実は、この本が出版に至るまでには幾多の紆う余よ曲きよく折せつがありました。レッドライジングというレーベルで書籍化されましたが、本が売れませんでした。さらに、そのレーベル自体も事業終了によってばらばらになり、このように復活することはないと思っていました。レッドライジングが事業を終了した後に契約を解約してくださったので、他のレーベルに移ることは法的には問題がありませんでしたが、すでに一度出版されており、その販売成績も良くなかったため、再出版は困難な状況でした。

　そのように２年が過ぎました。その間に大きな変化がありました。コミックスを見ていただける方が増えたことで、２年前よりは状況が良くなり、書籍化の夢を諦めなかった私は再びいろんな出版社をあたってみました。その結果、なんと、ファミ通文庫で再出版を前向きに考えてくださいました。このような機会をくださったファミ通文庫にとても感謝しています。

　もちろん、一番大きな力をくださったのは読者の方々です！

　読者の皆さんがコミックスを読み続けてくださらなかったら、またこうして夢を見ることはできませんでした。本当にありがとうございます。全ては皆さんのおかげです。

　そうして、「小説家になろう」でも中断されていた連載が再開されました。おそらく、この本が発売される時には、すでに連載が再開されていることと思います。

　また、今回の書籍版には新たに書きおろした番外編も収録しています。九く空そらと長は谷せ川がわの同居ストーリーですが、私の計画では本編でも十分に起こりうることだと思います。そんな計画があるので、試しに書きおろした番外編とでもいいますか。

　あとがきはここまでです。

　いつも小説の連載を手伝ってくださる渡邉わたなべ涼りよう子こさん、そして漫画家の彭傑ボンジエーさん、奈栩ナシユーさん、多忙なスケジュールの中、表紙制作を引き受けてくださった夕ゆう薙なぎさん、「小説家になろう」で私の小説を見て、コミックの提案からここまで導いてくださったガンガンONLINE編集部の河こう野の謙けん一いちさん、最後に、２年前からたゆまぬ関心を向けてくださり、今回の書籍化を進めてくださったファミ通文庫編集部のＨさんに心から感謝の言葉を申し上げ、あとがきを終わりたいと思います。思い直してみると、必死に再出版を果たした新人の身で受賞の感想のような感謝の言葉を述べていて、おかしいですね（笑）。では、長谷川と九空が引き起こす独特なストーリーを引き続き見守ってください！　もちろん、氷ひ上がみも忘れずに！
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